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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第１話「旅の途中でスキルが増えたから新しいコンボを考えてみた」








　魔剣レギィの刃が『達人ゴブリン』の胴体に食い込んだ。

「グガアアアアアアアア！」

　ゴブリンは血を流しながら街道に倒れ、そのまま動かなくなる。

　はぁ。

　意外とてこずった。

　街道で魔物とエンカウントしたのは初めてだけど、なんとかなったか。

「お疲れさまでした。ご主人様」

　リタが僕のところにやってくる。

　さすが格闘系チートキャラだ。汗ひとつかいてない。

　リタは金色の髪をうっとうしそうに振って、地面に置いていた荷物を拾い上げた。敵の剣をへし折ったなんて信じられないくらい、細い腕で。

　僕たちが商業都市メテカルを出発して、数日後。

　ここは次の町に続く街道で、まわりには森が広がってる。

　地面にゴブリンの死体が転がってるのを除けば、平和な午後だ。

　倒した数は僕が２匹、リタが４匹。レアモンスターの『達人ゴブリン』はふたりがかりだった。

　ちょっと事情があって、セシルたちには先に次の町に向かってもらってる。

　次の町までは、リタとふたり旅だ。

「ナギ大丈夫？　怪け我がしてない？　ごめんね。ご主人様の手を借りちゃった」

「大丈夫。リタが敵を弱らせてくれてたから」

　戦闘中、リタはずっと僕の動きを読んで、合わせてくれてた。

　おかげで、こっちのダメージは皆無だ。

「僕ひとりだったら厳しかったけどね」

「『達人ゴブリン』の名前はだてじゃなかったわね。こいつ、たぶんスキル持ちだと思うわ」

　リタはレアモンスターの『達人ゴブリン』を見下ろして、言った。

「スキル持ち？」

「きっと誰かから奪ったか、自分で習得したのよ。見てればわかるわ」

　リタは言った。

　しばらく待っていると、倒れたゴブリンの胸のあたりから、光の粒子が生まれた。

　それが僕の手の中で固まり、透明な球体に変わる。

「これは……スキルクリスタル？　中身は『剣術ＬＶ２』かな？」

「きれいな水で洗っておくといいわよ。そうすると浄化されて、ナギのものになるから」

　魔物がスキルをドロップしたのは初めてだ。

　なるほど。こうやってスキルを手に入れる方法もあるのか。

「スキルのドロップ率──じゃなかった、魔物がスキルを落とす確率ってどれくらい？」

「かなり低いわよ。スキル持ちは少ないし、死んだら消えちゃうスキルがほとんどだからねー」

「これだけで生活を成り立たせるのは無理か」

「だいじょぶ、私、がんばるから」

「がんばるって、なにを？」

「ナギが働かなくてもいいように、強くなる。私がナギを養ってあげるわ」

　リタは、ぐっ、と拳こぶしを握りしめた。

「おうちでごろごろしてるナギに、私が獲物を持って帰ってあげるの。鳥や獣をくわえて帰った私の頭を、ナギがなでてくれるの。私は言うの。『ごめんなさいご主人様、獲物はこれだけしか見つかりませんでした。どうか、おしおきしてください……』」

「それ僕がブラックなご主人様になってるから！」

　ご奉仕したがるのはいいけど、変な未来を夢見ないでください。

「僕の目的は働かなくても生きられるスキルを作り出して、みんなでごろごろしながら暮らすことなんだってば。ブラックな雇い主になるつもりはないよ」

　前の戦いのあと、レティシアから屋敷をもらったのはそのためだ。

　僕たちの当面の目的は、港町イルガファに生活の拠点を作ること。

　到着したら、まずは奴隷のみんなに休みをあげるつもりでいる。セシルとリタは王都から、アイネはメテカルから働きづめだったから。正直、僕も休みたい。

　落ち着いたあと、そこを拠点に『働かなくても生きられるスキル』を作り出すのが最終目的だ。

「それじゃ急ごう。日が暮れる前に次の町に着きたいから」

「了解です。ご主人様」

　僕たちは次の町「温泉街リヒェルダ」に向かって歩き出す。

　途中、街道の脇に小さな清流があったから、僕はそこに『剣術ＬＶ２』を浸した。

　これで浄化したことになるらしい。




　そんなわけで、現在の僕のスキルは次のとおり。




　固有スキル『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』

　通常スキル『贈与剣術ＬＶ１』『建築物強打ＬＶ１』『高速分析ＬＶ１』『異世界会話ＬＶ５』『超越感覚ＬＶ１』『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』

　保管スキル（持ってるけど、インストールしてないスキル）『建築物強打ＬＶ１』『ドブそうじＬＶ１』

　それと、たった今手に入れた『剣術ＬＶ２』




　僕とリタは、並んで街道を歩いてる。

　夕方だからか、人気はまったくない。

　セシルとアイネとレティシアは、そろそろ次の町に着いてるころかな。

　宿屋でちゃんと休んでてくれればいいんだけど……。

　昨日から、セシルの体調がよくなかったから。

　だからゴブリンの襲撃を受けたとき、僕たちは二手に分かれた。

　僕とリタが敵を引きつけて、３人には先に行ってもらった。セシルは最後までぐずってたけど、あんなに熱がある状態で戦闘に参加させるわけにはいかないから。

「ったく、セシルも。体調が悪いならちゃんと言えばいいのに」

「言えるわけないじゃない」

　リタは、楽しそうに唇を尖とがらせた。

「ナギに出会ったせいで完全な大人になりつつあります、なんて」

　そのへんは、むちゃくちゃ恥ずかしがってたセシルから聞き出した。ご主人様権限で。

　魔族は運命の相手と出会ったあとで、本当の意味で成体になるらしい。

　具体的には魔力が強くなったり、身体からだに負担をかけずに子どもが作れたりする。わかりやすく言うと、セシルは今、最後の成長期を迎えてて、そのせいで熱が出てるそうだ。

　外見は、これからも変わらないって話だけど。

「セシルちゃんはナギに心配かけたくなかったの。わかってあげて、ご主人様」

「でも、言ってくれれば休みくらいあげられたんだよ。具合が悪いのに無理して働かせるとか、そういうのはブラックな雇い主っぽくて嫌なんだ」

　奴隷の体調をちゃんと把握するのも、ご主人様のつとめなんだからさ。

「というわけだから、セシルが回復するまでは、しばらくお休みだ」

　次の町は温泉地だから、どっちにしても数日滞在するつもりだったけど。

「リタも、無理して働かないこと。いいな」

「……ほんっと、ナギってば変なご主人様よね」

「うっさいな。僕の世界では『従業員を大切に』ってルールがあったんだよ」

　ただし、守られてたとは言ってない。

　……それでひどい目にあってた僕が、みんなにブラック労働させるわけにいかないよな。

「ついでにレギィ、お前も大丈夫かー？　へいきかー？」

　僕は鞘さやに戻した魔剣レギィに声をかけた。

「ひどいよ主ぬしさま！　我にだけ心がこもってないのじゃよ!?」

　ぽん、と音がして、僕の目の前に人型のレギィが現れた。

　レギィは魔剣と人型と、同時に存在できるんだよな。さすが異界の魔剣。

　魔剣状態の方が落ち着くらしくて、あんまり出てくることないんだけど。

「まぁ、我も主さまの奴隷となったのじゃからの。主さまが気をかけてくれるだけで嬉うれしいが」

「そりゃよかった」

「ちなみに、我はなんともない。ゴブリンを斬ったくらいで刃こぼれもせぬしな」

　レギィは赤いツインテールを揺らして、笑った。

『人の心を操る力』をなくして『スライムを操る力』を手に入れた魔剣レギィは、大人しく僕についてきてくれてる。今の状態が意外と気に入ってるって言ってたっけ。

「もともと我は、可愛かわいい少女が大好きじゃからの！」

　僕とリタと並んで歩きながら、レギィは言った。

「主さまと共におれば、獣耳娘や、魔族娘の可愛い姿を愛めでることができるじゃろ？　ああ、もちろん手は出さぬよ。こやつらを物理的に愛でるのは、主さまの権利じゃからの。奴隷として、主さまの楽しみを取るような真ま似ねはせぬ！　観察はするがな！」

「……変なことはしないのよね？　レギィちゃん？」

　リタは優しい目で、レギィの顔をのぞき込んだ。

「もちろんじゃとも！」

「それなら、あなたも私たちの仲間よ」

「うむ。我らは主さまの奴隷仲間じゃ！」

　立ち止まったリタとレギィは、お互い、手を握り合う。

「私は前線でナギを守るわ。レギィちゃんはナギの剣として守ってあげてね」

「我の能力は主さまを助けるためにある。お主の能力も同じじゃろう？」

「そうね。そして私は『気配察知』スキルで、まわりの状況をナギに知らせる」

「うむ！　ならば我はお主の体温と息づかいから、発情しているかどうか主さまに知らせよう！」

　……おい、レギィ。

「具体的には、お主が主さまの寵ちよう愛あいを受け入れる状態になっているかどうかじゃな。もちろん、お主が我に教えてくれてもよいぞ。我はそれをさりげなく主さまに知らせて、手はずを整えよう！　なぁに、遠慮はいらぬ。生まれ変わった我は主さまと奴隷のそういう仲介役もしたいと──」

「しなくていいから剣に戻れ、レギィ」

　リタ、硬直しちゃってるだろ。

　レギィは「えー」って、ほっぺたを膨らませたけど、素直に魔剣の中に戻った。

　言うことはちゃんと聞くんだよな、こいつ。

『今の我は「魔剣レギナブラス」ではなく「魔剣レギィ」じゃもの』

　魔剣状態のレギィが震えて、言葉を発した。

『もう強要はせぬよ。本人がその気になるのを楽しみに待つだけじゃ……』

　言うだけ言って満足したのか、レギィは喋しやべるのをやめた。

　まったく。

　リタ、真っ赤になっちゃってるじゃないか。

「……ご主人様。お願いがあります」

「いいよ。なに？」

「しばらく、こっち見るの……だめ」

　獣耳を、ぴん、と立てて。尻しつ尾ぽをぶんぶん振って、リタは僕から視線を逸そらしたまま歩き出す。

　なんだか僕も照れくさくなったから、リタの横を並んで進む。

　街道はだんだん広くなり、歩きやすくなっていく。

　町に近づいてる証拠だ。

　しばらくすると、道の脇に案内用の石碑が見えて来た。

　次の町『温泉街リヒェルダ』までの距離と、方角が書いてある。ここからは徒歩１時間くらいで着くみたいだ。

　石碑の前には石が文字の形に並べてある。セシル、アイネ、レティシアの頭文字。３人とも、ここは無事に通過しました、って合図だ。

　よかった。
















　だったらもう、みんな次の町に着いてるころだ。

　石碑を見ると方角がわかるようになってる。『リヒェルダの町』はここから東。

　北側の森にある脇道に入ると『墓地』らしい。

　ファンタジー世界の墓地か……。

「あのさ、リタ」

「わぅっ！」

　リタがびくん、と、尻尾を跳ねさせてから、僕を見た。

　胸を押さえて、深呼吸をして、それから、

「ごめんなさいご主人様。うん、だいじょぶ」

「びっくりした？」

「ううん……いいの。まだちょっとどきどきしてただけ。レギィちゃんが変なこと言うからいろいろ想像しちゃった……じゃなくて！」

　リタは顔の前で、ぶんぶん、と手を振った。

「ど、どうしたの、ナギ？」

「あそこに、墓地の案内があるだろ？」

　僕は石碑を指さした。

「墓地って、町の外にあっても大丈夫なのか？　死体がアンデッドになったりしないの？」

「う、うん。きちんと鎮魂されて埋葬された人は大丈夫よ」

　この世界にも埋葬の儀式はあるらしい。そりゃそうか。

「そうじゃない人もそうそうアンデッドになったりしないわ。墓地を『鎮魂と魔物避よけの護符』で囲んであるからね」

「なるほど。対策はしてあるのか」

「そうね……この護符が壊されてたら大変だけど」

　リタは脇道の入り口に建ってる、翼の生えた女性の像を指さした。

　腰のあたりで、まっぷたつになってた。

「……壊れてるな」

「壊れてるわね」

「やばいんじゃないか？」

「大丈夫よ。『死霊使いネクロマンサー』でもいない限りね」

　リタがそう言った時、墓地に続く道から、悲鳴が聞こえた。

　こっちに向かって走ってくる重い足音──も!?

「ナギっ！」「わかってる」

　僕たちはあわてて飛び退のく。

　木の枝が折れる音がした。黒くて大きなものが近づいてくる。

「レギィ！」

『おう、主さま。我を使えい！』

　僕は魔剣レギィを抜いた。リタも、拳を構えて道の向こうを見てる。

『オオオオオオオオオオっ！』

　そして脇道から走り出てきたのは、巨大な鎧よろいだった。

　身長は２メートル弱。片手に剣を、片腕に小柄な少女を抱えている。

　鎧は装飾ひとつない無骨なもの。厚い鉄板で出来ていて、動くたびにぎしぎしと音を立てる。

　中の人間は──いない？

　浅く下ろした面甲の奥には、顔がない。

　なんだこいつ。

　動く鎧──リビングメイルか!?

『不運なものよ。ここに居合わせたことを呪うがいい』

　鎧はどこかで聞いたようなセリフを吐き出した。別の意味で、なんだこいつ。

　鎧のまわりには半透明の人影が浮かんでる。たくさん。

　ふわふわと漂いながら、手をこっちに伸ばしてくる。




　ろろろろろろろろ。うろぉおおおおおお。

　やすみたいねむりたいかえりたい。

　われらにやすらかなねむりをおおおお。




　みんな泣きそうな顔で、残業続きの会社員みたいに叫び続けてる。

「ゴーストよ！　触れたら駄目。精気を奪われるわ！」

　リタが身構えた。

「……ろ、狼ろう藉ぜき者が！」「イリスさまを、は、放せ──っ……」

　脇道から長剣を持った男たちが駆けだしてくる。けど、動きが遅い。

　背中にゴーストが張り付いてるし、骸がい骨こつ剣士までまとわりついてる。

　戦士たちは僕たちのところに来る前に倒れていく。

『眠りを覚まされしゴーストよ。肉を失いしスケルトンよ。我がこの者を主あるじに届けるまで一時的にお前たちを雇用する。労働せよ。かりそめの命が燃え尽きるまで──』

　黒い鎧が、僕たちの方を向いた。

『哀れなり。目撃者は消せとの命令を、主より受けている』

「なんでこんなとこで堂々と女の子を拉ら致ちしてるんだよ……」

　捕まってる少女はぐったりして、身動きしない。

　黒い鎧は僕たちを見てる。

　こいつはアンデッドを操って、少女をさらおうとしてる。

　通りかかった僕たちまで殺そうとしてる。

　治安悪いな。ファンタジー世界。

「こっちは先を急いでるってのに……。お前の相手をしてるうちに、仲間になにかあったらどうする？　それに女の子を拉致するってのに堂々としすぎだろ？　せめて黙っててくれれば、目撃者は消すとかチープなセリフを聞かずに済んだのに……。

　もういいよ。うっとうしいから、その子置いて消えろ」

『錯乱したか！　お前はここで果てるさだめ──』

「うるさい黙れ。今時フリーゲームの悪役だってもうちょっとひねったセリフを吐くぞ」

　おまえにゴーストなんか操ってるし。

　死んだ人間にまでブラック労働、させてるし。

「正当防衛だ。こいつを倒す。リタも、異論はないよな」

「可愛い子がいるもん。ちっちゃいもん。とっても好みだもん」

「そういうこと堂々と言うと通報されるから気をつけようね」

「助けていいですか、ご主人様」

「いいよ。やっちゃえ、リタ」

　それに──




　あああああああああああ。いやだああああぁ！

　これいじょうはたらきたくないいいっ。

　われわれを消して、消してくれえええええええ。




「死人ゴーストにまでブラック労働させてる奴には思い知らせてやれ！」

「はい、ご主人様！」

『ふはははははははっ！　ただの剣士と獣人風情が吠ほえておるわ！』

　黒い鎧は首をぐるぐる回して笑い出す。

　それを合図に、ゴーストたちが動き出す。
















『お前らになにができる!?　ゴーストは魔法剣や魔法でもないかぎり消せぬぞ！』

「えい」

　ぷしゅー。

　リタの手に触れたゴーストが消滅した。

「えい。やぁ。とう」

　手刀。爪先。踵かかと。

『神聖力』をまとったリタの手足が、次々にゴーストたちを消していく。




　うううううおおおおおおぁぁぁぁぁぁあああ。




　ゴーストとスケルトンが怯おびえだす。

　リタのスキルは『神聖力掌握ＬＶ１』『神聖格闘ＬＶ５』『神聖加護ＬＶ４』。

　アンデッドへのダメージは増加。アンデッドからのダメージは減少。

　さらに『神聖力掌握』で与えるダメージが２倍になるボーナスまでついてる。

『神聖力』はゲームで言う僧そう侶りよの力みたいなものだから、アンデッドにとっては天敵。

　それを手足に集中させてるもんだから──

「えー？　獣人風情がなにー？　よく聞こえなかったんだけどー？」

　ぱしゃん、ぷしゅん。

　リタの手足に触れただけでアンデッドたちは成仏（？）していく。

「ナギ、気をつけて。一体そっちに行ったわ！」




　おろろろろろろろおおおおおおおおぉ。




　中年男性っぽいゴーストが、僕の方に漂ってくる。

　小太りで、丸い眼鏡をかけてる。




　いやだああああ。

　これいじょうはたらけない。

　げんかいなんだゆるしてくれえええええええ──。




　元の世界のバイト先の社員、タカスギさん（37歳）みたいなこと言ってる。

　見てるだけで悲しくなってくる。えい。

　ざくん。




　おおおおおおおおおぉ……あぁ。これで、やすめ……る……。




　剣で斬ったら、タカスギさん（37歳・仮）はあっさり消えた。

「……そういえばレギィって魔法の剣だったっけ」

『ひどいよ主さま！　このレギィは１００年の時を経た魔法剣じゃよ!?』

　魔剣のレギィが震えながら抗議する。

　しょうがないだろ。最近のお前って、人型になったり、えろいこと言うだけのびっくりアイテムになってるんだから。ぜんっぜん魔剣っぽくないから。

『不可解な！　なぜ大人しく消されぬ？　なぜ空気を読まずに抵抗する!?』

　黒い鎧がなんか叫んでる。

『我はこの少女を納期までに届ける使命を受けているというのに！　お前らは一体何者なのだ!?』

「通りすがりのチートキャラとそのご主人様ですが、なにか？」

『理解不能消えろ消えろ消えろ消えろ！』

　黒い鎧が、ぶん、と剣を振り下ろす。

　重い。そして意外と速い。

　まともに相手するのは面倒だな。

　よし──。

　僕は後ろに下がって、自分の中にふたつのスキルをインストールする。

　ここを楽に乗り切れそうな奴を作ってみよう。

　今回みたいに、誰かが一時戦線離脱したときのことを考えたら、もうひとつ戦闘用のスキルがあった方がいいよな。

「リタ、悪い。30秒だけ時間を稼いで」

「了解です、ご主人様！」

　ゴーストとスケルトンを片付けたリタが、鎧の肩に回し蹴げり。

　衝撃で鎧が少女を取り落とすのを、すかさずキャッチする。

『主に定められた使命の邪魔をするな──っ！』

　黒い鎧が、吠えた。

『我に少女拉致の納期を守らせろおおおおおぉ──っ!!』

「可愛い子は拉致するものじゃない！　愛めでるものよ！」

　リタは着地と同時に再跳躍。鎧から距離を取る。

「少女とは、ぎゅってしてつんつんしてぷにぷにするためにあるのよ！　それがわからない奴は出直して来なさい！」

　リタが黒い鎧リビングメイルの注意を引いてくれる隙に、僕は『能力再構築ＬＶ３』を起動。

　使うスキルは決まってる。




『剣術ＬＶ２』

（１）『剣や刀』で『与えるダメージ』を『増やす（10％＋ＬＶ×10％）』スキル




　これはさっき『達人ゴブリン』がドロップしたスキルだ。




『ドブそうじＬＶ１』

（２）『汚れた水』を『掃除道具』で『押し流す』スキル




　こっちは『庶民ギルド』でアイネがくれたやつ。

　この概念とこの概念を入れ替えて、と。




「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』！」




　──よし。『再構築』完了。

「リタ、お疲れさま。交替だ」

　僕はスキルを発動。黒い鎧よろいの前に出る。

　奴が剣を振り下ろすタイミングに合わせて、スキルを発動、っと。




　しゅるん。




『──なんだと!?』

　黒い鎧リビングメイルの大剣を、魔剣レギィが受け流した。

　円を描き、やわらかく受け止めるように。

『おお。なんじゃこれは、主さま！』

　当のレギィがびっくりしてる。

『剣を打ち合わせたのに──衝撃すらも感じぬぞ！　こんな使われ方は初めてじゃ！』

「うん。僕もこんな使い方ははじめてだ。よっと」

　僕は剣を受け流した勢いのまま、黒い鎧に向かって魔剣を振る。

『そんな攻撃は当たらぬ！　我は主の異能により作り出された魔法生物なれば！』

　鎧はすっ、と身を引いて、攻撃を避けた。

　こいつの攻撃方法は、だいたいわかった。

　黒い鎧の武器は長さ１メートル半の大剣。それを力任せに振ってくるだけ。

　受け流せば体勢を崩すことができる。

　次に奴が剣を振り下ろすまでの間に、僕が魔剣レギィを振れる回数は２回から３回。

　これならコンボが成立しそうだけど、念のためもう一度、試しておこう。

『まぐれでわが攻撃を避けたからといって調子に乗る──な!?』

　しゅるんっ！

　鎧が再び繰り出す剣を、魔剣レギィが柔らかく受け止める。流す。

　奴の体勢が崩れたところで僕は魔剣を振る──避けられる。

　うん。これならいけそうだ。

『ぬるいぬるいぬるい！　受け流すだけか!?』

「ああ」

　だって、僕が作ったのはそのためのスキルだから。




『柔じゆう水すい剣術ＬＶ１』（Ｒレア）

『剣や刀』で『与えるダメージ』を『押し流す』スキル

　敵の刀剣全般の攻撃を、水のように受け流し、押し返すことができる。




　これは『剣術』と『ドブそうじ』の長所をミックスした、完全防御型スキルだ。

　敵の攻撃に合わせて剣を出すだけで、攻撃を受け流してくれる。

『受け流す技術は見事！　だが、それでは勝てぬぞ』

　しゅるん。

　受け流す。その直後に僕は『柔水剣術』のスキルを解除。攻撃に切り替える。

　魔剣を振る。避けられる。もう一回振る。やっぱり届かない。

『お前の間合いはすでに見切っている。無駄だ！』

「そっか。じゃあ解放『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』っと」

『──なに？』

　魔剣レギィが、伸びた。

　空振り２回分の攻撃力と、攻撃範囲の加算。刀身の伸びは15％増くらい。

　魔剣レギィの刃やいばは、黒い鎧に食い込み、切り裂いた。

『ぐあああああああっ!?　け、剣が伸びた、だと!?』

「さー。どうかなー。目の錯覚じゃないかなー？」

『くぅっ！』

　鎧が吠える。鋼鉄の腕を振り上げ、続けざまに切りつけてくる。

　僕は『遅延闘技』を解除。『柔水剣術』で受け止める。




　しゅるん、しゅるん、しゅるん。




　黒い鎧の攻撃を受け流す。相手の体勢が崩れる。じゃあ『遅延闘技』、発動、っと。




　ぶん。




『おぬしの間合いは見切った。当たらぬ！』

　黒い鎧が距離を取る。

　じゃあこっちはあと４回くらい剣を振れるな。

　５回目で『遅延闘技』を解放、っと。えい。

『そんな距離で剣を振り回したところでなんになるギャ────ッ！』

　黒い鎧の腕が吹っ飛んだ。

　だから『遅延闘技』は剣が伸びるんだって。

　レギィは（えろいけど）魔法の剣だからすごくよく切れる。

『ぐ、ががが。作られた上位生物である我が身が──こんな』

　黒い鎧の傷口から噴き出したのは血ではなく、どろどろしたゲル状のもの。

　人間じゃない。アンデッドでもない。なんだこいつ。

『な、なんだ貴様は。なんだというのだ！　理解不能理解不能理解不能──っ』

　黒い鎧があとずさる。

　僕は魔剣を振り続ける。

『い、いかん。ゴーストどもよ支援せよ。こいつを殺せ殺せ殺せ！　──あ』

　がこん。

　黒い鎧の後頭部に、リタが空中で回し蹴り。

「目撃者は消すって言ったのはあんたでしょ。同じことされても文句ないわよね？」

　リタはそのまま宙返り。鎧の背中を蹴け飛とばして離り脱だつ。

　黒い鎧リビングメイルは僕の前で膝ひざをつく。

　僕はスキルを解放する。




「解放『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』（空振り８回分）」




　黒い鎧が吹っ飛んだ。




　なるほど。『柔じゆう水すい剣術』と『遅延闘技デイレイアーツ』のコンボは、こんな感じか。










今回使用したスキル


『柔じゆう水すい剣術ＬＶ１』

『ドブそうじ』と『剣術』の長所を合わせ持つスキル。

　敵の剣を、水のように受け流すことができる。

　柔よく剛を制すスキルだが、受け流せるのは剣だけ。

　調子に乗って槍やりや斧おの相手に使うと、串くし刺ざしかまっぷたつにされるので注意。











第２話「温泉街で奴隷とほのぼのしてたら、偉い人が接触してきた」








　次の町に着いた僕とリタは、衛兵たちに、墓地の護符が壊されていることと、倒れた兵士たちのことを伝えた。

　気絶した少女はリタが背負ってた。

　小さな女の子を、街道に放りっぱなしにはできない。僕はともかく、リタは。

　衛兵たちは、少女のことを覚えていたし、少女も町に着いたところで目を覚ましてくれた。

　彼女はこの町の別荘に来ている少女で、名前はイリス＝ハフェウメア。

　墓参りの最中にアンデッドと黒い鎧に襲われた──そこからは覚えていない。でも、確かに僕たちに助けられたって証言してくれた。

　その後、少女は別室で休むことになり、僕たちは詰め所で事情を聞かれたから、こんな説明をしてみた。




『通りかかったら、アンデッドが少女と男たちを襲ってた。

　苦労したけど、なんとか少女を救い出すことには成功した。

　墓地の護符が破壊されてたから、怖くなって町まで走ってきた。

　詳しい事情は知らない。いやー、びっくりしました』




　──って説明で、衛兵たちが納得してくれたかどうかはわからない。

　けど、今のところ、それを否定する要素はない。なにより僕たちが助けた側だってことは、イリスって少女が証言してくれてる。

　そんなわけで、僕たちはすぐに解放された。

　僕たちが兵士の詰め所から出たとき、少女の関係者らしい人とすれ違った。

　きつい目をしたメイドさんと、執事っぽい男性だった。

「我が主、イリス＝ハフェウメアさまをお助けいただいたこと、感謝いたします」

　メイドさんはそう言って僕たちに一礼した。

　僕とリタは「いえいえどうも無事で良かったですそれじゃ」って、その場を離れた。

　さて、と。

　みんな待ってるし、僕たちも宿でひとやすみしますか。










　衛兵の詰め所のすぐ外は、町の大通りだった。

　この町に来たのは初めてだけど、基本的な構造は他と変わらない。

　大きな門を通ると、そこは大通り。露店が並んでて、買い物客が集まってる。

　温泉街リヒェルダは観光地だからか、食べ物関係の店が多い。焼き肉やスープを売ってる屋台に、卵や肉を並べてる露店もある。通りの隅に鍛か冶じ屋やの看板が出てる。旅の途中で壊れた武器の修理がメインみたいだ。スキルクリスタルを売る店はなかった。本当に旅の中継地点、って感じだ。

「ここの店で売ってる肉は古いわね。においでわかるわ。でも、卵は大丈夫みたい」

　露店で肉と卵を見てたら、リタが小声で教えてくれた。

「あとで買い物をお願いできる？　アイネと一緒に」

「いいわよ。ご主人様とセシルちゃんのために、栄養あるものを作りましょ」

　リタは任せて、とばかりに胸を叩たたいた。

　宿は自炊ができるから、荷物を置いたら買い物に出よう。

　アイネにお願いすれば、消化にいいものを作ってくれるはずだ。

「それにしても綺き麗れいな町ね」

　大通りを抜けて、小さな石橋を渡ると、宿屋のエリアに入った。

　リヒェルダは『清し水みずの町』って言われてて、町中をいくつも綺麗な川が流れてる。

　それが町を複数のエリアに分断してる、って話だ。

　川の中には魚が泳いでるし、水辺には花が咲いてる。

　リタは目を輝かせてるけど、僕はどこからともなく漂ってくる、硫黄のにおいが気になってた。

「この先に温泉があるのかな」

「温泉街だもん。旅人向けの温泉や、ちょっとお高い温泉施設もあるみたいよ？」

「休みを取るにはいいところだよね」

　みんな長旅で疲れてるからな。

　セシルが回復するまで、しばらく滞在するのもありかな。

「ナギさん！　リタさーん！」

　橋を渡ってすぐのところで、レティシアが待ってた。

　僕たちを見つけて、ぶんぶん、と手を振ってる。

「よかったですわ。おふたりとも無事でしたのね」

「僕たちは問題なし。リタが一緒だったからね。セシルの様子は？」

「今はアイネがついてます。部屋はもう取りました。一日休ませて、様子をみましょう」

「そっか。なら、よかった」

「なるべく静かな宿を選びましたわ。主人にお願いして、角部屋を用意いたしました。隣と合わせて２部屋手配しましたので、セシルさんもゆっくり休めると思いますわ」

　さすがレティシア。子爵家の子どもだけあって世慣れてる。

「助かるよ。レティシアがいてよかった」

　しばらくセシルは動かさない方がいいかな。

　考えてみれば、出会ってからここまで、移動ばっかりだったからなぁ。

　環境の変化って、結構負担になるんだよな。僕の経験から言うと。

　親しん戚せきをたらい回しにされてたころは、家や学校になじむまで、緊張しっぱなしだった。

　やっぱり、ひとつの場所に落ち着いた方が、身体からだも、精神的にも楽だよね。

「ありがとう。この借りはいつか返すよ」

「わたくしは別荘をあなたに引き渡すために、必要なことをしているだけですわ」

　レティシアは照れたみたいに横を向いた。

「それに、わたくしはあなたの奴ど隷れいではありませんけど、友だちではありますもの。アイネが奴隷になっても親友であり続けるように、セシルさんが何者であっても、大切なパーティメンバーであることは変わりませんわ」

　ほんっとにいいやつだな、レティシア。

　何者であっても──『セシルが魔族でも気にしない』って、言葉にせずに言ってくれてる。

　ここまでの道中でセシルが「仲間のおふたりに正体を隠しているわけにはいきません」って、レティシアとアイネに、自分が『魔族』だって話した時だって、びっくりするくらい平然としてたし。

　レティシアは『わたくしは知らない誰かが残した「魔族」についての怖い伝説よりも、目の前にいる優しい少女を信じます』──って、あっさり。

　アイネは『それがどうかした？　セシルちゃんはなぁくんの大切な奴隷なんだよね？』──って、ばっさりだった。

　僕が『異世界から来た「来訪者」』だってことを話したときの反応も──

『さすがなぁくんなの！　すごいの！』

『……ナギさん相手に驚くのは時間の無駄ですわね』

　──だったし。

　ふたりが仲間になってくれて本当によかった。

「それで、部屋割りなのですけれど」

　レティシアは肩をすくめて、話を続ける。

「わたくしがセシルさんとアイネの主人、ってことにして、部屋を取ってしまいましたの。ナギさんはリタさんと同室でお願いします。別に問題はないですわよね？」

「うん。ぜんぜん問題ないよ」

「わ、わぅっ!?　う、うん。ぜ、ぜんっぜん、も、もももんだいないもんっ！」

「？　それにしてもおふたりとも、ずいぶん遅かったんですのね？　なにかありましたの？」

「さらわれそうになってた幼女──いや、少女を救ってた」

「……すいません。事情がよくわかりませんわ」

「女の子がアンデッドに襲われてたんで、僕とリタで助けたんだ」

　緑の髪の、小さな女の子だった。名前は──

「イリス＝ハフェウメア、だったはず」

「ハフェウメア？　聞いたことがありますわ」

　レティシアは首をかしげた。

「確か、港町イルガファ領主の一族に、そんな名前があったような気がしますわ」

　ぱん、と手をたたいて、レティシアは言った。










　宿に入って荷物を置いたあと、僕はセシルの様子を見に行くことにした。

　隣の部屋をノックすると、ドアが開いて、アイネが顔を出した。

「待ってたの」

　そう言って、アイネは優しい笑みを浮かべた。

「おまちどおさま、セシルちゃん。お薬が来たの」

「……お薬？」

「なぁくんの顔を見るのが、セシルちゃんには一番のお薬でしょ？」

　そう言って、メイド服姿のアイネはいたずらっぽく笑った。

　部屋にはベッドがふたつあり、奥の方でセシルが横になってる。

　着てるのは、メテカルで買った薄い寝間着だ。汗をかいてるせいか、肌に張り付いてる。寝てていい、って言ったけど、セシルはふらふらと身体を起こして、僕を見た。

「……ご迷惑をおかけしました……お許しください、ナギさま」

　セシル、やっぱり顔色が悪いな。

　僕はベッドに近づいて、手のひらでセシルの額に触れてみる……まだ、かなり熱い。

「熱が下がるまでお休みだね、セシル」

「はい、ナギさま……覚悟は、しています」

　セシルの小さな手は、ぎゅ、と毛布を握りしめてる。

「覚悟って？」

「ナギさまの足手まといになってしまったからには、わたしは罰を受けなければいけないです」

　ああ、そういう話か。

　たまに忘れそうになるけど、セシルは僕の奴隷なんだっけ。

「でも……どうか。お願いです」
















　セシルは目に涙をためて、僕を見てる。

　うちのパーティは、病休は無条件で取れることにしてる。そのことはちゃんと伝えてあるんだけど。セシルにとって、主従契約は別扱いなのか。

「わ、わたし……なんでもします。どうか……ナギさまのおそばにいさせてください……！」

「うん。じゃあ罰として、セシルには僕のバカンスにつきあってもらおう」

「『ばかんす』ですか？」

　涙目だったセシルが、不思議そうな顔になる。

「僕の民族は温泉が大好きで、温泉地に来たらゆっくり浸つかるっていうルールがあるんだ」

　いい響きだよな『バカンス』って。元の世界では無縁だったけど。

「この町は水も空気も綺麗だし、滞在するにはいいよね？　僕も異世界から来てから旅ばっかりしてただろ。だから、ちょうどゆっくり休みたいと思ってたんだ」

「……ナギさまぁ」

「だからセシルの調子がよくなるまで、ここで滞在ってことでいいかな。いやー、ごめんなー。僕の趣味につきあわせて。悪いけどご主人様の命令だから聞いて──って、なんで泣いてるの!?」

　ぽろぽろぽろぽろっ。

　セシルの真っ赤な目から、涙の粒がこぼれ落ちた。

「ありがとうございます。ナギさま、ナギさまぁ」

「だ、だから罰なんだってば。ほら、僕たちは温泉に入れるけど、セシルは熱が下がるまで入れないだろ？　僕たちが『すっごい気持ちよかったぜー』って言うのを、セシルは指をくわえて見てなきゃいけない。かなりきつい罰だろ？　僕だったら問答無用でキレるね！」

「はい、ナギさま……はい」

「ああもう、熱が上がるから興奮するなって」

　しょうがないからセシルの髪を撫なでてみた。さらさらしてる。触れてると気持ちいい。こういうのは僕にとってもごほうびなんだけど、セシルもこうしてると落ち着くみたいだ。

「ご、ごめんなさい、ナギさま……」

　しばらく僕の胸にしがみついてたセシルは、顔を真っ赤にして手を放した。

「……つ、つい……うれしく……て……ごめんなさい……」

　ふら、ふらら、と揺れるセシル。

　あ、やっぱり。熱が上がってる。

　額も、首筋も、胸のあたりまで汗びっしょりだ。身体を拭ふいて着替えた方がいいな。

「アイネ、セシルのことをお願いしていい？」

「わかったの」

　僕の言葉に、ドアの脇でずっと控えていたアイネがうなずく。

　手にはすり鉢と薬草。床にはお湯が入った桶おけと布。着替えも準備してある。

　一分の隙もない、病人看護の態勢だった。

「アイネのご奉仕はなぁくんだけにとどまらないの。なぁくんのパーティメンバーは、ひとり残らずアイネのご奉仕対象だよ？」

　頼りになるなぁ、うちのお姉ちゃん。

「セシルちゃんが『もういいです許してください』って言うまでご奉仕してあげる」

「本人の意志は尊重してあげてね？」

「なぁくんの時は『もういいです許してください』って言えなくなるまでご奉仕してあげるから」

「むしろ僕の意志の方がないがしろにされてる!?」

「もちろん冗談なの」

「だよね」

「今は（ぼそっ）」

　……なにか不穏な単語が聞こえたような。

　怖いから追及するのはやめとこう……。

「そうだ。これ、アイネに渡しとくよ」

　僕は懐からスキルクリスタルを出して、アイネの手のひらに載せた。

「アイネはいつも掃除道具持ってるだろ。このスキルはぴったりだと思うんだ」




『汚水増加ＬＶ１』（Ｒレア）

『汚れた水』を『掃除道具』で『増やす（10％＋ＬＶ×10％）』スキル




『柔じゆう水すい剣術』と一緒に作ったスキルだ。

『溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１』みたいに、スライムを増加させるスキルになるかと思ったけど、だめだった。

　やっぱり一人で作るとチートにはならないみたいだ。




「一応、実験はしたんだよ。途中に水たまりがあったから、ボロキレをゾウキンってことにして浸してみた」

「どうなったの？　なぁくん」

「ゾウキンがちょっと濡ぬれた」

「スキルを発動したあとは、どうなったの？」

「水たまりが大きくなってゾウキンがびしょ濡れになった」

　日が暮れかけてたから、詳しい実験はできなかったんだけどね。

　効果範囲とか、増えた水がどこから来るのか、とか。

「そのうち使い道を思いつくかもしれないから、このスキルはアイネが持ってて」

「ありがとうなの。なぁくん」

　アイネは、スキルクリスタルを、宝物みたいに両手で包み込んだ。

「なぁくんがくれるものは、アイネにとってすべてご褒美だよ？」

「詳しい実験が済むまでは使わないようにね？」

「これで、なぁくんやみんなの命を救えるって場面でもない限りは、大丈夫なの」

「水たまりを大きくしてみんなの命を救える場面はないと思うよ」

「人生、なにが起こるかわからないの」

　アイネは、むん、と腕まくりをした。

「アイネだってちょっと前までは、こんなに楽しい旅ができるなんて思いもしなかったの。今、すごく充実してるの。セシルちゃんは『迷惑かけてます』なんて言うけど、アイネは、むしろ嬉うれしいの。なぁくんや、仲間の役に立てることが、ね？」

「……アイネさん」

　ベッドの上で、セシルがつぶやいた。

「ありがとうございます。わたしも、アイネさんのためならなんでもするつもりです」

「うん。じゃあ、ご奉仕させて？」

　布を片手に、アイネが手をわきわきさせた。

　瞳ひとみが変な光を帯びてる。

　……アイネのご奉仕スイッチが入った合図だ。

　セシルが思わずベッドで身を引いてるけど、アイネは気にせずにじり寄る。

「あのね、なぁくん」

「うん」

「これからアイネはセシルちゃんをすっぱだかにして、身体をくまなく拭いてあげるの。なぁくんは部屋の外に出るか、ここで隅々まで観察するか、好きな方を選んで？」

　アイネは言った。

　僕は前者を選んだ。

　後の方は、セシルがもうちょっと元気になってからね。










　レティシアが取ってくれたこの宿は、冒険者用より少し高級なところだった。

　たとえば商人や、その家族が泊まるような。

　だから、防音がしっかりしてる。

　セシルたちの部屋にいたとき、隣の部屋の声が聞こえなかったのは、そのせいで──

「どうしようどうしよう……どうしたらいいの……」

　僕が部屋のドアを開けると同時に、謎の呪文みたいな、リタの声が流れ出て来た。

「……ふたりっきりでお泊まりなんて……ナギが戻ってきたらなんて言えばいいのよぅ……」

　ベッドの向こうで、金色の尻しつ尾ぽがぴこぴこ動いてる。

「……こんなのはじめてだもん。ナギのこと、どうやってお迎えすればいいの？　セシルちゃんは療養中。アイネはその面倒を見てる。私だけが特別に仲良くなったら駄目よね」

「……おーい、リタぁ」

「ああ、でも、ナギが私になにかしたいって言ってきたら!?」

　うつぶせになってたリタが、がば、と起き上がる。

「断れない……断れないよぅ。セシルちゃんになんて言えばいいの？　『リタさん、きらい』って言われたら？　そんなことになったら立ち直れない……ああ。私、どうすればいいのよぅ……」

　ごろごろごろごろごろ。

　ぱたぱたぱたぱたぱたぱた。

　ぴこぴこぴこぴこぴこ。

　部屋に入ったら獣人の女の子がごろごろ転がってるんですが。

「でも……今日のナギもかっこよかったなぁ」

　ぴた、と、回転運動を止めたリタが、壁に向かってつぶやきはじめる。

「『遅延闘技デイレイアーツ』であの鎧よろいをあっさり吹っ飛ばしてたもん……ああでも、こういうの私だけ見てるのってずるくないっ!?　ああでも、セシルちゃんとアイネにこのときめきをどう伝えればいいの？」

「いや、リタも戦ってくれたし、ずるいとかそういうのは違うだろ」

「だって私の仕事は前衛で戦うことだもん。だからナギと並んで戦うことが多くなるんだもん。仕方ないって言えばそうなんだけど……ああもう。なんなのこの罪悪感」

「気にすることないってば」

「気にするもん！　セシルちゃんもアイネも、大事な奴隷仲間なんだもん！」

「そりゃ大事なのは僕も同じだけど」

「そう、大事なの！　だから女の子としての仁義が重要なの！　ナギが気にするなって言ってくれるのは嬉しいけど──あれ？　ナギ？」

　くるり。

　壁を向いてたリタが一回転して、こっちを見た。

　獣人の気配察知能力はどこいった。

「ナギ……いる」

「いるけど」

「ご主人様、いる。ドア、開いてる」

「開いてるね」

「いつから？」

「リタがごろごろ転がりはじめたころから」

「────っ!?」

　リタの真っ白な肌が、つま先から頭のてっぺんまで、一気に真っ赤になっていく。

「それはともかく」

「ともかくじゃないもんっ！　うわあああああん」

　リタは頭を抱えてごろごろ転がる。

「ちょっと聞いて、リタ」

　僕は転がってきたリタを手で止めた。

「実は、しばらくこの町に滞在することになったんだ」

「……え？」

「セシルの調子がよくなるまで──じゃなかった。僕の故郷の風習のせいで」

　僕はセシルに話したのと同じ内容を、リタに伝えた。

「──と、いうわけ」

「なるほどねー。セシルちゃんも泣くわよね。そんなこと言われたら」

「いや、あくまでも僕の故郷の風習だから」

「わかりましたご主人様。そういうことにしときましょ？」

「基本的に僕はしたいことしかしないから」

　元の世界では生活のために、したくもないことしてたからなぁ。

　こっちの世界では、やりたくないことはしない、って決めたんだ。

「……あのね、ご主人様」

　リタは床の上に正座した。

　きゅ、と、唇を結んで、桜色の瞳が、じっと僕をとらえている。

「私、ナギのためになら死ねるからね？」

「リタまで!?」

　確か、セシルも僕が死んだら死ぬって言ってたよな。

　なんでこの世界の女の子は、すぐに僕に人生を預けようとするの!?

「ナギ……ううん、ご主人様。私の居場所は、ここなの。ご主人様の側そばが、私の一番幸せな場所なの。ご主人様が、私を受け入れてくれたその時から……ずっと、胸の奥があったかいの。この幸せを守るためなら、なんでもできる……ううん、したいの」

　リタは自分の胸に手を当てた。

　照れくさそうに、獣耳を倒してリタは笑う。

「だ、だから私、ご主人様のすることなら、すべて……受け入れるから。リタ＝メルフェウスはご主人様のものだから。それだけは、覚えておいて……ね」

　言いながら、リタの身体が震え出す。うつむいて、上目づかいで僕を見てる。顔が湯気が出そうなくらい真っ赤だ。そういう顔されるとこっちまで照れくさくなってくるんだけど──

「ナギ……私のご主人様。私に幸せをくれた世界で一番た、た、たいせ………………うぅ、だめ、やっぱり…………げんかい！」

　顔を押さえてリタは、ぱたん、と倒れた。

「…………げんかいぃ。こういうのにがて……恥ずかしい……恥ずかしいよぅ」

　こっちだって限界だ。

　たまに真面目なこと言うんだもんな、リタは。

　僕の方は、みんなでごろごろできる未来にたどりつくまで、無理せず全身の力を抜いてがんばるつもりだ。セシルもリタも、アイネも、僕にとっては家族みたいなものだから、みんなが望む限り一緒にいる。

　ほんとは家族を作るのは生活基盤を安定させてからにしたかったんだけどね。そうじゃないと僕の親みたいに……まぁ、いいや。

　まだまだ問題は山積みなんだから。先のことばっかり考えてもしょうがないよな。

「リタも、やりたいことがあったら、言っていいから」

　深呼吸して落ち着いて、ご主人様な口調で僕は言う。

「僕は文明社会から来たご主人様だからね。奴隷の希望はできるだけ聞くつもりだ」

「ご主人様……ほんとう？」

　真っ赤になって顔を押さえてたリタが、指の隙間から僕を見た。

「うん。なんでも言って」

「じゃあ、遠慮なく」

　しゅる。

　リタは金色の髪を片手で押さえて、顔を近づけてくる。

　すんすん、すんすんすん。

　僕の首筋に顔を押しつけて、くんくんすんすん鼻を鳴らしてる。

　──えっと。

「……ご主人様のにおいの補給です。一日一回はこうしないと眠れないの」

「いや、されたのって、これで２度目だけど？」

「………………」

　なんで目を逸そらすんですかリタさん？

「ナギって……一度眠ると起きないのよね……」

「リタ＝メルフェウスよ。僕が寝てる間になにやらかしたかすべて語るがいい！」

　指輪の強制力を使いたくないから、すみやかに自白するように。










「……申し訳ありませんでしたご主人様。おしおきしてください」

「港町イルガファに着いてからなー」

　そっかー。僕が寝てる間、リタは僕のにおいを覚えようとしてたのかー。

　正確には首筋とか耳の後ろとか手のひらがお気に入りで、10分くらい、くんくんすんすんしてた、と。服従する相手のにおいを欲しがるのは獣人の習性なの、って、リタは言った。

　お座りわんこのポーズで真っ赤になって。

　まぁ、たいしたことじゃないからいいけど……。

「次回から、ちゃんと僕の許可を取るように」

「わかりましたご主人様……お詫わびに、なんでもします。私になにか命令してください」

「うん。じゃ買い物につきあって」

「……………………軽っ」

　うなだれてたリタが、びっくりして顔を上げた。

「…………私、すっごい覚悟してたのに、ナギってば、軽いよ、それ」

「大事な仕事だろ？　僕の護衛役だよ？」

「そうだけど。もうちょっと……その……」

「その？」

「な、なんでもない！　それで、ナギはまだ危険は去ってない、って考えてるのね？」

「念のためだけどね。あの『黒い鎧』を操ってた奴が、どこかで僕たちを見てたかもしれない。だから周囲の安全確認をリタにお願いしたいんだ。僕は町の地形を把握して、いざという時の脱出路も確保しておくから」

　それと、あの少女、イリス＝ハフェウメアのことも気になる。

　レティシアに改めて確認したら、ハフェウメアは港町イルガファ領主の一族に連なるものだって言ってた。

　正確には、イルガファ領主に嫁いだ側室の姓だったらしい。

　レティシアの母親がイルガファ領主の遠縁だったそうで、そのへんの話は小さいころに聞かされたそうだ。

　詳しいお家事情までは、レティシアも知らなかったけど。

「あのお嬢様がこっちに接触してくる可能性もあるからね」

「その時は事情を知ってる私が一緒にいた方がいい、ってこと？」

「そういうこと」

　納得してくれたみたいだ。リタは顎あごに手を当てて、何度もうなずいてる。

「了解ですご主人様。護衛任務をうけたまわります」

「あと、温泉の場所も確認しておきたいし」

「……ナギってほんとにお風ふ呂ろ好きよね……」

　しょうがないだろ日本人なんだから。

　元の世界では温泉旅行に行く余裕なんかなかったんだ。

　異世界で温泉地に来た時くらい、のんびりしてもいいじゃないか。




　そんなわけで、僕はリタと一緒に宿を出た。




　そして、宿の前で、目つきのするどいメイドさんに出会ったのだった。










「さきほどはご挨あい拶さつができず申し訳ありませんでした」

　道の中央に立ったメイドさんは、僕とリタに深々と頭を下げた。

「わたくしはイリス＝ハフェウメアさまにお仕えする者で、マチルダと申します」

　待ち伏せだよな。これ。

　僕は念のためスキルを準備。

　メイドさんが頭を上げるまでの間に、リタに視線を送る。

　まわりに敵がいるかどうかの確認だったけど、返ってきたのは否定の合図。このメイドさんは単独で、同行者はいない。少なくとも、敵意を持っている人間は。

「イリスさまが、あなた方をお招きし、ぜひともお礼をしたいとおっしゃっております。どうか、屋敷までご同行願えないでしょうか」

　顔を上げたメイドさんは、僕たちを見て、言った。

「僕たちは、たいしたことはしてないですから、お気持ちだけ受け取っておきます」

　軽い拒絶を返してみる。

　まずはこれで反応を見よう。

「あなた方のお仲間に、体調の良くない方がいらっしゃるそうですね」

　……そう来たか。

　早いな。こっちの情報は収集済みか。

「どうしてそれを？」

「宿の主人などちょろ──いえ、風の噂うわさで」

　メイドさんの手の中で、ちゃりん、と音がした。

　よく見ると銀貨がはみだしてた。

　そっかー。ファンタジー世界の宿屋に個人情報保護っていう概念はないのか。そうだよなー。

「みなさまには、当家の所有する予備の別荘をお貸しする用意があります。こんな安宿──失礼、人の出入りの多い場所におられるより落ち着くと思いますよ」

　……なるほど。

　条件としては悪くない。

　貴族の屋敷なら、宿屋よりはセキュリティが固いはずだ。

　万が一、黒い鎧リビングメイルの仲間が襲ってきたとき、お嬢様の兵士たちを巻き込めるならありがたい。宿屋だと部屋のまわりを囲まれたらアウトだけど、別荘そのものを借りられるなら、それを利用して籠ろう城じようすることもできる。

　それと……やっぱり宿屋より静かだから、セシルもゆっくり休めるはずだ。

　でも、気になることもある。

「どうしてそこまでしてくれるんですか？」

　貴族って、もっと偉そうなものだと思ってた。

　今まで出会った貴族は──レティシアを除いて──みんなそうだったから。

「イリスお嬢様が他人に興味を持つのは珍しいことですので。それに、領主家の名誉にかけて恩返しをするとお嬢様が、町の衛兵に余計なことを──いえ、流れの冒険者のみなさまとはいえ、助けていただいたからには適切な報酬をお支払いするべきかと」

　そう言ってメイドさんは襟元から、『契約のメダリオン』を取り出した。

「あなた方をもてなすこと。また、自由を許すこと、イリスさまからは『契約』しても構わないと仰せつかっております。イルガファ領主のご息女、イリス＝ハフェウメアさまの名において、ぜひご同行をお願いいたします。得体の知れない冒険者──いえ、恩人さま」









第３話「海竜の伝説と、結魂スピリツトリンク」








　僕とリタはイリス＝ハフェウメアの別荘の応接間に来ていた。

　イリスの別荘は、宿屋エリアからさらに川をふたつ挟んだ、超高級別荘地帯にあった。まわりには広い庭があって、その外側は柵さくで囲まれている。

　セシルたちがいるのは、そこから少し離れた、庶民も使ってる別荘地帯だ。イルガファ領主家の予備の──正確には来客用の別荘はそこにあった。今ごろはもう３人とも落ち着いてるころだ。

　賓客扱い、ってことで、移動には馬車を使わせてもらった。こっちから要求したわけじゃない。領主家令嬢イリス＝ハフェウメアは、本当に僕たちに感謝してるみたいで、馬車の送迎にさえ、執事と兵士がついてきたくらいだった。

　結局、僕はイリス＝ハフェウメアの提案を受けることにした。

　まだ、彼女を完全に信用したわけじゃないけど、現状ではこれがベストだと思う。

　僕たちと彼女たちの行き先は同じ、港町イルガファだ。

　だからずっと接触を避け続けることはできない。

　向こうがこっちに興味を持ってるなら、一回会って話を済ませた方がいい。できれば港町イルガファと、あの『黒い鎧リビングメイル』の情報も聞きたいし。

　そんなわけで、僕たちの目の前にいるのは、イリス＝ハフェウメアとメイドのマチルダさん。

　僕らはテーブルを挟んで向かい合ってる。

　広い客間だった。壁には竜の絵が飾ってある。黒板サイズの絵の中に、港町イルガファを象徴するように貨物船と海、それと波間を踊る竜の姿が描かれている。この世界には竜が実在するのか、それとも伝説をモチーフにしたものかな。あとで調べてみよう。

　僕たちが座ってるのは、背の高い木製の椅子。あちこち綺き麗れいな彫刻がほどこされている。高級品なんだろうけど、固くてお尻しりが痛くなってくる。リタなんてずっともじもじしてる。

　そんな僕たちを興味深そうに見ている少女が、イリス＝ハフェウメア。

　イルガファ領主の娘のひとりで、年齢は12歳。

　領主の地位を継ぐ権利はないけれど、兄姉よりも優秀で、領主の仕事の手伝いをすることもある。

　──ここまでがレティシアからもらった、イリスについての情報だ。

「改めてご挨拶いたします。イリス＝ハフェウメアです」

　イリスは椅子の横に立ち、流れるような動作で一礼した。

　小柄な少女だった。大きな目で、僕たちをじっと見てる。

　緑色の髪に、金色の髪飾りをつけてる。着ているのは薄い緑色のドレス。胸元を宝石で飾っているもので、一目見て高級品だってわかる。イルガファ領主家は港町の支配者で、海運で利益を得てるらしい。彼女は文字通りのお嬢様だ。

「ご招待ありがとうございます。僕はソウマ＝ナギ。こちらはリタ＝メルフェウス。奴隷ですが優秀な冒険者で、僕をいつも助けてくれています」

「……お、おまねきありがとうございます」

　僕たちも席を立ち、お辞儀を返す。丁寧語は苦手だけど、おかしくないよな。

　緊張する。偉い人の相手って苦手なんだ。

　元の世界ではさんざん面接の訓練もしたし、実際の面接も（圧迫面接ふくめて）たくさん受けたんだけど……その時の経験が使えたらいいのに。

　記憶を引っ張り出せば参考ぐらいにはなるか──？




『面接ＬＶ５』

『相手のエリア』で『礼儀正しく』『交渉する』スキル




　──引っ張り出そうとしたらスキルが覚かく醒せいした。

　こっちの世界に来て10日前後、やっと身体からだがなじんできて、元の世界のスキルを思い出すようになったってことかな。

　まぁいいや、使えるものは使おう。

「このたびはイリスが危ないところを救っていただき、ありがとうございました」

　イリスが正面からこっちを見てる。

　それに対して──面接の基本はまず、目を逸そらさない。視線は下げ気味に。口角を上げて。

　外套コートは入室前に脱いだ。椅子の脇に置いてある。手は指先をまっすぐに、ズボンの側面に合わせる。背筋を伸ばして、早口にならないように、っと。

「僕たちは、偶然、通りがかっただけです」

　僕は答える。

　そして椅子を勧められてから、着席。

　こっちはドアを背にしてる。下座だから、問題なし。

「アンデッドからイリスさまを助けられたのは偶然です。誇るほどのものではありません」

「衛兵の皆様の報告では、街道に黒い鎧の残ざん骸がいが散らばっていたそうです」

　イリスは、よじのぼるみたいにして背の高い椅子についた。

「あれを倒したのはどなたでしょうね？」

「通りがかりの勇者じゃないでしょうか？」

「そうですか。きっとその方は、伸び縮みする剣を持っていらっしゃるのでしょうね」

　探るように聞いてくるイリス。

　なるほど。鎧にさらわれかけたとき、彼女の意識はあったのか。

「奇妙な能力を持った人がいるもんですね」

「冒険者のソウマさまなら、お心当たりがあるのでは？」

　イリスは、こっちの能力について探りを入れてきてる。

　でも、僕はイリスに採用されたいわけじゃない。

　目的は情報収集と、会って話をすることだけだ。

　ここはひとつ、失敗する面接の応答パターンで行こう。

「さあ、会ったことない人のことはわかりませんね」

　とぼけてみた。どう反応するかな。

「お会いしたかったです。イルガファ領主の娘として、適切な報酬をお支払いすべきでした」

　イリスが再び探りを入れて来る。本当に報酬はいらないのか、って。

「報酬が欲しければ、イリスさまに直接要求するでしょう。そうしないということは、目立ちたくない理由があるのかもしれませんね」

「では、その意図を汲くむことにいたしましょう」

　僕はあくまでしらを切り、イリスはそれを認めた。

　これで僕たちは能力を隠す代わりに、「黒い鎧」を倒した報酬をもらう権利を放棄したことになる。

「ですが、イリスをアンデッドたちから救い出していただいたことに代わりはありません。その分のお礼はいかがいたしましょうか」

　義理堅いな、イリス＝ハフェウメア。

　希望する報酬を聞いてきてる。採用面接だったら「求人にある時給通り」だけど。

　でも、今回は依頼を受けて助けたわけじゃない。勝手に助けただけだ。

　権力者相手に悪い印象を与えるのもめんどくさいし、必要最小限でいいな。

「では、ふたつお願いをしてもいいですか」

「どうぞ。ソウマさま」

「ヒーラーを紹介していただきたいのです。イルガファ領主家の規模ともなれば、護衛の方たちが怪け我がをした場合に、癒やす役目の方がいらっしゃるのではないですか？」

「おります。今はアンデッドにやられた者たちの治癒を行っていますが」

「その力をセシルの──パーティの仲間のためにお借りできますか？」

「体調の悪い方がいらっしゃるのでしたね。では兵士の治療が終わり次第……そうですね、明日あしたの夜にでもそちらに向かうように手配しましょう。もうひとつは？」

「家事系のコモンスキルをお持ちだったら、買い取らせていただけないですか？」

　これは予想外だったみたいだ。

　イリスは目をぱちくりさせて、首をかしげてる。

「これだけのお屋敷です。家事の仕事に必要なスキルは常備してあるかと思いまして。ちょうど、奴隷にそういうスキルを身につけて欲しいと思っていたのです」

　これは口実で、スキルクリスタルを補給しておきたいだけ。

「家事スキル」限定なのは、ひとんち来て「戦闘系スキル」とは言えないから。それは武器をくれって言ってるのと同じだからね。警戒されたくない。

「もちろん、適切な代金はお支払いします。いかがでしょうか」

「欲がないのですね、ソウマさまは」

「絶賛住所不定無職ですから。宝物をもらってもしまっておくところがないんです」

「条件は、すべて吞のませていただきます」

　イリスは楽しそうに、口を押さえて笑った。

　面白いな、この子。

　こっちの意図を察した上で、自分がそれに気づいてることを伝えてきてる。

「ありがとうございます、イリスさま」

「イリスは、こんな楽しい気分は久しぶりです。あの『リビングメイル』に、感謝したいくらい」

「何者だったのでしょうね、あいつは」

「興味がおありですか？」

「僕たちは邪魔をしたわけですから、奴の仲間に憎まれている可能性はあるでしょう？」

　僕はイリスと視線を合わせて、軽くうなずく。

「『見知らぬ者であっても、同じ船に乗り合わせたのなら助け合え』──と、港町イルガファのことわざにあります」

　イリスはテーブルの上で握りしめていた拳こぶしを、開いた。

　緊張を解いてくれたみたいだ。

「ですが、心当たりが多すぎてわかりません」

「……はい？」

「イリスの父は港町イルガファの領主です。海運、貿易、すべてに利益がからみます。身代金目的の誘拐、単純に父にダメージを与えたいもの。そういう人間はたくさんいるでしょう」

　目を伏せて、イリスは長いため息をついた。

「イリスはこの町に、母の墓参りに来ただけなのに……」

「……大変ですね」

　元の世界だったら大金持ちの子どもが、悪者にさらわれかけたようなものか。

　ため息をつきたくなるのもわかるな。

「イリス個人に価値はありません。せいぜい『祭り』の巫み女こを務めるくらいですけれど」

「祭りの巫女、ですか？」

「イルガファでは毎年『海かい竜りゆうケルカトル』をあがめる祭りを行っています。イリスはその巫女なんです」

『海竜ケルカトル』……初めて聞く言葉だ。




　イリスの話によると、海竜ケルカトルは海に住むドラゴンの一種で、イルガファの守り神らしい。

　その姿は、壁に飾られた絵の通り。

　蛇のように長い身体に、ごつごつした頭部。

　翼はなくて、かぎ爪の生えた手足がついてる。僕の世界の東洋竜のような姿だ。

　海竜ケルカトルは、はるか昔に港町イルガファの民と『契約コントラクト』したという。

『契約』の内容は、巫女が祭りを行う限り、海竜はイルガファの船を守るというもの。

　そのおかげで、イルガファの船は魔物に襲われることが少ない。

　だからイルガファの貿易はさかえてきたし、イリスの家も発展した、って話だった。




「祭りがなくなると、海竜ケルカトルの加護を失うということですか」

「はい。祭りによってイルガファの民は海竜との『契約』を更新しているのです。

　すべてのはじまりは、海竜ケルカトルの娘と、人間の少年の恋物語でした……」

　イリスは目を閉じ、歌うように語り始める。




「いにしえの時代、海竜ケルカトルの血を引く娘と、人間の少年が恋をしました。

　少年は海竜の娘と『魂約エンゲージ』し、新たな体力と能力に覚醒します。

　海竜は少年に試練を与え、少年は海竜の天敵を討ち果たします。

　少年の力を認めた海竜は、今後イルガファの船を守り続けると『契約』します。

　そして海竜の娘と少年は正式に『結魂スピリツトリンク』し、港町繁栄の礎となったのでした──」




「『魂約エンゲージ』と『結魂スピリツトリンク』かぁ。ロマンチックな話ねー」

　僕の隣で、リタがうっとりした顔してる。

「……実際にあった話なのか？　おとぎ話だと思ったよ」

「……実在する儀式よ。伝説の領域だけどね」

　僕の耳元に唇を寄せて、リタが教えてくれる。

「『魂約』と『結魂』って、普通の婚約と結婚とは違うのか？」

　僕が聞くと、リタはちょっと首をかしげてから、

「ちょっと違うわね。結婚ってのは『生きている間一緒にいようね』って約束でしょ？　『結魂』はその上位版よ」

「セイクリッド結婚とか、アルティメット結婚とかそんな感じ？」

「……それはよくわからないけど、とにかく、すっごく強い約束よ。『結魂』は魂を結びつけて、来世も来々世も一緒にいようね、って誓い合うの。『魂約』はその約束をすること。たくさんの儀式を乗り越えて、お互いに深く深く繫つながりあうの。魂を共鳴させることで体力が大回復したり、新しいスキルに覚醒したりするみたい」

「リタはやりかた知ってる？」

「ううん。古い儀式だからね。それに、種族によってもやり方が違うんじゃないかな」

　お互いの魂を共鳴させて結びつけて、大回復して能力を覚醒させる儀式……か。

　……面白いな。

「『結魂』の儀式に興味がおありですか？」

　イリスは唇だけで笑った。

「僕は東方の島国に住んでいたもので、こちらの地方の伝説や知識にはうといのです。面白い儀式ですね。大回復効果にスキル覚醒、ですか」

「古い儀式ですよ。すでに伝説の領域です」

「異種族間でも可能ということは、もしかして奴隷とでも『結魂』ってできるんですか？」

「不思議なことをおっしゃいますね？」

「そうですか？」

「可能だと思いますが、転生後も主従『契約』が続くとは限りませんよ？」

「それはまったく気にしません」

「……はぁ。では、詳しくお知りになりたいのなら、あとで資料をお貸しいたしましょう」

　イリスは一瞬、ぽかん、とした顔になったけど、すぐに真顔になった。

「お願いします。これから行く町のことなら、知っておきたいので」

　僕も、面接用の顔で答えた。

「わかりました。お帰りになるまでに用意させましょう。それにしても……」

　イリスは話し終えて安心したみたいに、肩の力を抜いた。

　イリスは12歳。元の世界だったら小学校６年生だ。

　黒い鎧よろいとアンデッドに襲われて、こうして初対面の人間と話して──考えてみればすごいよね。

　こっちも身体の力を抜く。面接はおしまい。あとは雑談ってパターンだ。

「ソウマさまは、面白い方ですね」

　イリスは、好奇心たっぷりの子供みたいな顔で、僕を見た。

「そうでしょうか？」

「無欲なように見えて、情報には貪どん欲よく。『奴隷』との『結魂』に興味がおありかと思えば、主従契約にはこだわっておられない。それに……奴隷の方とは身分を超えた信頼関係が見受けられます」

「僕は『チートキャラ』じゃ──いえ、冒険者としては弱い方ですから」

　イリスの視線を受け止めながら、僕は肩をすくめてみる。

「『契約』を結んでいても、奴隷の彼女たちに頼っている立場です。信頼するのは当然でしょう」

　ぶっちゃけると、どっちの立場が上かなんて、どうでもいい。

『主従契約』を結んじゃったからには、ブラックなご主人様にならないようにする。みんなのスキルを活いかせるように仕事をする。任せられるところは任せる。自由意思は大事にする。

　異世界初心者のご主人様にできることなんて、それくらいだからね。

　──と言っても、この世界の住人のイリスには通じないから、まとめると。

「とにかく、僕にとって奴隷の彼女たちは、大切な仲間でもあるんです」

「…………なるほど」

　イリスは紅茶を飲みながら、僕とリタを見て、うなずいた。

「……奴隷は大切──ですか。その信頼関係があるからこそ、あの不思議なスキルを使うことができたのかもしれません──本当に、面白い……いえ、それでは足りないでしょう……この方は」

　小声でつぶやくイリス。僕には半分くらいしか聞き取れない。

　リタならわかるかもしれないけど、彼女は真っ赤な顔で固まっちゃってる。あと、尻しつ尾ぽ振りすぎ。風切り音が聞こえるんですが。

「イリスさま。そろそろお時間かと」

　隣に控えていたメイドのマチルダさんが、口を開いた。

「冒険者の方々、今回はイリスさまをお救いくださり、ありがとうございました。ですが、あなた方を頼ることは、もうないかと思います」

　口ぶりは丁重だったけど、声は恐ろしく平へい坦たんだった。

　やっぱり、この人には歓迎されてないみたいだ。別にいいけどさ。

「先ほど、イルガファに早馬を出しました。早ければ２日後にはイリス様をお守りするための兵団が到着します。その到着を待って、我々はイルガファに向かうことになります。また、それまでのあいだは、この町に滞在している冒険者を雇って、屋敷の防備にあたることとなります。剣士、魔法使いをはじめ、総勢30名を超える予定です」

「……完全絶対無敵防御態勢ですね……」

　すごい金持ちだな。イルガファ領主家。

　中世の貿易はむちゃくちゃもうかってたって世界史で習ったような気がするけど。

　確かに、僕たちが出る幕はなさそうだ。

「僕たちも、イリスさまと前後してイルガファに行くことになります」

　僕たちは席を立った。

　必要な情報は交換したし、面接はおしまいってことで。

「『海竜の祭り』がうまくいくことを祈っています」

「待ってください！」

　イリスが、がたん、と椅子を揺らして立ち上がった。

「イリスはあなたがたにも護衛を依頼したいのです。どうか冒険者たちの中心となり、イリスを守っていただけませんか？」

　ドレスの裾すそを握りしめ、イリスは僕とリタを見つめていた。
















用語解説


「海竜ケルカトル」

　海に住む竜の一種で、港町イルガファの守り神。

　数百年前にイルガファの民と『契約』を交わしたという伝説が残っている。

『海竜の祭り』は、海竜の娘の子孫が生き残っていることを海竜に知らせるためのもの。儀式そのものは秘密の場所で行われるが、その間、町は飲めや歌えの大騒ぎになる。

　なお、儀式を見られるのは、海竜の巫女と選ばれた者だけ。











第４話「ナギからセシルへ、ささやかなお願い」








　イリスは、僕たちに深々と頭を下げてる。

　冗談を言っているわけじゃなさそうだ。

「僕たちが、中心になって？」

「はい。あなたたちには、イリスを守る最後の砦とりでとなっていただきたいのです」

「……仲間の魔法使いの体調が悪くて、僕たちの戦力は激減してるんです」

　現在、セシルの魔法は使用不能。アイネにはセシルの看病をしてもらってる。

　古代語魔法が使えないことを考えると、戦力はいつもの半分以下だ。

「それに、30名を超える冒険者がイリスさまを護衛するのなら、僕たちがいたところでたいして変わらないと思います」

「それでも、お願いしたいんです」

　イリスは譲らなかった。

「どうしてですか？」

「イリスはあなたがたを『理解できない』からです」

「『理解できない』から？」

「港町イルガファのことわざにあります。『おぼれる者を救うのなら、荷物をひとつ捨てることを覚悟しろ』──それに値するメリットがなければ、人を救ってはいけない、ということです」

「すごい合理主義ですね……」

「なのにイリスを助ける報酬として、ソウマさまが望まれたものは本当にささやかです。イリスはそれが理解できないのです」

　そんなこと言われても。

　リタがイリスを助けようと言い出したのは、リタがちっちゃい子好きで放っておけなかったから。僕がそれを許したのは、死人にまでブラック労働させてる奴がむかついたのと、ぐったりしてるイリスが、熱を出してるセシルに重なったから。

　もちろん、幼女誘拐をスルーできないってのもあったけど。

　だけど……そのへんは説明しても、わかってもらえないだろうな。

「理解できないのは、僕たちの住んでいる世界が違いすぎるからだと思います」

「それはわかります。でも、そんなソウマさまだからこそ、イリスが理解できない『敵』に対抗できるのかもしれません」

　そう言ってイリスはもういちど、小さな頭を下げた。

「優先順位があるんです」

　僕は言った。

「あのとき、イリスさまを助けられるのは僕たちだけだった。だから助けた。これからはイリスさまをたくさんの冒険者が守る。だから、僕は仲間を優先して守りたい。そういうことです」

「では、客人ということではいかがでしょう？」

「客人？」

「『契約』は必要ありません。対等の友だちとして、もしもの時にイリスが逃げ込める場所になってください。提供した来客用の別荘は、そのための場所として使っていただいてかまいません」

「イリスさま……そこまですることは……」

「旅先で友だちをつくるなとは、お父様はおっしゃっていませんでしたよ。マチルダ」

　イリスはメイドさんの言葉を遮って、言った。

「領主さまは『友人は選べ』とおっしゃっていましたよ、イリスさま」

「覚えています。『その友人に費やす時間で何アルシャ稼げるか考えよ』でしょう？」

　どこのデイトレーダーだ。

「けれど『最後まで手を着けない資産をとっておけ。それがお前を救う』とも言っていました。いつか逃げ込める場所があることは、イリスの救いになります。いかがでしょう、ソウマさま」

「それくらいなら……いいですけど」

　30人を超える冒険者、これから来る兵団。それに港町イルガファの資産、人脈、その他。

　そうまでして守られてるイリスが、僕たちを頼ることなんてまずないだろうから。

「ありがとうございます。ソウマさま」

　イリスはスカートの裾を摘まんで、ちょこん、とお辞儀をした。

「これでイリスとナギさまはお友だちです。せっかくですので『友だちになること』を正式に『契約』いたしませんか？」










「彼らが『黒い鎧リビングメイル』を操っていたという可能性はお考えにならなかったのですか？」

　ソウマ＝ナギと、リタ＝メルフェウスが去ったあとの、応接間。

　冷めてしまった紅茶を淹いれなおしながら、メイドのマチルダがイリスに聞いた。

「自らがイリスさまを救ったことにして近づく。よくある手です」

「そうね。彼らも疑われていることに気づいていた。だからここに来たのでしょう」

　椅子の上で足をぶらぶらさせながら、イリスは答えた。

「もしも彼らが黒幕なら、パーティの一部を宿屋に残すでしょう。外部と連絡を取り、脱出路を確保するためにね。全員で来客用の別荘に移ったのは、当家の監視を受け入れるという意思表明よ」

「パーティメンバーがあの５人だけではなかったとしたら？」

「『海上ですべての風と波を読み切ることはできない』ということわざを、マチルダも知っているでしょう？　その時は、こちらに見る目がなかったと諦あきらめましょう」

「ですが、イリスさま！　あんな得体の知れない者たちを友人などと！」

「イリスの友だちを悪く言うことは許しません！」

　イリスは、思わず叫んでいた。

　彼女にとって『ソウマさま』は、はじめての友だちだ。

　今までそんな人はひとりもいなかった。そもそも出会うチャンスさえなかった。

　そんなイリスにとって貴重なチャンスに、ソウマさまはちゃんと答えてくれた。『契約』はしてくれなかったけれど、友だちになるって言ってくれたんだから。

「あのね、マチルダ。敵ならば雇ってもらってイリスに近づこうとするでしょう？　なのにあの人たちは依頼を断った。その理由が、体調の悪いパーティメンバー。しかも自分から『たいした能力はない』って言い張ってる。そんな変な敵がどこにいるというのですか？」

　うっ、と、マチルダが言葉に詰まる。

　すっとした。

　マチルダは父親から与えられたメイドだ。嫌いではないけれど、イリスのすべてを管理しようとするのには腹が立つ。今回の墓参りだって、マチルダを数時間説得してやっと実現したのだ。実の母の墓参にこんなに手間をかけるのはおかしいし、襲われたからって「ほらみたことか」って顔をされるのもむかつく。

　イリスだって自分の立場はわかってる。巫み女この仕事はちゃんとやる。海運の仕事だって嫌いじゃない。だけど、一生イルガファのために身を捧ささげ続けるのかって考えるとうんざりする。

「イリスは、負傷した正規兵たちのお見舞いにまいりましょう。マチルダ、手配を」

「そのようなお時間はございません」

　イリスの言葉に、メイドは無表情で首を横に振った。

「今は祭りの前の大切な時期です。準備に専念なさってください」

「彼らはイリスのために戦ってくださったのでしょう!?」

「イリスさまには『守られる義務』はあっても、彼らを『ねぎらう権利』はございません」

「だったらイリスに人事権を下さい！」

　イリスは思わず、テーブルを叩たたいた。

「彼らの給与の計算も、お父様から支給される装備の配分も、イリスがやっているのでしょう？　なのにどうして誰を選ぶかの権利も、予定を決める権利もくれないの!?」

「領主さまは、与えられた仕事だけをやるようにおっしゃっていましたが？」

「がんばってくれている正規兵に休暇をあげるくらい……」

「正規兵の勤務表を決めるのは、わたくしの仕事です」

「ならば聞きます。どうして一部の兵士だけ、休みと給与が多いのですか？」

　それは、イリスが給与計算をしているときに常に感じていたことだった。

　同じ勤務時間、同じ仕事、同じ年齢。

　なのに、一部の兵士だけ給与と休みが多い。イリスが書き直しても、そこだけマチルダが修正してしまう。領主である父がそのまま受け付けているから、独断ではないのだろう。けれど。

「はぁ？　なにをおっしゃってるのですか、イリスさま」

　メイドのマチルダは、呆あきれたように肩をすくめた。

「代々、イルガファ領主に仕える家系の者と、新参者の待遇を同じにしろと？」

「そうでない者もいるでしょう？」

「領主さまや、イリスさまのお兄さま、それと、わたくしの紹介で雇われた者ですね。それはそれで、別扱いでいいではないですか。そこはイリスさまの担当ではございません。イリスさまはただ、与えられたお仕事をやっていればいいのです」

「仕事をするのが嫌と言っているのではありません！」

　こらえきれなかった。

　目の前にいるメイドが、イリスの言葉をすべて跳ね返す、冷たい鉄の扉のように思えた。

「少しでもいいから、イリスに選ぶ権利をくださいと言っているのでしょう！　あなたがたが紹介した者たちを特別扱いするのは構いません。けれど、他の者にも少しでも、いい条件で仕事をして欲しいと言っているだけ。それを与えてあげる権利を、イリスに！」

「わたくしにその決定権はございません」

　返ってきたのは、冷たい拒絶。

「ご希望があるなら、領主さまに言っていただかないと」

「お父様は……イリスに会ってくださいません……」

「今回のような軽はずみなことをなさるからです」

　メイドのマチルダは、はぁ、とため息をついた。

「母上様の命日だからといって、祭りの前だというのにこうして町を出てしまい、襲われる。さらに助けてくれたからといって、見知らぬ者に直接顔を合わせる。隣の部屋に兵士が控えていたとはいえ、わたくしもひやひやいたしましたよ」

「そうでもしないと、イリスには友だちを作る時間もないのでしょう？」

　本当なら、ソウマさまに会うことなんかできなかった。

　保護されたあと、マチルダたちが来る前に隙をついて、イリスは衛兵たちに「イルガファ領主家の名誉にかけて、助けてくれた方にお礼をいたします」と宣言していたのだ。それを口実にやっと、イリスはソウマさまたちに会うことができた。

　マチルダは、ずっと苦い顔をしていたけれど。

「今回の件は、領主さまにご報告いたします」

　今だって、イリスの顔さえも見ずに、書類の束を突きつけている。

「それとこれは、祭りの際の必要経費と、先月分の貿易収支についての書類です。計算漏れがないか確認と、イリスさまのサインをお願いいたします。仕事をもれなくこなすことで、今回のお墓参りが許されたということを、お忘れなく」

「イリスに決められることは？」

「イリスさまは『海竜の巫女』。町を平和に維持することに尽くすのがお仕事です」

　メイドのマチルダは、静かに告げた。

「それ以外の雑事を、考える必要はないかと」

「イリスを守ってくれる兵士を選ぶことや、彼らに新しい装備を支給することは？」

「イリスさまのご希望は、わたくしが領主さまにお伝えしておきます」

　いつもと同じ言葉が返ってくる。

　本当にマチルダが、イリスの言葉を父に伝えているのかは、わからない。

　仕事の量は多いけれど、がんばれば片付けられる。

　イリスにとって苦痛なのは、自分でなにも決められないことだ。

　誰と一緒にいるのかも、なんの仕事をするのかも。いつ仕事がやってくるのかさえ。

　──イリスのために傷ついた兵士を、お見舞いすることもできないなんて。

『海竜の巫女』は完全に守られなければいけない。

　ただ、それだけ。

「これから、イリスは自分の仕事をいたします。下がりなさい、マチルダ」

　イリスが言うと、メイドは一礼して部屋を出て行った。

　できるだけ怒った声で言ったのは、子どもっぽい抵抗だって、わかってるけど。

「ソウマさまは、イリスのお友だち。いざとなったら逃げ込める場所──」

　呪文のようにつぶやいてみる。

　それだけで、少しだけ気分が軽くなる。

「祭りの予習を……しなければ」

　イリスは一冊の本を取り出した。

　書かれているのは海竜の娘と、人間の少年の恋物語だ。

　数ある伝説の中で、これが一番真実に近いとされている。

　内容なんて一文字残さず覚えている。けれど、念のため予習を。




『魂約したふたりの魂は響き合う。少年の身体からだは癒え、彼は新たなスキルを手に入れる。

　そして少年は海竜に課せられた新たな試練に向かう。

「結魂」が許される条件は、海竜の天敵の討伐。

　それはあまたの湖を渡り歩く、巨大な怪魚。

　真珠色の鱗うろこに覆われ、大量の触手を生やしたその怪魚の名は──』




「勇者はもう少し効率を考えるべきだったのでしょうね。祭りは一度で終わらせれば、面倒なことにならなかったのに……」

　イリスは書物をながめながら、ため息をついた。










　僕たちが借りた別荘は、イリスのいる所から川をひとつ隔てたところにあった。

　もともとはイルガファ領主が静養中に、来客を泊めるために作られたらしい。

　そのためか、建物のつくりはしっかりしている。

　部屋はちゃんと人数分あるし、井戸も、キッチンもお風ふ呂ろもついてる。

　さすがに温泉は引いてなかったけど。

「ただいまー」

「お、お帰りなさいです。ナギさま！」

「おかえりなの、なぁくん」

「おかえりなさいですわ。大丈夫でしたか？」

　僕たちが戻ると、夕食の手を止めて、セシル、アイネ、レティシアが言った。

　ちなみに夕飯のメニューは、アイネが作ったシチューと黒いパン。セシルの分だけは、具をとろとろになるまで煮込んである。さすがアイネ。

「イリス＝ハフェウメアとの話はついたよ」

　僕は３人に説明を始めた。

「イルガファ領主家に仕えるヒーラーに、セシルを看てもらえることになった。その他は、こっちの予定は変わりなし。ただ、安全のために、イルガファまでイリスの兵団と同行してもいいかな、って考えてる。その辺は、僕たちのお休みとの兼ね合いかな」

　そう話をしめくくって、その後はみんなそれぞれの仕事についた。

　リタは周囲の警戒。アイネは片付け、レティシアはアイネの手伝いをしてる。

　セシルは今のところ、寝るのが仕事だ。

　僕は自分の部屋で、イリスから受け取ったもののチェック。

　まずは、原価で譲ってもらったスキルクリスタルが５つ。

　それと『結魂スピリツトリンク』と『魂約エンゲージ』について書かれた本が一冊。




『結魂・魂約。

　生まれ変わったあとも縁が続くように、魂を結びつける誓いの儀式。

　種族によってやり方は違い「ひとつの生き物のように深く繫つながったふたり」が、永遠を誓うことによって成立する。同じように繫がれる相手なら、複数と「結魂」することも可能。

　すべての儀式は、ふたりの呼吸と魔力をひとつにするためのもの。

「魂約」が成立すると、魂が共鳴して大回復効果が発生し、新たなスキルに覚かく醒せいするという』




『魂約エンゲージ』のシステムは単純だ。

　ただし、お互いをシンクロさせるのが恐ろしく難しいらしい。

　儀式はすべて、『魂約』するふたりの魔力をシンクロさせるためのもの。

　だけど手順が複雑な上、具体的な記録はほとんど残っていない。だから難しい──ってことか。

「要は、ふたりの魔力がひとつになればいいんだよな……」

　ランプの光が、本を照らしてる。

　聞こえるのはアイネとレティシアの話し声だけ。宿屋と比べてすごく静かだ。

　これならセシルも落ち着いて眠れるかな──

　………………。

　………………セシル、大丈夫かな。

　なにかこう、体力を底上げしてくれるような魔法があればいいんだけど。

　加護とか……儀式とか。

　……儀式…………。




『ひとつの生き物のように深く繫がったふたり』

『大回復効果』

『スキル覚醒』




　…………そっか。




　僕は部屋を出た。




　僕はセシルの部屋をノックして、返事を待ってからドアを開けた。

「セシル、起こしちゃった？」

「……だいじょぶ、です…………いっぱい寝ました」

　月明かりの下、セシルが身体を起こしてた。

　着てるのはこの別荘にあった寝間着だ。僕の世界の浴衣ゆかたに似てる。

　すらりとした体型のセシルにはよく似合ってる。

「気分はどう？　水をもってこようか？」

「だいじょぶ、です……」

　眠そうな目で、セシルは答える。

「昼間よりはだいぶ……よくなりました。明日あしたには、はたらけます」

「だめ」

「……で、でも、こうしてると……落ち着かないです」

　セシルは汗ばんだ額をぬぐって、ぼんやりとつぶやいた。

「ナギさまだって、みなさんだって、お仕事があるのに……わたしだけ、こんな」

「じゃあ、僕の頼みを聞いてくれないかな」

「頼み、ですか？」

「うん」

　僕は言った。

「セシルには、僕と『結魂スピリツトリンク』して欲しいんだ」

「あ、はい。わかりました」

　セシルはベッドの上で、こくん、とうなずいて──

「わぁい。ナギさまとずっといっしょ──って、えええええええええええええええええっ!?」

　それから、ぽかん、と口を開けて、真っ赤な目で僕を見たのだった。










用語解説


「結魂スピリツトリンク」・「魂約エンゲージ」

　魂を結び合う儀式のひとつ。

「互いに深く繫がり、シンクロしたふたり」が、永遠の絆きずなを誓うことで成立する。

『魂約』が成立すると、お互いの魂が共鳴して大回復効果が発生し、新たなスキルに覚醒するという伝説が残っているが、儀式があまりにめんどくさくて複雑なため、今では行われなくなった。

　また、死んだあと本当に一緒に転生するかどうか、確認のしようがないというのも、すたれた理由のひとつ。そのため、正式な儀式を知る者はわずかしかいない。











第５話「覚醒　チート嫁第２形態（セシル）」








「な、なんで!?　どうしてですか!?　ナギさまと、わたしが!?」

「うん。『結婚けつこん』じゃなくて、魂を結びつける『結魂スピリツトリンク』の方だけど」

「そ、それくらいわかります！　ナギさまとわたしじゃ立場が違いますし、主従契約を解除するつもりもないですから……で、でも、本気ですか。冗談とか……間違いとか……」

「ごめん、間違えてた」

「ふええええええええんっ!?」

「セシルとしたいのは、その前段階の『魂約エンゲージ』の方だった」

「おんなじですっ！　そんな……ナギさまが、わたし、と？」

　セシルの小さな身体からだが震えてる。小さな拳こぶしで毛布を握りしめて、顔を半分隠してる。むき出しの肩も、額も、長い耳の先っぽまで真っ赤になってる。

　僕はベッドの横の椅子に座り、セシルと向かい合う。

「これには深い理由があるんだ」

「はい、お聞きします」

「実は『魂約』すると、特殊効果で大回復するらしいから」

「そんな理由で!?」

「だってセシル、身体がつらそうだし。ヒーラーが来るのは明日の夜だし」

「そんな理由で未来を確定させるのはどうかと思います！」

「それに、『魂約』するとお互いが覚醒して、新しいスキルが手に入るみたいだから」

「……それならわかります」

　セシルはため息をついて、胸をなでおろした。

「とってもナギさまらしいです。なーんだ、そういうことですか」

「もちろん、セシルにはずっと側そばにいてほしいってのが一番の理由なんだけど」

「ナ、ナギさまぁっ！」

　セシルは毛布を抱きしめてベッドの上をごろごろ転がる。

　かわいいけど、体調悪いんだからやめなさい。

「こ、こ、これ以上わたしの体温を上げてどうするんですかぁっ。わたしを殺す気ですか……いえナギさまに殺されるなら本望ですけど──でも、でも、でもっ」

　ぽろん、と、セシルの目から涙がこぼれた。

「ず、ずるいですナギさま。前のときは、儀式を途中でやめちゃったじゃないですか……」

「前のとき？」

「『白き結び目の祭り』の時です」

　……あれか。

『契約の神』の力で『奴隷が自ら主人と、未み来らい永えい劫ごう、生まれ変わっても主従契約を結ぶ』やつだ。

「どうして、いまさらなんですか？　わたしは未来永劫ナギさまのものになりたかったのに、ナギさまは拒否されたじゃないですか……」

「いや、『生まれ変わっても主従契約』って時点で駄目だろ」

「なんでですか!?」

「だって僕たちが『主従契約』のない世界に生まれ変わったときに困るじゃないか」

　セシルの目が点になった。

　あれ？

　もしかしてセシル、僕が『白き結び目の祭り』を拒否した理由に気づいてなかったのか？

「ごめん、説明不足だった。よく聞いて、セシル」

「は、はい」

「『生まれ変わっても主従契約』を結ぶってことは、僕とセシルが生まれ変わった時点で、主従契約が成立するってことだよな？」

　異世界召喚があるんだから、生まれ変わりがあってもおかしくない。

　それはいいとして、僕たちがどこの世界に生まれ変わるか、だ。

　この世界なら「生まれながらにして主人と奴隷」でもいい。

　でも、僕が元いた世界みたいに「主従契約」が存在しない世界に生まれ変わったら？

　考えられるパターンはふたつ。





（１）首輪がついてるセシルを僕が連れ回す。




→通報される。→逮捕。







（２）「主従契約」が存在しないので、僕とセシルは出会えない。




もしくはどちらかが生まれてこない。

→次の転生に期待しましょう。






「そういうわけで『未来永劫主従契約』は駄目だって思ったんだ」

「ナギさま理屈っぽいですっ！」

　しょうがないだろそういう性格なんだから。

「ナギさまのお考えはわかりました」

「うん。で、どうする？」

「………………いじわるです、ナギさま」

　セシルはほっぺたを膨らませて、横を向いた。

「わたしは……ナギさまのものです」

　セシルは真っ赤な目で、僕を見た。

　くしゃくしゃになった毛布を横に置いて、ベッドの上で正座した。

「とこしえに、ずっと、どんな形であっても、ナギさまとともにありたいです」

「ありがと、セシル」

　なんだか照れくさい。

　慣れてないからな、こういうの。

「でも、難しいですよ。わたしは魔族の『魂約エンゲージ』の儀式を知らないです。他の種族の儀式を使うしかないですけど、それでうまくいくかどうか……」

「『ふたりがひとつの生き物のように、深く繫つながるための儀式』か」

「はい。呼吸も魔力もひとつにするためのものです。すべての儀式はふたりが深く結びつくためのものなんです。種族ごとにいろんな言い伝えが残ってます。一緒にお風ふ呂ろに入ったり、手をつないで眠ったり、神殿で誰にも会わずにふたりっきりで半月過ごしたり……お、おたがいの肌を重ねたまま、ずっとすごしたり……」

「それだけ『ひとつになる』のは難しいってことか」

「は、はい。そういう儀式をしてお互いを『接続』してから、誓いの言葉を述べるんです」

「うん。だから、ちょっと試してみたいことがあるんだ」

　早いところセシルを回復させたいから、チートさせてもらおう。

　そのためのスキルは持ってる。

　それで僕たちは、今まで何度も繫がってきたんだから。

「よいしょ」

　僕はセシルを抱き上げた。

　軽っ。

「ナ、ナギひゃまっ？」

「これからセシルに色々するから」

「ひゃ、ひゃいっ？」

「つらいとか、やめたいって思ったらちゃんと言うように」

「……は、はい。どうぞ。ナギさま」

　セシルは恥ずかしそうに顔を押さえてから、うなずいた。

　そんなに無理はさせないつもりだけど。

　僕はセシルを抱き上げたまま、ベッドに座った。そして、セシルを僕の前に座らせる。

「『魂約』の儀式ってのは、早い話、ふたりが深く繫がるためのものなんだよな？」

「は、はい。だから難しいんです」

「わかった。じゃあ慣れたやり方でいこう」

　ふわり。

　僕は後ろから、セシルの左胸に手を当てた。

　すべすべした感触。

　さすがイルガファ領主の別荘。寝間着も高級品だ。

　薄くてやわらかくて、セシルの身体のかたちがすごくよくわかる。

「これは、治療行為なので」

「は、はいっ」

「『魂約』して、セシルを大回復させるのが目的だ。僕とセシルの魔力をゆっくりと循環させて、ひとつになる」

「はい！　してください、ナギさま」

　セシルは肩越しに振り返り、僕を見た。

「ナギさまとひとつになるためなら、わたしは手段を選びませんっ」

「わかった。じゃあ発動『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』」

　僕はスキルを発動させた。

　目の前に現れたウィンドウに、セシルのスキルを呼び出す。

　そして、文字に指先で軽く触れる。

『深く繫がる』なんて、今まで何度もやってきてる。

『能力再構築』はそれを可能にするチートスキルだ。これで『魂約』できるかどうか、やってみる。

　ただし、無理はしない。スキルは動かさない。

　セシルは熱があるから、あんまり負担をかけたくない。

　僕たちの魂が、ふたりがひとつになってるって思ってくれるように、魔力を循環させるだけだ。

「…………は、はふぅ」

「平気か、セシル？」

　僕はセシルのスキルに触れて、ゆっくりと魔力を流し込んでいく。

「だいじょぶ、です……はぅ……」

　セシルは僕に寄りかかって、穏やかなため息をついた。

「……不思議なくらい……ゆったりしてます……」

　熱はまだある。鼓動も早い。でも、呼吸は落ち着いてきてる。

　僕はセシルが息を吸うのと同時に魔力を送って、息を吐くのと同時に、セシルからの魔力をもらう。僕とセシルがひとつになるように、魔力を循環させていく。

　繰り返す。タイミングを合わせる。

　吸って、吐いて。流して、吸い込んで。

　セシルの胸がふくらんで、へこんで。

　僕の手の中でかたちを変えて、押し返してきて。

　僕は魔力をセシルの中に注いで──セシルの魔力をもらう。

　繰り返す。循環していく。

　ちゃぷ、ちゃぷんと、お互いをかき混ぜていく。

　ひとつの生き物みたいに。

「……これ、いつもと、違います」

「そうなの？」

「ナギさまが入ってくる場所が、違うような……感じ……です」

　セシルはちゃぷ、と、唇を舐なめて、僕を見た。

「いつもは、ナギさまにわたしの深いところに……さわっていただいてるみたいですけど、今は、身体中にナギさまがしみこんでくるみたいです……ふわふわ……ゆらゆら……します」

　セシルの意識ははっきりしてる。

　けど、とろけそうな顔してる。

「まるで、ナギさまと一緒に、おふろにはいってる……みたいです。おちついて、しあわせな……きぶん……はぅ……あ……」

「魔力を循環させてるだけだからかな」

　それと『能力再構築』のレベルが上がったからだ。

　魔力の調整がうまくできるようになってる。

　セシルはゆったりと、僕に身体を預けてる。細い背中が、僕の胸にぴったりとくっついてる。セシルの頭のてっぺんは、僕の顎あごの下。銀色の髪が揺れている。

　こうしてると、僕とセシルの、身体の境目がなくなったみたいだ。

　セシルのぜんぶがわかるような気がする。

　どこに触れて欲しがってるのか、これからどうなりたいのか、とか。

　セシルはだらりと両手を垂らして、くつろいでる。

　ときどき「はぅ」って、電流が流れたみたいになってる。

「……ナギさまにふれてるところが…………ずっと、しびれてるみたい、です」

　セシルはぼんやりとつぶやいた。

「ちょっとずつ、ふわふわしてるのが、強くなって……でも、おだやかで……あぅ。ナギさまと……つながって……ずっと……ゆれてるみたい……んっ。あ……はぁ……」

　細い背中が、震えた。

　いつもとは違う。小さく、びくん、と硬直して、緩んで。

　セシルはまた、くつろいだ息を吐いて──でも、身体を僕に押しつけてくる。

「……ナギさまとつながって……ます……わたし、ナギさまと……とけちゃい……ます……」

　小さな身体が、時々、びくん、と跳ねる。

「やだ……また……はずかし……んっ」

「セシル、どんな気分？」

「…………ちぃい……です……すごく」

　セシルはうるんだ目で、僕を見た。

「いつもは……ナギさまに触れていただくと……きゅーん、って、高いところに……あがっちゃう……ですけど……いまは、ずっと……そこに…………すごい…………んぁ」

「そっか」

　じゃあ、セシルにはこのまま「気持ちいいだけ」になってもらおう。

　僕は『能力再構築』のウィンドウに触れる。

　魔力の循環を続けていく。

「……んっ。あ、はう。あん……ふわふわ……あったかい……」

　セシルが大丈夫そうだから、速くしていく。

「んっ！　…………あ」

　小さな身体が、僕の腕の中で震えた。

「……うそ、です。きゅーん、って、たかいとこ。もっと、うえ、ある……みたい……ぴりぴり、ちかちか……やんっ。わたし……とけちゃいます。とけて……まっしろに。んっ！」

　セシルが一瞬だけ硬直して、それから、また、身体の力を抜いた。

「大丈夫？　つらくない？」

「…………だいじょうぶ、です」

　セシルは目に涙をためて、僕を見た。

「……だいじょうぶ、ですから、つづけて……やめないで……ください……あぅ……」

　褐色のやわらかい手が、僕の手に触れた。

　触れた部分から汗が流れ落ちて、シーツにしみこんでいく。セシルはぐったりと僕に身体を預けてるけど、さっきから小刻みに、腰の位置を調整してる。そのたびに水音が……かすかに。

　セシルと僕の魔力は、ぐるぐると、お互いの身体を回り続ける。

　僕の身体が少しずつ、熱くなっていく。セシルと同調してるみたいに。

　心臓の鼓動もシンクロしていく。

　セシルはおだやかな呼吸を繰り返してる。僕もそれに合わせる。

　ふたりが繫がってるのが、わかる。

「魔族は『響き合う種族』だよな」

　僕は言った。

「はい……わたし……ナギさまと、ひびきあってます……いまはそれが……すごく、つよく……」

　僕の言葉が前もってわかってたみたいに、セシルが答えた。

「僕と響き合ってるのが、具体的にどのあたりかわかる？」

「……はい……なんとなく、ですけど……」

　セシルは、こくん、と、うなずいた。

　帯がほどけた寝間着は、身体の半分も隠してない。

　汗の粒が浮かんだ褐色の肌を、セシルの細い指がなぞっていく。

　せつなそうに、でも、幸せそうに、セシルはつぶやく。

「……ん……あ……もう……わたしの中の深いとこ……ひらいちゃってます。ナギさまを……受け入れようと……してます…………ナギさまのこと…………ほしがって……あ……」

　セシルと『魂約エンゲージ』できるって思ったのは、魔族が『響き合う種族』だからだ。

　僕とセシルは出会った時から、響き合ってる。

　その響き合ってるものが、本当に魂というものなら──

　魔族のセシルには、そのありかが感じ取れる。そう思ったんだ。

「そこがどこか、教えて」

「わかり……ました……」

　セシルが僕の、右手を取った。

　そのままゆっくりと、自分の肌に近づけていく。

　なんだか、不思議な気分になる。

　僕とセシルの身体が溶け合ってるみたいだ。

　重なった手と、ふたり分の魔力が、セシルをスキャンしていく。

　触れてないのに、セシルがわかる。

　セシルの、ふだん見えるところも、ふだんは見えないところも。

　セシルの、やわらかいところも、かたくなってるところも。

　セシルの、ふくらんでるところも、くぼんでるところも。

　セシルの、しめってるところも、うるおってるところも。

　セシルの、あたたかいところも、すごくあつくなってるところも。

　僕はセシルのあちこちをさまよい──




　──セシルの胸の中央で、僕の手は止まった。




「……ここ……です」

　じんじんする。

　手のひらの向こうで、なにかが振動してるような気がした。

「ナギさまと響き合ってる『わたし』はたぶん……ここです」

「うん」

　わかる。

　これはたぶん『能力再構築ＬＶ３』の力だ。セシルと、今までよりずっと深く繫つながってる。

　セシルの身体の魔力の流れまでわかる。

　いつの間にか、それが見えるようになってる。

『能力再構築ＬＶ３』が作り出した『魔力の糸』がセシルの身体に絡みつき、僕たちを繫いでる。

　呼吸も、鼓動も、魔力も。

　魂があるという、お互いの胸のあたりも。

　ふたりの境界線がわからなくなるくらいに。

　ここまでしたんだ。最後まで終わらせよう。

「それじゃ、誓いの言葉を」

「ふわ……ひゃい……ナギさま」

　正式なやり方なんかわからない。

　だから僕たちの、オリジナルの言葉でやってみる。

「僕、ソウマ＝ナギは、セシル＝ファロットとの消えない縁を願う」

「わたし……セシル＝ファロットは、ソウマ＝ナギさまと永遠不滅の絆きずなを願います」

「どんなかたちであっても」

「無数の世界の中で……たがいが、たがいを見失わないように」




「「魂の結び目の約束を──『魂約エンゲージ』」」




　セシルの胸の中心が、光を放った。

　薄い寝間着を透かして光の輪が、浮かび上がった。




　その中心から現れたのは──小さな『ひと』だった。




　大きさは、手のひらに載るくらい。

　全身は金色に輝いてる。

　服は、なにも着てない。

　姿は──セシルそのものだ。ちっちゃなセシルの、さらにちっちゃな姿。




「これが、セシルの魂……？」

　セシルはいつの間にか眠ってる。

　代わりに金色のセシルが、僕に向かって手を伸ばしてくる。




『こどくなたましいにひかりをあたえてくれたひと。ひびきあうひと』




　セシルの魂が、僕の手のひらにキスをした。

　それから、自分の髪の毛を一本、引き抜いて、僕の左手の薬指に巻き付けた。




『「けいやく」よりも、ふかいえにしを、あなたに』




　セシルの魂が、僕の胸に触れた。

　ぽわん、と、あったかい光が、胸の中心で輪を描いた。

　それから『セシルの魂』は腕を駆け上がり、僕の髪を引き抜いた。

　それを今度はセシルの薬指に巻き付ける。




『「わたし」をおねがいします。ひびきあうひと』




『とこしえに』




『すべてのせかいの、おわりまで』




『すべてのしゅぞくがおぼえているへいおんのちに、みちびいてくださるように』




　しゅるん。

　魂は光の輪に変わり、セシルの胸に吸い込まれた。

　セシルは目を閉じたまま。

　僕はセシルの額に手を当てた。

　熱は……平熱だ。鼓動も、呼吸もおだやかになってる。

　これで『魂約』成功ってことでいいのかな。

　試しにセシルのステータスを表示させてみると──




『セシル＝ファロット

　職業：奴隷婚約者フオーチユン・スレイブ

　魂の結びつき：強度・中。

　状態：大回復中。

　固有スキル：「魔法適性ＬＶ３」「二重詠唱ダブルキヤスト」「■■■■■ＬＶ１」』



















　セシルのステータスが変化した!?

　見えないスキルが増えてる。

　これは『結魂』が正式に成立したら解放されるっぽいな。

　しかも健康状態まで表示されるようになってる。

　じゃあ、僕は？




『ソウマ＝ナギ

　固有スキル：「能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３」




「高速再構築クイツクストラクチヤー」

「能力再構築ＬＶ３」の派生スキル。奴隷ひとりと自分のスキルを素早く再構築することができる。

　警告：副作用あり。使用は緊急時のみにすること。使うとあとがたいへん。




「■■■■■■」

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」』




『能力再構築』系のスキルが増えてる。

『高速再構築』は対一人用だけど、その場でハイスピードで再構築できる。でも、緊急時のみ？

　……あとがたいへんってなんだろう……。

　もうひとつはブランクのままだ。これは『結魂』が成立したら使えるようになるのかな。

「セシル、大丈夫？　体調は？」

「……だめですよぅ、ナギさま……これ以上とけたら……わたし、ナギさまとひとつに……」

　セシルは僕の腕の中。指をくわえて眠ってる。

「……セシル？」

「うれしいのと、しあわせなのが……とまらない……とけちゃう…………はぅっ!?」

　あ、起きた。

　僕の腕の中で目を開けたセシルは、自分の居場所がわからないみたいに左右を見回した。

「あれ？　あれれ？」

「起きた？」

「お、おかしいです。わたし、ナギさまとひとつになって、そのまま１００年くらい溶け合って、物理的にも精神的にもひとつになって、これで『能力再構築』を一緒にされたらどうなっちゃうんですかって思ってたのに……あれれ？　ナギさまと、わたしがいますよ？　別々です。あれれ？」

　セシルはじっと、自分の左手を見てる。

『魂』が僕の髪を巻き付けたあたりだ。

「……わたしに、指輪が、生まれました。いえ、これは……ナギさまのかけら？」

　黒い指輪だった。ほんとに、なんの飾りもない、つやつやした黒いリング。

『魂約』成立の印だ。

　そして僕の左手の薬指にも、小さな指輪。銀色で、髪の毛くらいの細いやつ。

　これはきっとセシルの魂の一部なんだろうな。

　触ると、くすぐったそうな顔をしてるから。

「それでセシル、体調は？」

「どきどきしてしあわせで死にそうです」

　元気そうだ。

　首筋と額に浮かんでた汗も引いてる。呼吸も落ち着いてきてる。なによりさっきまでふらついてたのが、しゃきっとなってる。よかった。

「すっきりしてます。熱もないし、ふらふらもしないです！　あ、でも……」

　くんくん、すんすん。

　セシルは自分の寝間着に顔を近づけた。

　それから僕を見て、泣きそうな顔になる。

「あ、汗びっしょりです。ナギさまの前なのに？　というか、こんなに近くにいらっしゃるのに？　あああああああ、どうしたらいいですかああ」

「別に気にしないって」

　いいにおいするし。

　うん。

　セシルが元気になったみたいで、よかった。

『魂約』の条件は、相手と深く繫がること。でも、僕たちは何度も『能力再構築』で繫がってるんだよな。魔力なんかたくさんやりとりしてる。

　そのせいで、シンクロしやすくなってたんだ。

　魂が共鳴して、『魂約エンゲージ』を成立させられるくらいに。

　正式な『結魂スピリツトリンク』は、急ぐことないし、やり方はそのうち探そう。

「……奴隷なのに。ナギさまの前で汗びっしょりで……ああ」

　でも、セシルは涙目だった。

　別に気にしないんだけどなぁ。汗びっしょりとか、そのせいで寝間着が張り付いてて、身体のかたちがわかりすぎるくらいわかるとか。全裸よりえろいとか。

　ご主人様で『魂約者』だけどまったく気にしません。むしろ大歓迎。

　だけど、まぁ、それはそれとして。

「身体を拭ふいた方がいいな。お湯と布を持ってくるよ」

「あ、でも、その前に……」

　セシルは身体を起こした。

　ベッドの上で、僕の方を向いて正座する。

「わたし、セシル＝ファロットはナギさまの『奴隷婚約者フオーチユン・スレイブ』として、今生でずっとナギさまに仕えます。来世のことはわからないですけど、ずっと一緒なのは確定です。いいですよね、ナギさま」

「うん。もちろん」

「わたし、来世でもちっちゃいかもしれないですよ？」

「セシルはそれでいいよ」

「来世で突然、わたしがナギさまのおうちのドアを叩たたいても、受け入れてくれますか？」

「大丈夫。なんか理由を考えるから」

「ナギさま、理屈っぽいですもんね」

「これはきっと生まれ変わっても変わらないんじゃないかな」

「そこも含めて、わたしの大好きなナギさまです」

　そう言ってセシルは、薬指のリングにキスをしてから──笑った。




「セシル＝ファロットは、ナギさまの一人目の『魂約者』として、すべての世界の終わりまでご一緒します。これからもよろしくお願いしますね。ナギさま」




　そんなわけで、僕とセシルは正式に『魂約エンゲージ』したのだった。










用語解説


「奴隷婚約者フオーチユン・スレイブ」

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』のチートによって生み出された、魂約状態の奴隷。

　本来『魂約』は儀式を通して深く繫つながらなければ成立しないが、ナギは『能力再構築』で自分とセシルの魔力を循環させ、擬似的に同じ状態を作り出した。

　文字通りのチート行為である。











第６話「チートな説得を試したら、奴隷が混乱状態になった」








「と、いうわけで、僕とセシルは正式に『魂約者』になったので」

「なりましたー」

　僕とセシルは、リビングにいたみんなに報告した。




「わーびっくりおめでとーセシルちゃん」

「さすがなぁくんなの。『魂約エンゲージ』の儀式を成功させるなんて」

「……ですわ」




　リタはテーブルに頰ほお杖づえをついて、アイネは目を輝かせて、レティシアは真っ赤になってる。

　でも、誰も驚いてない。

　……そういえばこの家、音がよく通るんだっけ。

　部屋にいても、アイネたちの声が聞こえてたし。

　みんなだいたいの事情は察してるってことか。まぁ、いいけど。

　セシルの具合もよくなったし、これであとはのんびりイルガファに向かうだけだ。

「リタさん、アイネさん」

　そんなことを考えてた僕の隣で、セシルがなにかを決意したみたいにうなずいた。

　リタとアイネに近づき、ちっちゃな手で、ふたりの手を握る。

「おふたりとも、ナギさまと一緒にお部屋へどうぞ」

「え？」

「なぁに、セシルちゃん？」

　……セシル。まさか。

「おふたりも、ナギさまと『魂約』しましょう」

「わ、わうううううぅ!?」

「……アイネも？」

　そんなこと言い出すんじゃないかと思ったよ！　セシルのことだから。

　たぶん、できるけど。

『能力再構築ＬＶ３』の使い方と、魂のだいたいのありかはわかった。

　時間をかければリタとアイネとも『魂約』できるはずだ。

「……アイネは、いいの」

　でも、アイネは、そっとセシルの手を放した。

「そういうのは、アイネにはまだ早いと思うの」

　だよな。

　アイネには実の弟のナイアスのことがある。

　そう簡単に僕と魂を結びつけるわけにはいかないよな。

　でも、メイド服の胸元から小さなカード──ラジオ体操に使うようなやつ──を取り出して「まだご奉仕ポイントがたまってないから……」って言ってるのは、どういう意味ですか？

　リタの方は──

「だめ、だめだめだめだめーっ！」

　金色の髪を振り乱して、必死に首を横に振ってた。

「どうしてですか、リタさん？」

「当たり前じゃない！　ふたりいっぺんなんて、だめに決まってるもん！」

「じゃあ、どうしてリタさんは、わたしの手を握って放さないんですか？」

　うん。不思議だね。

　リタ、いつの間にか立ち上がって、僕の方に歩いてきてるし。

「………………あ、あれ？　なんでえええええっ!?」

　リタは、ばっ、とセシルの手を放した。

　それに自分でびっくりしたみたいに、またセシルの手をつかみかけて、引っ込めて。

「だ、だめよナギっ！　セシルちゃんとだって、まだ『魂約エンゲージ』状態なんでしょ？　ちゃんと『結魂スピリツトリンク』を成立させてからにしなさい！」

「でも、『魂約』の練習くらいしておこうよ」

「なんで!?」

「リタはいつも前衛で戦ってくれてるから」

　だから、負傷する確率が一番高い。

　いざという時のために『魂約』の大回復を使えるようにしておきたい。それに、前衛のキャラに高等スキルを割り振るのはゲームでもセオリーだ。リタの場合は魔力と神聖力の違いって問題があるから、いろいろ実験しておいた方がいい。

「──って、わけなんだけど」

「すっごく理にかなってるから逆にやだ！」

「それにリタはさびしんぼだから、僕たちとつながってれば安心すると思うんだけど」

「そ、そんなことないですー。さびしんぼなんかじゃないですー」

「……リタが嫌なら、無理にとは言わないけど」

「えええっ!?」

　なんでそこで捨てられた子犬みたいな顔するの？

「やっぱり練習だけでもしておく？」

「し、しないもん！　そんな恥ずかしいこと、する！」

　どっちだ。

「じゃない、しない!!　じゃない！　したい、しないしたい──しないんだからあああああっ!!」

「リ、リタ？」

　真っ赤になって叫んで、自分のセリフにびっくりしたみたいに口を押さえて、言い直して、寝間着の胸を押さえて、尻しつ尾ぽをぶんぶん振って──

　パニクりすぎて、リタ自身どうしたいのかわからなくなってる!?

「だいじょうぶ、練習だから。『魂約エンゲージ』できるかどうか試すだけだから」

「わうっ！　がるるるるるぅっ！」

　野生化すんな。

　どうしようかな。無理強いしたいわけじゃないんだけど。

　でも、いざって時のために大回復は使えるようにしておきたいよな……。

　………………しょうがない。

　ここはチートな説得方法を使ってみよう。

「セシル、ちょっと来て」

　僕はセシルを手招きする。

　部屋の隅で、リタに聞こえないように耳打ち。

「……え？　は、はい、リタさんなら…………」

　セシルは耳の先まで真っ赤にして、こくこくとうなずいた。

　それからセシルはリタのところに戻り、彼女の顔を見上げながら、言った。




「リタお姉ちゃんは、セシルと一緒じゃいやなの？」




「ぐはっ!!」

　かいしんのいちげき。

　リタは胸を押さえてのけぞった。

「セシルは、生まれ変わってリタお姉ちゃんがいないと、さびしいよ？」

「がはあっ！」

「ふたりでナギさまと魂を結びつけて生まれ変われば、来世では本当の姉妹になれるかもしれないよ、リタお姉ちゃんっ！」

「うわああああああわぅううううん！」

　リタは頭を抱えてうずくまる。

　セシルの精神攻撃（回避無効。物理防御無効）はクリティカルだった。

「リタさん。素直になりましょう？」

「で、でも、でもでも」

「怖くないです。練習するだけです。それにわたしも、リタさんとずっと一緒にいたいです」

「ごしゅじんさまとせしるちゃんとずっといっしょ？　しあわせ……」

　リタが顔を上げた。

　桜色の目が、うつろになってた。

　リタはまるで寝ぼけてるみたいに、セシルに手を引かれてこっちにくる。

　あ、やりすぎた。

　可愛かわいいもの好き、セシル好きのリタには、妹キャラで攻めるのが一番だと思ったんだけど。

　精神攻撃が効き過ぎて意識が飛んじゃってる。ごめん、リタ。

「ごしゅじんさまおねがいします。わたしをせしるちゃんとおなじものに…………」

　でもまぁ、せっかくだから。

　リタが怪け我がをしたときのことを考えて、練習だけでもしておこう。

　僕はリタの手を取った。

『よっしゃ──！　さすが主ぬしさまじゃ──っ！』

　──あ。しまった。

　魔剣状態のレギィを、リビングの壁に立てかけておいたの忘れてた。

『魔族娘との「魂約」は見られなかったからの！　次はぜひ見せよ。その獣耳娘が尻尾をふるわせ、主さまを欲しがるところを！　そして語り継ごう。そのいじっぱりが陥落し、主さまを求めずにはいられなくなる、そのさまを！』

「ちょ、こら。レギィ！」

『そやつのことじゃ。はじめは抵抗するに違いない。じゃが、やめるでないぞ、主さまよ。その獣耳娘の本性を引き出すがよい。それがそやつの幸せであり、主さまにとっての正しい奴隷の調教方法で──な、なにをするのじゃ魔族娘にメイド娘よ。我をどこに連れて行くのじゃ──!?』

　レギィの声が遠ざかっていく。

　魔剣をかつぎあげて、セシルとアイネは駆け足で部屋を出ていったけど──

「……ナギ」

　リタは、とっくに正気に戻ってた。

　獣耳を立てて、尻尾を膨らませて──怒ってるな、これは。

「セシルちゃんを悪用するのは、よくないよね？　ナギ」

「ごめん」

　素直に謝ってみた。

「でもさ、『魂約』の全回復は、いつでも使えるようにしておきたいんだよ」

「あのね、ナギ」

　にこにこ、ぴこぴこ。

　リタは桜色の目を細めて、僕を見てる。

「女の子には、雰囲気ってものが大切なの」

「雰囲気……」

「そう。『魂約』なんて大事なことをするときは、それなりの準備が必要なのよ」

「なるほど」

　確かに、そうだよな。

『魂約』はリタのこれからの人生を決定するようなものだから、リクエストくらいは聞かないと。

「じゃあ、リタはどういうシチュエーションだったらいいんだ？」

「そ、そうね」

　リタは腕組みをして、ふふん、と鼻を鳴らして、

「まずは私が、お風ふ呂ろに入って身体からだをきれいにして……あ、ナギはいいのよ。ナギのにおい、私、好きだもん。それと、服はちゃんと洗い立てのものがいいわね。そ、それで、耳元で『魂約してください』とか『リタがほしい』って、言ってくれたら、か、考えてあげてもいいわよ！」

「うん。わかった。じゃあ準備する」

「……え」

「お風呂はこれから沸かすよ。それと、レティシア。予備の服を持ってないかな？　できるだけ新しいやつ。お金はあとで──できれば出世払いでお願いできれば──」

「そ、そういうことじゃなーい！　もうもう、も──っ！」

　リタはそのまま丸まって、椅子の下に逃げ込んでしまった。

　……さすがに急ぎすぎたか。

「ごめん、リタ。もうしないから」

「────っ!?」

「ごめん、リタ。今日はもうしないから」

　なんだか泣きそうな顔になってたから、言い直した。

　でも、真っ赤になったリタは隠れたまま、椅子の下から出てこない。

　しょうがないなぁ。

「ごめん、レティシア。櫛くしって持ってる？」

「ありますわ。どうぞ」

　レティシアが木製の小さな櫛を渡してくれた。

　僕はそれをリタの前で振ってみた。

「あのさ、リタ。お詫わびにブラッシングするから──って、はやっ!?」

「……ふーんだ」

　言い終わる前に飛び出してたリタは、そのまま椅子の上にジャンプ。

　ブラッシングしやすいように、背もたれを横にして座った。

「しょ、しょうがないわね。いつまでもケンカしてたら、冒険にさしつかえるもん。毛づくろい一回で許してあげるわ！」

「……ケンカ、してたんですの？」

「してましたー！　ちゃんと私、ナギに怒ってましたー！」

「なかよしにしか見えませんでしたわ……」

　レティシアはため息をついた。

「こんなご主人様と奴隷、見たことありませんわ。わたくしはもしかしたら、伝説を目にしているのかもしれませんわね……」

「ご主人様ですが」

「奴隷だもん。首輪つけてるもん」

　たまに変なこと言うよな、レティシア。

　僕は異世界から来た人間だから、この世界のご主人様っぽくないのはわかるけど。

「あのね、ナギ。櫛は軽く、ほどほどにね。レティシアさまの前でとろとろになっちゃうのは──やっぱり恥ずかしい──ふわあああああああんっ」

「わかってるよ。軽く、な」

　櫛をあんまり深く入れると、リタは寝ちゃうから。

　僕も最近、リタの反応がわかるようになってきた。いいことだ。ご主人様だからね。

　そうそう、獣耳の後ろにも軽く櫛を入れると、リタは喜ぶんだっけ。

「────すぅ。ふわぁ。ナギぃ……」

「リタも疲れがたまってるな。セシルも大回復したばっかりだし、明日あしたは一日お休みかな」

　そういえば僕もリタも『黒い鎧よろい』と戦ったばっかりだったっけ。

「ごめんな。『魂約』とかそういうのは、急がなくていいよな」

「あなた方にそんな儀式、いまさら必要ありますの？」

　レティシアが腕組みをして、僕たちを見た。

「……これはわたくしも気合いを入れて、背中を押さなければいけませんわね……」

　そして彼女は、呆あきれたようにつぶやいたのだった。









第７話「お姉ちゃんメイドの家族計画」








　お姉ちゃんメイドな奴ど隷れい、アイネ＝クルネットの朝は早い。

　鳥の声を聞きながら目を覚まし、ベッドをきれいに整える。それから井戸で顔を洗い、部屋でいつものメイド服──に着替えようとして、スカートの汚れに気づいた。昨日、セシルちゃんを守りながら街道を走ったせいだ。

　今日は天気もいいし、お洗濯の日にしようかな。

　そんなことを考えながら、アイネは別の服に着替える。

『庶民ギルド』のギルドマスター見習いをやっていた頃のワンピースだ。

　久しぶりに着ると、仮装してるみたいで落ち着かない。

『庶民ギルド』にいたのは、ほんの少し前のことなのに、なんだか前世のできごとみたい。

　そうつぶやいて、アイネは鏡の前で首輪の金具を、ちりん、と鳴らす。

　うん。これが今の自分。ご主人様の──なぁくんの奴隷で、みんなの『お姉ちゃん』。

　うんうん。

　鏡の前でうなずいて、髪を、きゅっ、と結んで、ご奉仕準備完了。

　アイネは鼻歌まじりに部屋を出た。

「おはようございます、アイネさん」

「おはようなの、セシルちゃん」

　台所に行くと、奴隷仲間のセシルちゃんが待っていた。

　かまどに火を点つけるのは、ちっちゃなセシルちゃんのお役目だ。積み上げた薪たきぎに弱めの『炎の矢フレイムアロー』を発射して、点火完了。

　お礼にアイネは、お湯が沸くまでセシルちゃんの髪をとかしてあげる。

　これが、いつもの日課。

　セシルちゃんの銀髪は上質の絹糸みたいで、触るととっても気持ちいい。小さい頃、祖父から聞かされた神話に出てくる妖よう精せいや女神って、こんな感じなのかも。

「セシルちゃん、今日はおうちにいた方がいいの」

「どうしてですか？」

「なぁくんが『魂約』で治してくれたといっても、病み上がりなの。無理しない方がいいの」

「……はぁい」

　小さなセシルちゃんから、素直な返事が返ってくる。よしよし。

「アイネさんはやさしいですね」

「そうなの？」

「だってわたし、魔族ですよ？」

　アイネの奴隷仲間、セシルちゃんは不思議そうにこっちを見てる。

「セシルちゃんは、アイネの仲間だよ？」

　アイネは銀色の髪をとかしながら笑いかける。

　そう言うとセシルちゃんは、くすぐったそうに笑ってくれる。

　もうひとつ大事なこと。セシルちゃんはなぁくんの、大切な嫁候補。

　ふたりが『魂約』したって聞いたときも、アイネはぜんぜんびっくりしなかった。

　だって、なぁくんは世界のルールなんか簡単に飛び越えてしまう人だから。

　アイネの記憶を取り戻してくれた時もそう。レティシアが呆あきれるくらいあっさり、強敵を倒して、アイネを助けてくれた。

　大変なことがあったときは、自分とみんなにできることを考えて、一番いいやり方を見つけ出して、それを実行してしまう。正攻法でだめなら『チート行為』で解決しちゃう。

　なぁくんは、そういうすごい人だから。

　魔族の生き残りのセシルちゃんと、人間に化けられる獣人のリタさん──ふたりの『チートキャラ』を連れてる、とっても不思議なご主人様。

　きっと、なぁくんにとって、失われた儀式を復活させるなんて、簡単なことなんだろうな。

　可愛い魔族のセシルちゃんと、不思議な少年のなぁくんはとってもお似合い。

　もちろん、リタさんとも。

　アイネは、そんなセシルちゃんのさらさらの髪を撫なでてると、幸せだって感じる。

　ふんわりとした、やさしい時間。

　髪をとかし終わると、セシルちゃんはアイネを見る。「いいの？」って聞いてるような、くりくりした瞳ひとみ。アイネがうなずくと、セシルちゃんは解き放たれた子犬みたいに走り出す。

　行く先は、ご主人様の部屋だ。

　なぁくんを起こすのは、一日のはじまりの大切な儀式。

　だからローテーションでやっている。

　今日はセシルちゃんの番。明日はリタさんの番。アイネはお姉ちゃんだから３番目。

「さてと、朝ご飯を作らないと」

　アイネは沸いたお湯に、刻んだ野菜を投入する。

　別荘には朝の行商人がやってくるから、新鮮な卵が手に入るのが嬉うれしいところ。みんな長旅で疲れてるから、ふんぱつして塩漬け肉を多めに投入。卵はけちけちしない。おさいふを任されてるアイネとしては、みんなの健康と経済状態のバランスはしっかり考えてるつもり。

　ことこと、ことこと。

　いいにおい。

「おはようございます。リタさん！」

　アイネが鍋なべをかき混ぜていると、廊下からセシルちゃんの声が聞こえてくる。

　この家、本当に声の通りがいいの。

「リタさん、やっぱりナギさまと『魂約』しませんか？」

「わぅっ!?」

「大丈夫です。ナギさまなら……ちゃんと優しくしてくださいます。それに、昨日言ったことは噓うそじゃないです。わたしはリタさんとなら、本当の姉妹になりた……あれ、リタさん？」

「わぅ──────っ！」

　風を切ってダッシュして、台所に飛び込んできたのは獣人のリタさん。

　金色の耳と尻しつ尾ぽが、とっても綺き麗れいな女の子。

　アイネにとっては奴隷の先輩で、頼りになる人。

　いつも思う。アイネもリタさんみたいに働けたらなぁ、って。

　でも今のリタさんは、顔を真っ赤にして、恥ずかしそうにうつむいてる。

「おはようございますなの、リタさん」

「お、おはよう、アイネ」

　リタさんは耳をぴくぴくさせて、額の汗をぬぐってアイネを見てる。

　汗──あ、そういえば。

「今日はいい天気なの」

「え？　うん、そうね」

「明日もいい天気になるそうなの」

「そ、そうなんだ」

「洗濯物もよく乾きそうなの」

「……うん、そうね」

「だから、洗い物があっても大丈夫なの」

「あ、あらいもの？」

「うん。リタさんもなぁくんも、『再構築』して汗をかいても大丈夫なの。『魂約』したくなったら、いつでも言ってね」

「ア、アイネ？　あ、あの。その」

「いい思い出になるように、きれいな服を用意してあげる──って、あれれ？」

「わ、わぅっ！　ううっ！　が、がるるるるるっ！」

「リタさん？　野生化しなくていいの。なぁくんにしてもらうのは恥ずかしいことじゃないの。自然なことなの。だから、してほしくなったら、ちゃんとなぁくんにお願いして──」

「が、がるるるるる────っ！」

　まるで、ぼっ、て音がしたみたいだった。

　全身、真っ赤になったリタさんは、アイネに背中を向けて──

「がるる──っ！　ア、アイネのやさしさがいたいよ──っ！」

　叫びながら、野生動物の速さで、廊下へ飛び出していってしまった。

　おかしいなぁ。なにか間違えたかなぁ。

　アイネが首をかしげていたら、廊下からレティシアがやってきた。

　まだ寝間着姿のレティシアは、青い髪を手で梳すきながらあくびをしてる。

　彼女はアイネの親友で、奴隷になったアイネを気遣って、こんなところまでつきあってくれた。立場が変わっても態度はちっとも変わらない。なぁくんにも、セシルちゃんにもリタさんにも信頼されてる。アイネの自慢の友だちだ。

「リタさんがすごい勢いで飛び出して行きましたけど、なにかありましたの？」

「ううん？　なんにもないよ？」

「そのまま庭の樹きのてっぺんまで登ってふるふる震えてるのですけど？」

「きっとお洗濯物を干す準備をしてくれてるの」

　ちょうど庭木の間に紐ひもを渡して干そうと思ってたから。

　さすがリタさん。気が利くの。

「ところで、わたくしはアイネにお話があるんですの」

「お話？」

　かまどから鍋を下ろしながら、アイネは問い返す。

　うん。スープはほぼ完成。あとはしばらく蒸らすだけ。

　蒸らしたらぐるぐるかき混ぜて、と。

「……ナギさんですけど。セシルさんやリタさんと、ずいぶんなかよしになったみたいですわね」

「よくわかるね、レティシア」

「こ、この建物は音がよく通るのですわ」

　真っ赤になって横を向くレティシア。なんでかな？

「それでわたくしも昨日はどきどきして眠れな──そんなことはどうでもいいんですわ！　わたくしが心配してるのはアイネのことです！」

「アイネのこと？」

「アイネは、自分が出遅れているとは思わないんですの？」

「出遅れる？　どうして？」

「セシルさんは、ナギさんと『魂約エンゲージ』するほどなかよしになってますのよ？」

「うん。さすがなぁくんだよね。伝説の儀式を成立させるなんて」

「リタさんだって、たぶんナギさんの『魂約者』になりますわ」

「だよね。ふたりとも、なかよしだもんね」

「このまま３人が限界を超えてなかよしになったら、子供ができるかもしれませんわ」

「うん。楽しみなの。きっとなぁくんに似て賢い子供になるの」

　瞳をきらきらさせて答えるアイネに、レティシアは呆れたようなため息をついた。

「アイネは、本当にそれでいいと思ってますの？」

「うん、もちろん」

「でも、セシルさんとリタさんはパーティの重要な戦闘要員ですわよ。ふたりがクエストに出かけている間、子供の面倒は誰が見ますの？」

「もちろん、アイネがみるの」

「赤ちゃんの面倒を見るのは大変ですのよ」

「もちろん、アイネにおまかせなの。むしろご褒美なの」

「赤ちゃんにはミルクが必要ですわよ？　おふたりが不在の間はどうしますの？」

「もちろん、アイネがあげ──」

　からん。

　言いかけたアイネの手から、木製のお玉が落ちた。

　床の上で転がり、乾いた音を立てる。

　アイネの目から、光が消えた。

　視界がぐらぐらと揺れ始める。

　信じられなかった。こんなこと、あっていいはずがなかった。

　まさか──まさか、まさか……。

　みんなの「お姉ちゃん」である自分が、こんな単純なことを見落とすなんて──

　アイネは、がくん、床に崩れ落ちる。

　両手と膝ひざをつき、わなわなと震えだす。白い額から、汗が流れ落ちる。自分の決定的な見落としに気づいたかのように、アイネは思わず胸を押さえる。




「……アイネは、おっぱいが、出ない…………の」




「やっと気づいたんですのね」

「どうしようレティシア！　アイネ、なぁくんの赤ちゃんにミルクをあげられない！」

　盲点だった。完全に、虚きよを突かれた。

　アイネの計画は完かん璧ぺきなはずだった。弟のようななぁくんと、大切な奴隷仲間のセシルちゃんとリタさん。３人がなかよしになっていくのは問題ない。見ていてほほえましいくらい。

　このまま３人がうまくいって、子供ができて、それをアイネが育てる。

　それはまるで夢のような未来だった。

　目が覚めたら子供たちを起こして、みんなのごはんを作って、クエストに行くみんなを見送る。その後は洗濯をして、服をつくろって、家の掃除をする。過ぎていく、なにげない一日。それは昔にアイネがなくしたもので、一番欲しいもの。

　アイネはなぁくんと姉きよう弟だいみたいにしていられればいい。

『奴ど隷れい姉あね』

　うん、新しい。すてき。

　だからみんなの「お姉ちゃん」として、のんびり生きていく、そのはずだったのに……。

「女の子は子供を作らないと、おっぱいは、出ないの…………」

「まったく、そんなことも気づかないなんて……友だちながら呆れますわ」

「で、でも、ミルクなら他の誰かにもらえば──」

「あら、みんなのお姉ちゃんともあろう者が、そんな大事なことを人任せですの？」

「はぅっ！」

「ああ、聞こえますわ。ナギさんの赤ちゃんがお腹なかを空すかせて泣いている声が。耳が少しとがっているからセシルさんの子供ですわね。小さな喉のどを震わせていますわ。お腹がすいたよ。どうしてメイドのお姉ちゃんは、ぼくにミルクをくれないんだろう。ぼくのことが好きじゃないのかなぁ。ぼくはお姉ちゃんのことが大好きなのに……どうして」

「やめてレティシア、やめてえええええええええ……」

　アイネの耳にも赤ちゃんの泣き声が聞こえてくる──ような気がした。

　寒い夜。なぁくんとセシルちゃんとリタさんは、重要なクエストに出たまま帰らない。暖炉の前には小さな赤ちゃん。褐色の肌はセシルちゃん譲り。真っ赤な目をした、可愛かわいい赤ちゃん。

　その子が泣いているのに、アイネはミルクをあげることができない。はだけた胸はむなしく揺れるだけ。誰かにミルクをもらいに行こうにも、外は吹雪だ。イルガファは南の町なのに、アイネの妄想の中ではなぜか吹雪だ。赤ちゃんの泣き声がむなしくこだまする。アイネはそれを、ただ聞いていることしかできない──

「………………こんなことも気づかなかったなんて……」

　アイネは両手で顔を覆った。

　その肩を、レティシアの手が、ぽん、と叩たたいた。

「これでわかりましたわね。アイネ。あなたはふたりがナギさんとなかよしになっていると、ただ喜んでいてはいけないのですわ」

　顔を上げると、アイネの親友は不思議なくらい優しい目でこっちを見ていた。

「どうすればいい。どうすればいいの、レティシア!?」

「簡単なことですわ」

「……かんたん？」

「セシルさんとリタさんと同じくらい、あなたもナギさんとなかよしになればいいのです」

　言い聞かせるように人差し指を立てて、レティシアは続ける。

「そうですわ、ふたりがナギさんと子供を作るなら、その子供たちにミルクをあげるためにも、アイネもナギさんと子供を作らなければいけないのですわ!!」

　ずどん！

　雷に撃たれたように、アイネの身体からだが震えた。

　甘かった。

　自分はなんて甘かったんだろう。

　今の幸せに満足しているだけじゃだめだったんだ。

　いつか生まれるであろうセシルちゃんとリタさんの子供のためにも、自分もなぁくんと子供を作らなければいけないんだ。それが、パーティの『お姉ちゃん』であるアイネの使命！　現い在まが幸せなだけじゃだめだった。

　みんなのお姉ちゃんは、未来を見据えて準備しなければいけなかったんだ。

　でも──

「アイネはなぁくんの『お姉ちゃん』なのに、そんなことしていいの？」

「お姉ちゃんだからこそ、なぁくんを導いてあげるべきでしょうね」

　レティシアは言い聞かせるみたいに、アイネの耳元でささやく。

「ナギさんは『魂約』を実現させるほどのスキルを持っていますが、実際に子供を作った経験があるとは限りませんわ。ならば、お姉ちゃんであるアイネは、ちゃんと子供が作れるように、ナギさんを指導してあげるべきなのですわ！」

「はっ！」

　盲点だった。

　アイネは今やっと、自分の役目に気づいたような気がした。

『お姉ちゃんなのに』──じゃない。

『お姉ちゃんだからこそ』──だったんだ。

「それに、アイネが赤ちゃんにミルクをあげられるようになれば、セシルさんもリタさんも安心してクエストに行けるでしょう？　そうすれば、みんなが幸せになれるのです！」

「レティシア！　ありがとう！」

　がし、と、アイネはレティシアの手を握った。

　やっぱりレティシアは親友だ。アイネの「甘さ」に気づかせてくれた。

　この身はなぁくんのお姉ちゃんとして捧ささげてる。みんなの赤ちゃんのために、アイネがなぁくんと子供を作るくらいなんでもない。

　これはみんなのため。

　すっごくうきうきしてるけどそれは別の話。どきどきしてわくわくして、ぞくぞくして心臓が破裂しそうだけどそれも別の話！

「なぁくんにお願いしてくるの！　アイネもみんなと同じようにしてください、って！」

「はいはい。がんばりなさいな」

「お鍋なべを見てて！　ありがとう、レティシア、大好き！」

　スカートをつまみあげ、アイネはなぁくんの部屋に向かって走り出した。










「まったく、世話がやけますわ」

　テーブルに頰ほお杖づえをついて、レティシアはつぶやいた。

　ご奉仕スピリットはいいけど、アイネはもう少し自分の気持ちに素直にならないと。

「……背中を押すのもけっこう大変ですわね。ほんとに」

　レティシアは床に転がる小さな札を見た。アイネが落としていった「ご奉仕ポイントチェックカード」だ。アイネがみんなのためにいいことをするたびに、丸がひとつ増えていく。これがカードいっぱいになったら『魂約』って言ってたっけ。

「おおっと、手がすべりましたわ」

　レティシアはうっかりポイントカードを、かまどの火に投げ込んだ。

「いやー失敗失敗、ですわ。でもアイネのことだから、怒ったりしないでしょう」

　ポイントが貯たまるまで待ってる必要なんかない。

　したいことがあるなら、すぐにしちゃえばいいのだ。

「がんばりなさいな、アイネ」

　レティシアだって、たぶん、ナギと出会って、変わった。

　彼と、彼のことが大好きな奴隷たちを見ていたら、家のことで悩んでいた自分がばからしくなってきた。ナギたちは、のんきに生きるためにできることをやっている。だったら自分も、さっさと実家との縁を切って、冒険者になりたい。いつかじゃなく、今すぐ。

　そんな気持ちに、気づいてしまった。

　じっとしていられなくなってしまったのだ。

　もちろん、それなりの手続きは必要で、その後の生活のことも考えなきゃいけないのだけど。

　……まぁ、落ち着くまで、ナギのところに転がり込むのもありかな。

「そうですわ。アイネに子供が生まれたら、わたくしが名付け親になってさしあげましょう。男の子だったら『ナイアス』……でも、早くに死んだアイネの弟の名前は……ちょっと縁起が悪いでしょうか。ナギさんなら気にしなさそうですけど……女の子なら……そうですわね……」

　うふふ、と、柔らかい笑みを浮かべながら、レティシアは妄想にひたるのだった。










「おはよう、アイネ」

「お、おはよーなの！　な、な、なぁくんっ！」

　ぽて。

　勢いよく走っていたアイネは、部屋から出てきたなぁくんの胸にぶつかって止まった。

　思わずまわりを見回す。

　なぁくんを起こしにいったセシルちゃんはいない。

　外から水音が聞こえるから、顔を洗ってるんだろう。

「あ、あのね。アイネは、ね」

　近い近い。

　薄い寝間着を通して、なぁくんの体温と汗のにおいがダイレクトに伝わってくる。

　どきどきする。息がうまくできない。あれ、あれれ？

「あー、ごめんな、アイネ」

　アイネがなにか言う前に、なぁくんが口を開いた。

　困ったような顔で頭をかいて、アイネの肩から膝までのあたりを見てる。

「今日はギルドの時のワンピースだよね。メイド服、昨日の戦いでだめになっちゃった？　ゴブリンから逃げるとき、アイネも戦ってくれてたから」

　そうだった。

　昨日、セシルちゃんを連れてゴブリンの群れから逃げるとき、アイネは『棒術』スキルで奴らを追い払ったんだった。そのとき、地面を転がって土まみれになり、奴らの返り血まで浴びてしまった。だから今日はメイド服をやめて、『庶民ギルド』時代のワンピースを着てる。

　なぁくん、気づいてくれたんだ。

「この世界に洗剤や漂白剤は……売ってないか。ごめんな。もしも汚れが落ちなかったら、イルガファに着いたあとで新しいのを買ってあげるから、しばらく我慢して」

「なぁくん……」

　ほわ、ほわわ。

　アイネの胸が温かくなっていく。ふわふわのほわほわ。

　…………どうしよう。

　すごく、おだやかで、安らいでる。

　お願いごとがあるのに、なぁくんの体温を感じてるのが幸せすぎて、言葉が出ない。

　今、これ以上のことを望んだら、ばちが当たっちゃうみたいに。

　この瞬間を、壊すのが、怖くて。

　幸せって言葉じゃ足りないくらい、嬉うれしくて。

　お姉ちゃんは、こっそりなぁくんの肩に、ほっぺたを押しつけてる。

　いけないんだ。お姉ちゃんなのに。

　……今は、お願いごとはしなくても……いいかな？

　なぁくんにくっついて、こうしてるだけで、十分。

　お願いごとは、あとで……ね。

「メイド服のことなんか気にしなくていいの！」

　だからアイネは顔を上げて、ぽん、と胸を叩いた。

「アイネの家事スキルをなめたらだめだよ、なぁくん。多少の汚れなんか綺き麗れいにしてしまうんだから。今日は天気もいいし、大洗濯大会をするの！　旅の汚れを全部洗い流すんだよ！」

「うん。僕も手伝う。家事はそこそこできるからね」

「ご主人様にそんなことをさせるわけにはいかないの！」

「いや、でもみんなが働いてるのにごろごろしてるのは落ち着かないし」

「では、洗濯物がちゃんとまっすぐ干せてるかどうかチェックだけお願いするの！　みんなの服と下着とが、ちゃんと干せてるかどうか。セシルちゃんとリタさんのためにも、どんな色やかたちが好きかどうかも！」

「それかなり難易度高いよね！」

「まずはごはんを食べましょう！　えいえいおー！」

　そんなわけで、なぁくんとアイネは台所に。

　樹から降りてこないリタさんの分はサンドイッチを作って、みんなでスープとパンを食べた。

　それが終わったらお洗濯。汚れてもいいように、みんなで下着姿になって、旅の間に溜たまった洗濯物をじゃぶじゃぶ。樹の枝に洗せん濯たく紐ひもを渡してくれたリタさんも、そのころには降りてきて手伝ってくれる。

　家の庭木にひるがえる、大量の洗濯物。

　それをご主人様にチェックしてもらったあとは、お昼ご飯。

　朝の残りをみんなで食べて、これからの予定を相談。なぁくんは午後から、町の観光をするつもりみたい。アイネたちも誘われたけど、遠慮した。

　留守を守るのも、奴隷の役目だから。

　ご主人様は残念がってる。優しい。

　……大好き。

「さて、と、それじゃ僕の故郷の風習に付き合ってもらおうか」

　ご飯を食べて洗い物を片付けたら『お昼寝の時間』。

　これはなぁくんの故郷の風習──というか、なぁくんがやりたかった風習みたい。

　もしも『かいしゃ』を作ることになったら、絶対に導入するんだって言ってた。食後はお腹に血が集まって頭の回転が悪くなるから、１時間くらい昼寝をした方がいいんだ、って、一生懸命話してくれるけど、アイネにとってはみんなと一緒にごろごろできればそれでいい。

　なぁくんはソファに、ごろり。セシルちゃんはその足下に横たわる。リタさんはなぁくんの近くで膝ひざを抱えて丸くなり、レティシアは椅子に腰掛けて目を閉じてる。

　アイネはみんなのお姉ちゃんだから、目を閉じるのは一番最後。

　なぁくんがいるソファの近くで横になればいいんだけど、その前に──忘れないうちに。

　お願いごとを、伝えておかないと。

「……なぁくん」
















　アイネはなぁくんの耳元にささやく。起こさないように、小さな声で。

「いつか、アイネのおっぱいが出るようにして、ください……」

「……うん…………いいよ。それなんて魔法……？」

「家族の魔法……だよ、なぁくん」

　ねぼけ半分のなぁくんの声を聞いて、アイネはうなずく。

　うん。満足。

　どきどきする胸を押さえて、アイネはソファの近くで横になる。なぜかセシルちゃんの長い耳がぴくぴく動いてて、リタさんの獣耳と尻しつ尾ぽもぶんぶん反応してる。みんな不思議な夢を見ているみたい。

　アイネはずっと夢見心地。こんな毎日が、ずっと続けばいいな。

　それじゃ、おやすみなさい、なぁくん。

　楽しい夢を、見られたらいいな。

　なぁくんと、たくさんの子供たちの『お姉ちゃん』になる、そんな夢を。

　ね、なぁくん。

　アイネの大好きな──ご主人様。









第８話「親友と魔剣の観光旅行」








「ナギさん、観光に行くならわたくしもお付き合いしますわ」

　短い昼寝から覚めたあと、レティシアが言った。

「この町には何度か来たことがありますの。よろしければ、案内して差し上げます」

「ありがと。そういうことなら、やっぱりみんなも一緒に……」

　って、みんなまだ寝てる？

　セシルはアイネに膝ひざ枕まくらされてて、リタはソファの向こうで転がってる。

　アイネは「しーっ」って、人差し指で唇を押さえてから、小さな声で、

「セシルちゃんは病み上がりなの。今日はお休み。アイネが見ててあげるの」

「そっか」

　アイネは、セシルの髪を優しく撫なでてる。

　セシルも「お姉ちゃん」の膝の上でくつろいでる。邪魔したくないなぁ。

　リタは……

「わぅっ！」

　ごろごろごろごろ。

　半分目を覚ましてるみたいだけど、僕が近づくと真っ赤な顔で逃げて行く。

　やっぱり、チートな説得で『魂約』しようとしたのはまずかったか。

　もうちょっと考えるべきだった。反省しよう。

「でも、せっかくの観光だから。もう一人くらい連れて行きたいんだけど」

　くいくい。

　ちっちゃな手が、僕のズボンを引っ張った。

「でも、無理させるわけにもいかないか。しょうがない、僕とレティシアのふたりで」

　くいくい、くい。

「他にパーティメンバーはいないからな。残念だけど」

「主ぬしさまは、我のことがきらい……？」

　下を見ると、レギィが涙目で僕のズボンをつかんでた。

　赤いツインテールの髪に、白い衣。身長はセシルより少し小さいくらい。

　魔剣に宿った、人型のレギィの姿だった。

「連れていって欲しいなら、条件がある」

「条件じゃと？」

「えろいことしない」

「それは我の存在意義に関わる条件じゃな」

　魔剣がそんなもん存在意義にすんな。

　レギィはしばらく考えこんでいたようだけど、

「わかったのじゃ」

　僕の目をしっかり見て、こくん、とうなずいた。

「我はもともと、無理に男女をまじわらせるのは好きではないからの」

「そうなのか？」

「当たり前じゃろ。無理強いして、えろいことが嫌いになったらどうするのじゃ。人に与えられた楽しみを奪うことになってしまうではないか！　我は、男女をそこまでは導くが、最終的には本人同士の意思に任せることにしておる。むらむらはさせるがな！」

「やっぱり置いていこう」

「ま、待って！　わかった。むらむらもさせぬから……」

　がし、と、レギィは僕の脚に抱きついた。

　しょうがないな。こいつも一応は、僕の奴隷だから。

「そういうわけでレティシア、レギィも連れていっていいかな？」

　僕とレギィのやりとりを見ていたレティシアは、首を左右に振って、

「ええ。いいですとも。奴隷を大事にするのは、ナギさんのいいところですものね」

「よかった。じゃあ、お願いするよ」

　僕は魔剣のレギィを背中にかついで、人型レギィと手をつないだ。

「なぁくん。レティシアのこと、お願いなの」

　家を出るとき、アイネはそう言って、手を振ってた。










「温泉地リヒェルダの名所といえばここですわ。伝説の賢者が見つけたという、温泉の源泉です」

　レティシアが案内してくれたのは、高台にある岩場だった。

　そこはリヒェルダの北東の隅にあって、城壁と一体化してる。岩場には大きな裂け目があり、そこから温泉が流れ出ている。こういう源泉は町のあちこちにあるけれど、ここは最初に発見されたということで、町の記念碑的な存在になってるそうだ。

「こほん。ここは人々が自由に使える、共有の場となっているのですわ」

　僕の隣で、レティシアが解説してくれる。

「特に、その源泉と川が交わるところは、人々の憩いの場となっていて──」

「主さまー！　青髪娘ー！　ここ『あしゆ』だそうじゃ！」

「足湯は日々の疲れをいやすために──」

「入ってよいか。よいなー！　あつい！　こっちは源泉に近すぎじゃー！」

「……もう浸つかってしまえばいいんじゃないですの？」

　レティシアは、ぷい、と横を向いた。

　レギィ、お前ってやつは……。

「あのさ、足湯に浸かりながらでいいから、この温泉の話を聞かせてくれる？」

「本当に興味がありますの？」

「あるよ。この世界の伝説とかは、全部知っておきたい」

「わかりました。では、くつろぎながらお話しするといたしますわ」

　レティシアは靴を脱いで、ベンチに腰を下ろした。

　僕とレギィも、その隣に並ぶ。

『足湯』は源泉から出た熱いお湯と、川が交わるところに作られたもので、町の人が自由に利用できるようになってる。僕たちは観光客だから有料だけど、それでも格安だった。

　受付の横では源泉に鍋なべを置いて、卵をゆでてる。あとで食べよう。

「その前にナギさん、友人として忠告しておきます」

　足湯の隣にある椅子に腰掛けて、レティシアは言った。

「あなたはまだこの世界に馴な染じんでいないのですから、調子に乗ってはいけません。わたくしの話をしっかり──くはーっ！」

「わかってるよレティシア。みんなが助けてくれるおかげだってわかってる。だからちゃんと話を──くはーっ！」

「なんじゃふたりして。お湯に脚を突っ込んだくらいでくはーっ！」

「「「くはーっ！」」」

　僕たちはそろってため息を吐き出した。

　脚の疲れが吸い取られていくみたいだ。

　源泉のお湯が川と交わって、やや熱めのお湯になり、ゆっくりと脚全体をほぐしていく。

　すごい効果だ。まるで魔法でもかかってるみたいに。

　ここ数日歩きっぱなしだったからな……ダンジョンを駆け回ったりもしてたし。

「この温泉を開いた賢者は、天駆ける竜に『人々が病気にならないようにしたい』と願ったそうです。それで見つけ出したのがこの温泉だとか。他の源泉は商人や貴族が買い占めてる中で、ここだけは賢者の意思を汲くんで、公共施設になっているのですわ……」

「人間も捨てたものではないのぅ。くはー」

「レギィが仕えてた王様には、そういう人はいなかったのか？」

「我はほとんど宝物庫にいたゆえ、知らぬ」

　レギィはちっちゃな脚をばたつかせながら、答えた。

「じゃが、風ふ呂ろ場ばに姫君を集めて喜んでいた王はいたぞ。ゆえに、我は風呂とは疲れるものじゃと思っておった。違ったのじゃな……こんなに気持ちのいいものじゃったとは」

「なんだか、めんどくさいことはどうでもよくなるなぁ」

　空はよく晴れてる。午前中に干した洗濯物もよく乾きそうだ。

　僕は石碑に書いてある『融和の賢者』の伝説を読んでみた。

　数百年前にここの温泉を開いた賢者は、長く続く戦乱の中で勇者として戦い、疲れ果てていた。だが、彼が結んだ『契約』が休息を許さなかった。だから彼は『休むために働く』ことを選んだ。『この温泉が人を休めるためにあることを、人々に教える』＝『人々を救う』＝『合法的に温泉でのんびりする』という理由で。だが、魔法で温泉を掘り当てたとき、彼はすでに老齢で、心臓が弱っており、湯船につかれる状態じゃなかった。だから人々はこの足湯を作り、賢者が安らげるようにしたのだという。

　なお、賢者の最後の言葉は意味不明だ。老齢のために弱っていたのだと言われる。

『せいふくすがたのふとももはさいこう』──って、まさか『来訪者』じゃないだろうな。

「そういえば、わたくし……ナギさんにお別れを言わなければいけませんの」

　不意に、レティシアが言った。

「この後すぐ、馬車でわたくしはメテカルに向かいますわ」

「……え？」

　いきなりだった。

「わたくしは一度家に戻って、いろいろな後始末をしてまいります。本格的に冒険者になるにしても、手続きがありますもの」

「お父さんのことや、子爵家のこととか？」

「そうですわね。あなたたちと冒険をしている途中で、子爵家がちょっかいを出してきても困りますからね。後腐れないようにしておきますわ」

　レティシアは空をながめながら、ぼんやりとつぶやいた。

「ナギさんは、アイネや他の女の子たちに、外の世界を見せてあげてくださいな。あなたがしっかりと生活の基盤を作ったら、遠慮なく転がり込みますので」

「……そっか」

　いつの間にか一緒にいるのが当たり前になってたから、レティシアが貴族だってことを忘れてた。

　他のみんなと違って、彼女には背負ってるものがあるんだっけ。

　家名や、家族か。

　もうちょっと一緒にいたかったけど、無理は言えないか。

「あのさ、レティシア」

「なんですの？」

「お守りをあげたいんだけど、いいかな？」

「……お守り？」

「チートスキル」

　僕は小声で言った。

　しばらくすると、レティシアの顔が、ぼっ、と真っ赤になった。

「な、な、なに言ってるんですの!?　ナギさん、わたくしまで奴隷にするつもりですの!?」

「そういう意味じゃないっ！」

「ば、ばかばかばかばかっ！　息するように奴隷を増やすんじゃありませんわ！」

　ぽかぽか、ぽかぽか。

　僕の肩をレティシアが叩たたいてくる。痛くないけど。

「なにを言っておるか青髪娘よ。主さまがそんな無節操に奴隷を増やすわけあるまい」

「……そうですの？」

「主さまがお前に声をかけたのは、お主の本性を見抜いたからである」

　レギィはまったくない胸を張った。

「お主のその気品と気高さ、正義感……その向こうには、裸の自分を知って欲しいという欲求があるはず。主さまはその隠れた本性を知り、それを知らずに貴族として生きていくことを不ふ憫びんに思って奴隷に──やめて主さま。我の本体を源泉に漬けようとするのやめて──っ」

　僕は泡立つ水面すれすれまで下ろした魔剣を止めた。

「チートスキルといっても、別にレティシアと『再構築』するわけじゃない。僕独自で作った奴をあげようか、って話だよ」

　レギィが余計な口を挟む前に、僕は一息で言った。

「ちょうどイリス＝ハフェウメアから買い取ったコモンスキルがあるから。それをレティシアの手持ちのスキルと組み合わせれば、そこそこ使えるスキルができるだろ？　レティシアだって旅の間、なにがあるかわからない。だからお守り代わりに作ってあげようと思ったんだ」

「び、びっくりさせないでくださいな」

　レティシアは胸を押さえて、はぁ、とため息をついた。

「余ったスキルですか。じゃあ、これなんかどうでしょう？」




『前進防御アドバンシング・ガードＬＶ２』

『盾』で『敵』を『押し返す』スキル




「これは以前、わたくしがレイピアを装備していたときに使っていたものです。今は両手持ちのロングソードを使ってますので、盾がもてなくなってるんですわ。これなら、ナギさんが失敗して変なスキルを作っても大丈夫です」

「変なスキルって」

「『掃除道具で汚れた水を増やすスキル』とか」

　……あれか。

　確かにあれは使い道なさそうだよな。アイネは喜んでくれたけど。

「それでいいんですのよ。わたくしにとっては、大切な友だちがくれる『お守り』ですもの」

　レティシアは青い髪を指でいじりながら、照れくさそうに笑った。

「じゃあ、僕は『卵料理』のスキルを使おう」

「……いきなり使えなさっぷりが半端ないですわね」

「イリスから買い取ったスキルに、そういうのがあったんだよ」




『攪拌炒り卵スクランブルエツグＬＶ４』

『調理道具』で『卵』を『かき混ぜる』スキル




　まわりに気づかれないように小声で、っと。

「発動……『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』」




　概念を入れ替えて作り出したスキルは──




『回転盾撃シールドスクランブルＬＶ１』

『盾』で『敵』を『かき混ぜる』スキル

　盾で殴りつけることで、相手を大回転させることができる。




『卵類反射カウンターエツグＬＶ１』

『調理道具』で『卵』を『押し返す』スキル

　鍋やお玉、まな板で、卵状のもの（球体ならだいたいＯＫ）を、反射させることができる。




「さすが主さま。世界にふたつとない、完かん璧ぺきなスキルじゃ」

「いやちょっと待ってくださいな。盾で相手を回転させるって……？」




「ひったくりですぅ──っ！　つかまえてくださぁ────いぃ！」




　道の向こうで、叫び声が聞こえた。

　僕たちがそっちを見ると、覆面で顔を隠した男が、革袋を手に走ってくるのが見えた。

　その後ろには、ほわほわした感じのエルフの少女。必死に男を追いかけてる。

「どけ！　どけ！　どけ──っ！」

「……ところでナギさん。盾というのは、それと認識されるものであれば問題ないんですの？」

「……たぶんね。たとえば、そこで卵をゆでてる鍋のフタでも大丈夫だと思うよ」

　昔のＲＰＧだと「なべぶた」が盾になってるのもあったから。

　こっちの世界でも、防具として認識されるんじゃないかな。

「しょうがないですわね。貴族が困っている方を見捨てるわけにはいきませんもの」

　そう言ってレティシアは、僕に背中を向けて、スキルクリスタルを胸に押し当てた。

「どけと言ってるだろうが！　聞こえねぇのか！」

　こっちに向かって走ってくる男は、小さなナイフを持ってる。

　夕方だし、人気はほとんどないけど、目立たないようにしないとな。

「軽くいこう。レギィ」

「ひったくり相手など鞘さやから出る必要もないわ。やったれい、主さま！」

「発動『柔じゆう水すい剣術ＬＶ１』」

　スキルを起動して、ひったくりの前に魔剣レギィを突き出す。




　しゅるん。




「────な!?」

　ナイフを受け流されたひったくりの体勢が崩れた。

　つんのめって倒れそうになる先には、熱々の鍋なべ蓋ぶたを構えた、レティシア。

「悪事は許しません！　発動『回転盾撃シールドスクランブル』ですわ！」

　がつん！

　レティシアの盾──鍋のフタが、ひったくりの顔面に激突した。

　次の瞬間。




　しゅるうるるるるるるるぐるぐるぐるぐるぐるくる──っ！




　ひったくりの身体からだが大回転した。

　背骨を中心にしたトリプルアクセル。さらに４回転──８回転。

　数え切れないくらいの回転運動を披露したひったくりは、脳みそを揺さぶられたのか、泡を吹いて倒れた。

　その手から、銀貨の入った革袋が落ちた。誰かの財布みたいだ。

「なるほど。このスキルはこうやって使うんですのね」

「うん。まわりからは、あたりどころが良かったようにしか見えないのがポイントだ」

　チートに見えない、チートスキル。

　レティシアが怪力の持ち主に見えるから、威嚇にも使えるすぐれものだ。

「あ、ありがとうございましたぁ！」

　息を切らせて走ってきたエルフ少女が、僕たちの前で頭を下げた。

　僕たちは彼女に革袋を渡して、足湯の受付の人に衛兵を呼ぶようにお願いして、その場を離れた。長居は無用だ。鍋なべのフタを勝手に使っちゃったお詫わびにゆで卵を買い占めたから、みんなへのおみやげにしよう。

「主さまー。『働かないで生きられる』ようになったら、家に足湯を作っておくれー。熱いお湯が流れるやつ」

「確かにそれは魅力的だな」

「燃料代がかかってしょうがないですわよ。普通のお風ふ呂ろで我慢なさい」

　なぜか僕とレティシアの手にぶら下がってるレギィ。

　レティシアは気にしてないみたいだから、いいけど。

「ナギさん」

「うん」

「このスキルは、ありがたく使わせていただきますわ」

　レティシアは胸を押さえて言った。

「わたくしは、貴族とは人を守るものだと思っています。ですので、この力はそのために使わせていただきます。ま、まぁ、あなたから『ちーとすきる』をもらった中で奴隷でないのはわたくしだけ、というのは気になりますけど」

「僕からスキルをもらった人が奴隷になるとかいうルールないから」

　そうなると、最初に僕がスキルを売った奴隷屋のおっさんとも主従契約しなきゃいけないことになるから。

「この『調理道具で卵を押し返すスキル』も、ありがたくちょうだいいたしますわ。本当は代金をお支払いするところですけど──値がつきませんわね。レアすぎて」

「いいよ。レティシアには、屋敷までもらってるんだから」

　実際のところ、そっちの方がはるかに大きい。

　僕のスキルはレアすぎて売れないから、レティシアが使ってくれれば、それでいいや。

「では……ここでお別れですわね」

　僕たちは橋のたもとで立ち止まった。

　レティシアはこれから、知り合いの商人の店へ行く。そこで馬車に乗り、この町の近くにある集落まで同行するらしい。

　そこで商品を納入するのにつきあって、それからメテカルに向かうそうだ。

　荷物はもう商人さんのところに預けてあるらしい。

「アイネたちをお願いいたしますわ。あなたが信頼できる人だとはわかっていますが、あの子たち、すぐに無茶しますから」

「わかってる。できるだけ無理はさせないようにするよ」

「魔剣のレギィさんも、ご主人様をしっかりお守りするんですのよ？」

　レティシアはしゃがんで、レギィの目を見て話しかけた。

「わかっておるわ」

　レギィは僕の手を握ったまま、しっかりとうなずいた。

「じゃが、別れとはつらいものじゃな。短い間じゃったが、青髪娘は我のお気に入りじゃった」

「あら？　そうでしたの？」

「そうじゃ。昔、とある王の宝剣じゃったときに出会った高貴な姫君にそっくりじゃ」

「……姫君」

　目を輝かせて言うレギィに、レティシアは照れくさそうな顔になる。

　姫君かぁ。

　子爵家の令嬢だから、お嬢様には違いないよな。

「……レギィの記憶にあるお姫様も、レティシアのように気品ある人だったんだろうな」

「当たり前じゃ。気品に満ちた姫君じゃったとも。じゃから、最後まで自分の性癖を認めようとはしなかった」

　……おい。

　なんか変なこと言い出したよ。

　レティシアも目が点になってるし。

「その姫君は、青髪娘と同じように剣の使い手じゃった。最初は軽装の鎧よろいで身を固めておったのじゃが、徐々に自分の魅力で注目を集める喜びをおぼえ、鎧の面積が小さくなり、最後には胸と腰だけを覆う鎧──いや、もちろん全身を守る魔法の鎧だったのじゃが──を着るようになり、裸同然の姿で王を護衛するようになっておった。青髪娘よ、試してみるとよい。自分の本性を知るのは早い方がいいからの。でないと、歯止めが利かなくなり、やがては紐ひものような鎧を着て──やめて主さま。我の本体を川に沈めようとするのやめてーっ！」

「ったく。レティシアがそんなふうになるわけないだろ」

　レティシアは子爵家のお嬢様で、正義の貴族だ。

　実はひそかに尊敬してるし、助けを求められたら無条件で手を貸すつもりでいる。

「だいたい、そのお姫様とレティシアの共通点ってなんだよ」

「ぼっちが嫌い」

　レギィは言い切った。

　僕とレティシアが、反論する隙もないくらい、きっぱりと。

「その姫君は仲間外れが嫌いでなぁ。ゆえに、大切な人の注目を求めておった。露出の高い鎧を着るようになったのはそのせいじゃ。じゃから、青髪娘も己にそんな性質があるかどうか、主さま相手に試してみるべきじゃと思うのじゃよ」

「ばかなことを言うものではありませんわよ、レギィさん」

　ていっ、って感じで、レティシアがレギィの額をつっついた。

「わたくしはもう、ひとりぼっちを怖がってなどいませんわ。だって、新しい友だちがいますもの。貴族の中でひとりぼっちだって、どうってことないですわ」

「つまらんのぅ」

「あなたの思い通りにはなりませんよーっ、ですわ」

　いーっ、と歯をむき出すレティシア。

「それじゃ、行きますわ」

「ああ、気を付けて」

　僕とレティシアはお互いの手を握った。

「街道のゴブリンは倒したけど、血のにおいで別の魔物が出てくるかもしれない。警戒は厳重に」

「わかりましたわ」

「沼地のスライムとは仲良くなったけど、まわりには鳥型の魔物がいたよな。商人のキャラバンに進言して、弓兵を用意しておいた方がいい」

「そうですわね。わたくしから言っておきます」

「街道は整地が悪いから、道の左側が盛り上がってる。たぶんそっち側は揺れるから、馬車に乗るときは反対側に。急な戦闘になったとき、三半規管が揺れてると危ないからね。それと──」

「あなた、この短期間にどこまで観察してますの!?」

　しょうがないだろそういう性格なんだから。

　できるだけ楽に生き延びるためには、地形や環境を知るのだって大事なことだし。

「わかりました。忠告は感謝いたします。わたくしも、楽しみができましたので」

「楽しみ？」

「アイネや、あなたのかわいい奴隷たちの未来、とだけ言っておきますわ」

　そう言って、レティシアは僕の手を放した。

　レギィとも握手して、そして、僕たちに背中を向ける。

「それじゃ、またねですわ。変なご主人様のソウマ＝ナギさん。愛剣のレギィさん」

「『愛剣』か！　よいな！　その称号いただくぞ！」

　歩き出すレティシアに、レギィがぶんぶん、と手を振ってる。

　そのままレティシアは橋を渡り、大通りの方へと歩いていった。

「なんだか、寂しいな」

　レティシアと出会ってから、ほんの数日しか経たってないのに。

「はっ。なにを言うか主さま。王とは孤独なものじゃよ」

　レギィが赤いツインテールを揺らして振り返る。

「あまたの臣下や寵ちよう姫きと出会い、別れる。それが王の宿命じゃ」

「いや、僕は王じゃないし。友だちと別れてさみしいのは当たり前だろ？」

「ならば元の世界で、友だちとやらはおったのか？」

「……………………回答は拒否で」

　小さいころは、家の事情で転校ばっかりしてたから、友だちを作る時間なんかなかった。

　一人暮らしをはじめてからはバイトばっかりで……つまり……その……。

「そういうお前はどうなんだよ。レギィ？」

「はっ。なにを言うか主さま。魔剣とは孤独なものじゃよ。友だちなど……」

「…………」

「な、なんじゃ主さまーっ！　その無駄に優しい目は──っ！」

「お前こそ。なんで涙ぐんでるんだよ」

　何な故ぜか橋のたもとで見つめ合う、僕とレギィ。

　やがてレギィは、僕から視線を逸そらして、照れくさそうに、

「あのな、主さま」

「なんだよ。レギィ」

「主さまにとって、剣である我は、信頼する武器じゃろ？」

「お前だって、僕が本体を持ち歩いてないと、遠くへは移動できないよな」

「じゃから、我らは信頼関係で結ばれていると言っても過言ではあるまい」

「間違ってはいないな」

「なので、主さまと我は、主従関係を超えた友情を結べると思うのじゃよ」

「お互い、命を預けてるからな」

　がしっ。

　なんとなく、僕とレギィは手を握り合った。

「初心者冒険者の僕にとっては、魔剣のお前じゃないと人並みに戦えないもんな」

「主さまは我を大事に扱ってくれている。信頼しておるよ」

　ただのえろす魔剣だったレギィも、変わりはじめてるのか。

　そうだよな。スキルも変わったし、こうして一緒に旅をするようになったんだから。

「友情の証あかしとして、我の願いを聞いてくれぬか？」

「とりあえず言ってみて」

「どこかからスライムを調達してきて、奴隷たちの寝床に忍び込ませ──」

「やっぱりお前は奴隷でいいや」

「主さまのいじわる──っ」

　そんなわけで、主従関係と、そこはかとない友情みたいなものを感じながら、

　僕とレギィは手をつないで、別荘に戻ったのだった。


















第９話「招かれざる客と、水分を操る者」








「そうですか。レティシアさま、帰っちゃったんですか」

　夕食の席で、セシルはさびしそうに言った。

　テーブルを囲んでるのは、僕とセシルとリタ、アイネの４人。

　メニューはおみやげのゆで卵と、デンガラドンイノシシのハムだ。

　アイネはうっかり、５人分の食器を出して、困ったような顔してる。

　リタも、レティシアのにおいが消えたせいか、落ち着かないみたいだ。

「また、きっとすぐに会えるの」

　みんなにスープを配りながら、アイネは言った。

「だよね。レティシアには、こっちの住所はわかってるんだし、僕たちも当分移動する予定もないからな」

「ですよね。このまま、何事もなく、イルガファに向かうだけです」

「旅も、ほとんど終わったようなものよね」

　そう言って僕たちは、夕食にとりかかる。

　セシルとリタが手伝って作ったハムの炒いため物は、ちょっとからいけどおいしい。ゆで卵入りのスープも、落ち着く味だった。僕たちはこれからの予定を話しながら、のんびりと食事をしてる。

　考えてみれば、これからずっと４人で暮らすわけなんだけど。

　いつの間にか普通になじんでるな、僕たち。

　出会ってそんなに時間は経たってないはずなのに。

　……なんだか、不思議な気分だ。

　ずっと、こうしてたような──そんな気がしてくる。

「イルガファまではあと１日の道のりだけど、気を引き締めていかないとね」

　パンにスープをしみこませながら、リタは言った。

「冒険者でも、商隊でも、町に着く直前に魔物に襲われるってこともあるんだから」

「わかってる。家に着くまでが遠足だ」

「その例えはよくわかんないけど、ちゃんと装備を──」

　言いかけたリタの言葉が、途中で止まった。

　真剣な顔になり、僕の目を見つめる。

「ナギ。気配を感じる。誰かこっちに来るわ」

「魔物？」

「……ううん。金属音がする。人間よ」

　リタの声を聞いたアイネがホウキを取り、窓に近づいた。

「兵士みたいなの。数は３人。こんな時間に……？」

　嫌な予感がする。

　時間を考えずに訪ねて来る相手ってのは、だいたいろくなもんじゃないんだけど。

　ヒーラーが来たのか？　でも、足湯に行くついでに断ってきたはずだよな。

「僕が話してみる。セシルは僕の後ろで待機。アイネはなにかあってもいいように準備してて」

「ナギ、私は？」

「リタは部屋からレギィを取ってきて。あと、万が一の時にはイリスへの連絡役になってくれ」

　リタなら、ハフェウメアの屋敷まで素早く行って戻ってこれるはず。

「わかったわ」

　獣耳を揺らしながら、リタは僕の指示に従った。

　さて、と。

　招かれざるお客様は、なにをしに来たんだろうな。










「夜分に失礼する！」

　ドアを叩たたく音がした。

「我々はイリスさまにお仕えする護衛の者である！　ドアを開けられよ！」

「……なんだよ、こんな時間に」

　僕はあくびのふりをしながら「半分寝てました」って顔でドアを開けた。

　ドアの向こうに立ってたのは、鎧を着た３人の男たちだった。

　先頭に立ってるのは、髭ひげを生やした大柄な男性。

　いかにも屈強な戦士、って感じだ。

「こっちは仲間が体調悪いんだ。大声出さないでくれ」

「こちらも急ぎだ」

「わかってるよ。ヒーラーを断ったから、仲間の魔法使いのことをイリスさまが心配してるんだろ？　あとで本人に挨あい拶さつに行かせると伝えてくれ。いい子だからすぐに仲良くなれると思う、って」

　話を振ってみる。

　髭ひげ面づらの兵士は、唇をゆがめてこっちを睨にらんだ。

「それとも、僕がこれからイリスさまのところに行こうか？」

「必要ない」

「ついでに本を返そうと思ってたんだけど」

「そっちはすぐに返していただこう」

「……どうして？」

「貴殿らのような得体の知れない者を、これ以上イリスさまと会わせるべきではないと、マチルダさまがおっしゃっている。我々はそれを伝えるために来たのだ。朝になったら、さっさと町から出て行け」

　気をつけの姿勢のまま、髭面の兵士は言った。

　マチルダさま──あのメイドさんか。

　彼女がこいつらをここによこした。警告のために？

　……いや、違うか。

　後ろのふたりは、僕が逃げられないように、左右に分かれて待機してる。

「なお、これから我々は厳戒態勢に入る。屋敷に近づいた者は誰であれ排除する。覚えていてもらおう」

「誰であれ？」

「そうだ」

「雇った冒険者たちは？」

「やつらには屋敷の外を守ってもらう。お前は立場がわかっていないようだな。よく聞け」

　兵士たちは剣の柄つかを、かちん、と鳴らした。

「我々はイルガファ領主家より正式に雇用されている兵士──すなわち正規兵だ。一時雇用の冒険者とは身分が違うのだ！」

　……この世界にもこういう奴らがいるのか。

　身分とか立場とか──くだらない。目的は一致してるんだから、協力すればいいのに。

「イリス、こんな奴らを選んで雇ってるのか……？」

「馬鹿なことを言うな！　イリスさまがそんな雑事に構うわけがなかろう！」

　正規兵が胸を張って告げた。

「我々は領主さまから直接に雇われている！　イリスさまは巫み女ことしての使命や、祭りの準備、イルガファの貿易収支の計算や在庫管理など、さまざまな仕事をされている。兵士や冒険者を雇うようなつまらないことは、すべて領主様やメイドの仕事だ」

「ちょっと待った」

　イリスの仕事は祭りの巫女と、財務とかの書類仕事。

　重要人物で、自由に外を出歩けない。今回の墓参りが例外。

　自分のまわりにいる人間を、選ぶこともできない──ってことか？

「……その仕事って、イリスが自分で望んでやってることなのか？」

「イルガファを守る巫女であるイリスさまを、領主さまが信じて任せていることだ。これ以上の名誉がどこにある？　それだけの仕事を任されるということは、信頼の証あかしではないか！」

「でも、自分の居場所も、まわりにいる人間も選べないんだろ？」

「イリスさまは重要人物である。また、領主さまからいつ仕事を申しつけられるかわからないため、常に待機しておられる。ゆえに、イリスさまに余計な知恵をつけるお前たちは邪魔なのだ」

　吐き気がした。

　そっか、イリスには巫女としての地位はあるけど、人事権も仕事を選ぶ権利もないのか。

　地位は高いけど、自由はない。いつ仕事を押しつけられるかもわからない。

　それって……自由のない中間管理職って奴じゃないのか……？

　仕事の配分も決定権も、全部上司に持って行かれて、自分は責任だけを負わされる。しかも、町を背負う巫女としてのプレッシャー付き。命は狙われる。現場には言うこと聞かない奴がいる。祭りをきちんとこなしても、休暇がもらえるわけじゃない。

　中間管理職としても、かなりたちが悪いよな……。

「……おかしいだろ、そんなの」

　元の世界にも、同じような立場の人がいたっけ。

　僕のバイトした職場の中で、比較的「まともな大人」をやろうとしてた、中間管理職の人。

　本部が現場の状況も、時間も無視して振ってくる指示を守ろうとして、現場のバイトに泣きつきながらなんとかそれをクリアしてた。その後、限界が来て、耐えきれずに本部に抗議してにらまれて──結局、退職に追い込まれたんだ。

　辞めるとき、バイトの僕にも挨拶してくれた人だったから、よく覚えてる。

　あれを見たあと、絶対に中間管理職にはならないようにしようって思ったんだ。

　……でも、イリスの場合はもっとひどい。彼女は『巫女』の立場にしばられてて、仕事を辞めることもできないんだから。

　せめてイリスに自由と決定権をあげて、少しでも楽に仕事ができるようにしてあげればいいのに。

「自分でなにも選べないって──あんたたちは、それをおかしいと思わないのか？」

「思うものかっ！」

　言い切った。

「我々は先代からイルガファ領主家に仕えている。勤務期間も15年を超えている。それだけ優秀だと認められているのだ！　我々ほど、イリスさまのお気持ちを理解している者はいない！　なのに……冒険者がイリスさまの生き方をどうこう言うとは、思い上がりもはなはだしいな！」

「僕はイリスの友だちだ」

　なりゆきだけど。

　でも、イリスは僕たちを対等に扱ってくれた。

　約束も守ってくれたし、奴隷のリタにだって丁重だった。

「同情するくらい、いいだろ」

「ふざけるな！　そもそも、仲間が病気だから依頼を受けないなどと、お前たちは仕事をなめているとしか思えん！　そういう奴が近くにいることは、我々の勤労意欲の妨げとなるのだ！　どうしてくれる！」

「知らねぇよ！」

「とにかく、お前たちも、お前たちの情報も必要ない！」

「……情報って」

　僕たちはアンデッドと『黒い鎧よろい』の情報について、町の衛兵にちゃんと伝えたんだけど。

　目撃証言として、鎧の中身がどろどろした異形の化け物だってことも教えた。鎧がかなり硬かったってことも。魔法の剣か、そうじゃなかったらウォーハンマーみたいな打撃系の武器で関節部を潰つぶして動きを封じた方がいいとまで意見した。

　こいつら、それをちゃんと聞いてるんだよな？

「はっ！　我々正規兵が、貴様等らからの情報など参考にするわけがなかろう」

「……正気かよ」

　元の世界にも現場の人間の意見を無視する上司っていたけどさ。

　こっちの世界では命がかかってるのに。

「態度が悪いな。貴様」

　髭面の兵士が、舌打ちをした。

　それを合図に後ろの兵士たちが、剣を抜いた。

「もしかしたらお前が『黒い鎧リビングメイル』を操っていたのではないか？」

「だったら、あんたたちが来た時点で逃げてるよ」

「我々を油断させる罠わなかもしれん。敵ならば、痛めつければ正体を現あらわすだろうよ」

「正体を現さなかったら？」

「それは正体を隠すのがうまい敵だ！」

　ふざけんな。

　こいつら、最初からこっちの話を聞くつもりなんかないのか。

「イリスさまに対等の友人など必要ない。外の人間がどれだけ信用ならないものか……頼れるのが我々だけだということをお教えするべきなのだ！」

「最低の教育方針だな」

「巫女は、外で生きるすべをもたない。そうでなければいけない。だからお前は邪魔なのだ」

　兵士が剣を構える。両刃のグレートソードだ。

「それに、正規雇用された兵士が、ただの冒険者に助けられたとなれば査定に響くだろう？　お前たちが敵だということにすれば、我々のミスは消える。

　お前たちはリビングメイルとアンデッドを操っていた。イリスさまに近づくため一芝居打ったというわけだ。なんとあくどいのだろうな。真面目な我々がうっかり騙だまされるのも無理はないだろう？　お前の腕か足を持って行けば、イリスさまも真相に気づかれるだろうよ。いい考えだと思わないか？」

「全然」

「……なんだと？」

「作戦に無理がありすぎる」

　ちょっと突っ込まれたすぐにぼろが出るレベルだ。

「僕たちがいなくなったあとイリスが襲われたら、僕らを逃がしたあんたたちの責任になる。僕たちが敵なら、イルガファ領主家の兵力や作戦についての情報を持って逃げることになるからな」

「……う」

「かといって僕たちを縛ってイリスの前に引き出せば、僕たちは無実を主張する。徹底的に話を長引かせる。捕まってる間に『リビングメイル』が攻めてきたら、そこで僕たちの無実が確定する。イリスをさらうって目的をまだ果たしてないんだから、敵はいつか来るんじゃないのか？」

「敵はお前たちを救うために来た、と言えばいいだけだ」

「イルガファ領主家の兵団は、容疑者とイリスを一緒に移動させるのか？」

「……そ、それは」

「そんなわけないよな。僕たちはイリスと引き離される。敵がイリスを襲うなら、僕たちがその場にいることはない。ゆえに、あんたの主張は成立しない」

「……う、うるさい！　殺すぞ貴様！」

「現場の判断で容疑者を殺したら査定に響くんじゃないのか？」

「ごちゃごちゃと！　口ばかりの冒険者が！」

　……情報収集のために話してみたけど、時間の無駄だったか。

　こいつら、ろくな情報を持ってなかった。

　でもまぁ、イルガファの正規兵が信用できないってわかっただけでも収穫かな。

「あんたたちの最大のミスは──」

　僕は手を挙げる。

　攻撃のタイミングを伝えるために。

「たかが正規兵が、チートキャラを連れてる奴にケンカを売ったことだ！」




「まったく甘過ぎです。あなたたちには『ちぃとすきる』を使うのももったいないです」




　セシルの声が聞こえた。

　僕の背後で、腰に手を当てて立ってる。声が聞こえる。詠唱だ。

　セシルの唇から、同時にふたつの呪文が流れ出てる。




「精霊よわが前を照らせ。『灯りライト』！」

「精霊の息い吹ぶきよ我が敵を撃て。『炎の矢フレイムアロー』！」




　セシルは細い腕を振り、指先を兵士たちに向けた。

　右手の指先から発射されたのは、光の玉。

　左手の指先から発射されたのは、炎の矢。

　炎の矢は髭面兵士の胸を打ち、光の玉は背後にいた兵士の顔面を直撃する。

　セシルの新しいスキル『二重詠唱ダブルキヤスト』だ。

　同時にふたつの呪文を唱えられるようになってる。

　さらにセシルは連続詠唱。レベル１魔法を撃ち続ける。

「ぎゃあああああああっ！」「目が、目がああああっ！」

　次々と繰り出される魔法を浴びて、兵士たちは悲鳴を上げる。

「私のご主人様から離れなさい。無礼者」

　げしっ、どがっ、ぐぼぁ。

　さらに、飛び出したリタの蹴けりが、３人の男たちを吹っ飛ばした。

　地面に転がったその男たちの頭上から、さらに、

「あ、ごめんなさい。手が滑ったの」

　ばしゃん。

　アイネがぶっかけた泥水が直撃した。

「すぐに綺き麗れいにするの。地面を」

　ばしゃん、ばしゃん、ばしゃん。

　アイネは地面に並べた桶おけから、兵士たちに泥水をかけていく。

　兵士たちの足下に水たまりができていく。

「なぁくん危ないから、そこにいて。安全距離から動かないでー」

　アイネはモップを構えて、僕に向かって一礼。

「安全距離？」

　僕は玄関先にいる。アイネからの距離は、10メートルくらい。

「このスキルの効果範囲は、それくらいなの」

　アイネが水たまりに、モップを叩たたきつけた。

　呆ぼう然ぜんとしてる兵士の顔をにらみながら、宣言する。

「なぁくんに剣を向けた罪は万ばん死しに値するの。くらうといいの、必殺『汚水増加ＬＶ１』」

　モップが──高速回転を始めた。

　アイネの足下で、水たまりが渦を巻く。水の量が増していく。

　同時に、僕の足下──正確にはつま先ちょっと先の地面が、ひび割れた。

　生えていた雑草があっという間に枯れていく。

　まるで、水分を奪われたみたいに。

「ぐ、ぐああああああああああっ！」

　髭面兵士が、足を押さえて絶叫する。

　鉄のすねあての隙間から、赤みがかった水が流れ出てる。

　あれは──兵士の汗──いや、身体からだの中の水分？

「……増加分の水を、まわりから強引に吸い取ってるってことか」

『汚水増加ＬＶ１』は、アイネが掃除道具で触れた『汚れた水』を20％増加させる。

　そして増加分の水は、まわりから強制的に吸い上げてる。

　地面からも、植物からも、空気からも。人が汚水に触れていれば、その体液からも。

　スキルの使用者である、アイネを除いて。

「やめろ、やめろ、なんだこれはああああああ！」

「アイネはなにもしてないの。ただ、汚水を増やしてるだけ」

「ぅがああぁぁぁぁ！」

　兵士の両足が痙けい攣れんを始める。

　桶５杯分の泥水の20％ってどのくらいだろう。

　少なくとも、重度脱水症になるくらいの水分にはなりそうだ。

「ひーっ、ひーっ……ひぃ………………」

「アイネ、ストップ。このままだとこの人死んじゃうから。ここに死体があると面倒なことになるから」

「はい、ご主人様」

　アイネはモップを持ち上げた。

　水面の渦が消え、増えた泥水がまわりに向かって流れ出す……ってちょっと待て。

　いま、汚水を空間的に固定してなかった？

　このスキルって、半径約10メートルの汚水を、20％増やした状態で、スキルを解除するまで固定するのか？

　……こえー。『汚水増加ＬＶ１』こえー。

「が、がはっ。ば、ばかな、魔法使いは病気ではなかったのか……話が違う」

　兵士３人のうち、ふたりは目を押さえて転がってる。

　髭面の兵士は水たまりに手足をついて震えてる。

「あんたたちの価値観は理解できないけど、敵対するつもりはない。僕たちは働かないで暮らすのが目的で、それ以外のことはどうでもいいんだ。さっさとイリスの護衛に戻れよ」

　もちろんその前に、アイネの『記憶一掃ＬＶ１』で、ここ数十分の記憶を消すけど。

「う、うるさい！　我々は誇り高き正規兵だぞ！　一時雇用の冒険者に指図される覚えは──」

「誇りがあるなら仕事しろ！　任務ほったらかしてくだらないことしてんじゃねぇ！」

　僕が敵だったら、今すぐイリスをさらいにいく。

　正規兵はアンデッドにやられて、たぶん、まだ回復しきってない。

　冒険者は雇われたばかりで、連携が取れてない。

　墓地の護符が壊されたことで、町の衛兵はそっちに気を取られてる。

　敵に戦力があるなら、さっさと攻め込むのがベストなんだ。

「──ってことは考えないのか!?」

「こんな町中で襲撃などあるものか!?　あったら責任を取ってこの命を捧ささげてやるわ！」




「敵襲だーっ！」




　兵士がわめいた直後に、川の向こうから叫び声が響いた。










今回使用したスキル


『汚水増加ＬＶ１』

　掃除道具で『汚れた水』を増加させるスキル。

　増加率は10％＋ＬＶ×10％。効果範囲は使用者を中心とした半径10メートル前後。

　増える分の水は、土や植物、空気など汚水に接触しているものから強引に吸収する。

　アイネ以外の人間が汚水に触れていた場合は、体内の水分が奪われるのでとても危険。

　また、汚水の上に洗濯物を干してスキルを発動するとあっという間に乾く、という隠れたメリットがあるので、アイネにはぴったり。











第10話「クレーム対応と、伝説の目撃者」








　遠くに見える、たくさんのかがり火。

　あれはたぶん、イリスの家が雇った冒険者たちのものだ。

「リタ、『気配察知』を」

「……この足音と、羽音は……わかりました」

　リタが目を見開いて僕を見た。

「昨日の『リビングメイル』です、ご主人様。町の大通りを歩いてます。イリスちゃんがいる超高級別荘地帯に向かってるわ。それと空を飛ぶ魔物が多数。羽音からコウモリだと推定されます」

　ここからは少し距離がある。

　リタの『気配察知』でも、わかるのはそこまでか。

「……魔族だ」

　髭ひげ面づらの兵士が、震える声で言った。

「みんなが噂うわさしていた通りだ。あの『リビングメイル』は魔族が操っていたのだ！　魔族の生き残りがイルガファを滅ぼし、対魔王戦の補給路を断とうとしているのだと！」

「はぁ!?」

　なに言ってんだこいつ。

　僕はセシルの方を見た。目を見開いてた。震えてた。怯おびえてた。

　目の前にいる兵士を、このまま干物にしたくなった。

「実際に魔族を見た者がいるのだ！　頭には二本のねじれた角を生やし、背中にはコウモリの翼があったと。自らを『魔族』と名乗り、ひとの世界のすべてを滅ぼすと叫んでいたと！」

　でも、髭面兵士は叫び続ける。

「誰から聞いた？」

　僕が聞くと、兵士は、ひっ、と悲鳴をあげる。怯えてる。

　噓うそついてるようには見えないけど。

「噂の出所など知らん！　だが、みんな言っているんだから本当だ！」

　ありえない。

　魔族はセシルを残して滅んだ。残留思念アシュタルテーも言ってたし、魔族のセシル自身がそう証言してる。セシルのステータスにも『魔族』って出てるし、そのセシルが人間を憎んでないってことは、『命令』した時に確認してる。

　それに──。

「ねじれた角を生やしてコウモリの翼だと？　そんな中二病の魔族がいるかっ!?」

　つまんない噂で、セシルを怯えさせるんじゃねぇ。

「魔族はちっちゃくてけなげで、全身どこも柔らかくて手触りが良くて、いいにおいがして、かわいい声を出すんだ！　お前の話はまったくのデタラメだ！」

「な、なぜ言い切れるのだ!?」

「僕の故郷は東方の島国だ。そこには魔族の絵姿と、詳しい記録が残ってた」

　噓だけど。

「そして僕は魔族の研究者だ。だから魔族の姿も、弱点も知っている」

　こっちは本当だ。

　セシルが不思議そうな顔をしてる。

　僕は正規兵たちにわからないように、さささっと、自分の耳の後ろ、わきの下、鎖骨を指さす。

　魔族というか、さっき確認したセシルの弱点だけど。

「……ぷしゅぅ」

　意味がわかったのか、セシルが真っ赤になって崩れ落ちる。かわいい。

「この世界で、僕ほど魔族に近い人間はいない。その僕に、いい加減なこと言うんじゃねぇ！」

「……だ、だからといって敵が魔族でない証拠は……」

「それはこれから証明してやる。お前は寝てろ！」

　僕の合図で、後ろに立っていたアイネがモップを繰り出す。

　顔を撫なでられた兵士たちは『記憶一掃ＬＶ１』のスタン効果で気絶。

　全員まとめて水たまりに倒れ込む。

「リタ、敵がこっちに来る気配は？」

「ないわ。『黒い鎧リビングメイル』とコウモリは、川の前で交戦中。ここからはかなり距離がある。それに、敵の目的はイリスちゃんでしょ」

「僕たちを襲う理由はないか」

「正規兵と冒険者でやつらに勝てると思う？　ナギ」

「僕の経験から言うと、元請けと下請けが一緒に仕事するときは、きちんと話し合いができてて、情報が行き渡ってて、お互いのできることとできないことがわかってて、地位とか立場で差別しないでお互いのスキルを認め合ってればうまく行くんだけど」

「絶望的ね」

「だよね」

　おまけにイリス側の戦力の一部は、僕の足下で転がってる。

　敵を撃退してもしなくても、肝心な時に遊んでたわけだから、こいつらの人生は終わりだ。終わっちゃった人生なら、僕たちが利用したっていいよな。

　僕たちを『友だち』って呼んだイリス──彼女の危機。

『偽魔族』の噂。

　僕たちの平和な生活。

　全部の問題を解決するために、こいつらを利用させてもらう。

「それじゃ、みんなでイリスにクレームを入れに行こうか」

　僕は言った。

　みんなの目が点になった。

「部下のミスは上司の責任だろ？　で、こいつらはイルガファ領主家に正規雇用された兵士さまだ。そいつらに僕たちは殺されそうになったんだから、文句を言う権利くらいあるよな？」

「ちょっと待ってナギ。イリスちゃんを助けに行こうって話じゃないの？」

「違う。僕はイリスにクレームを入れたいだけだ。だから、それを邪魔する敵は全力で排除する」

「──あれ？」

「僕たちはイリスを落ち着いて話ができる場所まで連れ出して、クレームを伝える。こいつら兵士がやらかしたことを伝えて、責任者として謝ってもらって、粗品をもらう。それを邪魔する敵はぶちのめす。それだけだ」

「素直じゃないわね……それって助けるってことじゃない」

　まぁ、そうなんだけどね。

　関わっちゃったからな。ほっとけない。イリス、あんなにちっちゃいのに。

　元の世界のバイト先にいた中間管理職の人みたいに、自由も選択肢も持てないままで、いなくなるところなんか見たくない。

　巫女と中間管理職やらされて、さらわれて──最悪、殺されたら、後味が悪すぎる。

　それに、イリスには無事でいてもらわなきゃいけない理由がある。

　この世界に来て間もない僕にとって、イルガファ領主家に友だちがいるってのは、かなりのアドバンテージになる。今回借りた『魂約』についての本だって、かなりの貴重品だ。

　そして、髭面兵士たちが僕たちにやったことは、今すぐイリスに伝えておかなきゃいけない。できればイリスには『正規兵が僕たちを襲った』って公式に認めて欲しい。後でこいつらが適当なことを言っても困るからね。

　それに、これから僕たちはイリスの地元で暮らすことになる。『魔族がイリスさまをさらった』なんて話になったら、落ち着いて暮らせない。イリスを襲う敵の正体くらいは、確かめておきたい。

　敵が本当に『偽魔族』なら──二度とこんな真ま似ねができないようにしてやる。

「というわけで、僕たちの目的は敵中を突破してイリスの元に行くこと。クレームを入れて『粗品』をもらうこと。そしてできれば『偽魔族』の情報を得ることだ。いいな」

　僕はみんなに作戦を話した。

　リタには予備のスキルクリスタルを渡しておく。こっちは万が一の時のためだ。

　僕は魔剣レギィをつかんだ。

　頭の中に『よく言うわ。この「ツンデレ」主ぬしさまめ』って声が響く。うるさいな。そんな言葉どこで覚えた──って、教えたの僕か。

　この世界にない言葉は音として翻訳されちゃうんだよな……。

　まぁいいや。

　さぁ、待ってろイリス＝ハフェウメア。

　君に罪はないけど、雇用主として僕からのクレームを聞いてもらう。

　そして……もしも本当にいるなら──待ってろ『偽魔族』。

　セシルの身内を騙かたった罪は、全力で償わせてやる。










「なんでこんなことになったの……死にたくないよ……」

　闇の中、エルフの少女がぼんやりとつぶやいた。

　彼女はイルガファ領主家に雇われた冒険者のひとりだった。

　武器は弓と低レベルの攻撃魔法。

　そしてこれが初仕事。

　緊張して参加した彼女の目の前で、味方は全滅しかけていた。

「……こんな話聞いてないよぅ」

　どうして、こんなについてないんだろう。

　育ての親と仲が悪くて、村を飛び出して、やっと冒険者のパーティに入ったと思ったら、見習いとしてこき使われて……初参加のクエストでパーティは壊滅。

　一緒に依頼に参加した冒険者たちも、ほとんどが地面に倒れている。

　イルガファ領主家から受けた依頼は「魔物がイリス＝ハフェウメアを狙っているから守って欲しい」──それだけだ。

　敵が『リビングメイル』だなんて聞いてない。

　その上、大量のヴァンパイアバットを引き連れているなんて情報はまったくなかった。




『ヴァンパイアバット。

　大コウモリの上位版。

　身体からだも翼も赤い。その爪で、敵を切り裂き、食いついて血を吸う。

　爪と牙きばにスタン効果がある』




　そのスタン能力で、冒険者たちは次々に倒された。

　最初に回復役が、次に魔法使いがスタンさせられた。戦える者はもう、５人を切っている。

　防衛線は橋の前。橋の向こうはイルガファ領主家の別荘がある。

　自分たちの仕事は、敵に川を越えさせないこと。

　敵は十数体のリビングメイル。それだけでもやっかいなのに、空を飛び回るコウモリが、頭上からしつこく攻撃を仕掛けてくる。

「ああもう、こっちこないでよ！　あたし初心者なんだからっ！」

　彼女が放った矢は、空を舞うヴァンパイアバットに軽くかわされる。

「……もうやだ、おうち帰りたいですよぅ」

　時間は夜。周囲は暗闇。

　連携の取れない味方。

　指示だけして、屋敷に引きこもってしまった正規兵。

　それによる情報の不足。

　すべてが冒険者たちにとって不利に働いていた。

　リビングメイルたちは横一列になり、町の大通りをこっちに向かってくる。

　エルフ少女の後ろには川と、幅広の石橋。

　そこを突破されたら、イルガファ領主家の屋敷はすぐそこだ。

「どうして正規兵は来てくれないんだああああああっ!?」

　前衛で戦う戦士がリビングメイルに殴り飛ばされた。

　かろうじて楯たてで防いだものの、腕力に差がありすぎた。戦士の身体が吹き飛び、エルフ少女の足下に転がる。




『われらは納期を守らねばならぬ』

『われらの主あるじの願いを叶かなえるために』

『それは魔の復権。みのほどを知らぬひとに思い知らせるための』




　リビングメイルたちは叫びながら、横一列になって進み来る。

　進路を遮るものは、なにもない。

　ぐちゃぐちゃと音がする。ヴァンパイアバットがリビングメイルの中からこぼれおちる肉を食らっている。彼らは共生関係にあるのだ。こんなの見たことない。こいつらを操っている奴がいるとしたら、それは本当に魔族のような生き物だ。

『我は魔の味方。海竜の末まつ裔えいの血を欲している。それをもって世界を変革する』

　リビングメイルが叫んでいる。

　もうすぐ、こっちに来る。

　エルフの少女は震えながら弓を構える。

「やだ。死にたくない。こんなのやだ──誰か、誰かぁ！」




「はいはい。これからご主人様が通るから、道を開けなさい！」




　がいいいいんっ！

　暗闇から飛び出してきた誰かが、リビングメイルの頭を蹴けり飛ばした。

　エルフ少女の視界に映ったのは、金色の、獣のような影。

　リビングメイルに攻撃を食らわせた獣は、空中で一回転して着地。

　地面に転がっている冒険者たちの襟首をつかんで、「ふん」と放り投げる。蹴り飛ばす。なんて力！　一瞬だけ獣の手足が青白く輝き、冒険者たちの身体が戦闘エリアの外に転がっていく。

　あの光は──『神聖力』!?




『この世界の始まりに在りし根源を呼び覚ます。すべての生命を作り出し、すべての生命の導きとなるもの』

『それは無形の城壁。世界のはじまりに在りし、ゼロの火炎。天空を焦がすもの』




　詠唱が聞こえる。どこから響いているんだろう。

「動ける人は傷ついた冒険者を避難させて！　『黒い鎧リビングメイル』はこっちで引き受けるわ！」

　金色の獣が叫んだ。

　彼女に気け圧おされたように、戦闘中の冒険者たちが従いはじめる。




『すべてを育みながら、触れること能あたわざる波。夜明けを告げ、天を巡りしものより降り注ぐ。天を満たせしあまたの星々より降り注ぐ。たたえよ。すべての生命はたたえよ』

『何人も乗り越えること叶わず。何人も侵すことのできぬ無形の城壁。形を持たぬ故に崩れず。形を持たぬ故に壊れず。それは神秘なる元素の壁』




　詠唱は続いている。幼いけど、とても綺き麗れいな声。

　空中でヴァンパイアバットが編隊を作っている。金色の獣を狙っている。

　エルフ少女は弓を引く。

　守らなければ。事情はわからないけど、あの人は味方だ。

　けれど──




「『今まさにここに日輪の元素を召喚せり！　灯りライト！』」




　空中に現れた巨大な光球が、彼女の視界を白一色に染めた。

　光がリビングメイルと、ヴァンパイアバットの編隊を飲み込む。

　さらに──




「『紅ぐ蓮れんなる冥めい府ふの最終防壁を召喚せり！　炎の壁フレイムウオール！』」




　待避した冒険者たちとリビングメイルの間に、燃えさかる城壁が現れた。

　深紅の炎で作られた、巨大な『炎の壁』。

「──すごい。なんですか、これぇ!?」

　エルフ少女は叫んだ。

　こんなものはありえない。『炎の壁』の高さはせいぜい、人の身長の倍くらい。

　城壁よりも高い『炎の壁』などあるものか。

　厚みは……想像もつかない。通り抜けられるような気がしない。

「ギギギギギギギギギィ──っ!!」

　目をくらまされたヴァンパイアバットたちが、次々と炎の壁に飛び込んでいく。焼かれ、あぶられ、黒こげになって川へ落ちていく。

　リビングメイルも同じだ。

　勢いよく突き進んでいた彼らは、そのまま炎の城壁へと飲み込まれていく。

「ヴァンパイアバットとリビングメイルを一掃。たった２発の魔法で!?　そんなぁ……」

　エルフ少女は思わずあとずさる。すごすぎて圧倒される。足ががくがくと震え出す。

　次元が違いすぎる。こんなものがこの世にあるなんて──。

　今、自分は伝説を見ているんだ。

　思わず走り出す。橋を渡って逃げることしかできない。

「それでいいわ。燃え残りのリビングメイルは、私の仲間が処理するから！」

「処理……？」

　ぶばぁ。

　炎の壁を通って、リビングメイルが現れる。燃えつきなかった奴がいたのだ。

　そいつは迷いなく川に飛び込んだ。

　じゅ、と、湯気があがる。川の水で、火を消すつもりか。

　でも、どうしてだろう。川が渦を巻いている。腰までの深さしかないゆるやかな川なのに。

　それに、橋の下のあたりだけ、妙に水面の位置が高いような？




「発動なの。『汚水増加ＬＶ１』」




　じゅっ。

　川に落ちたリビングメイルの身体が、崩れた。

　まるで、身体の水分を一瞬で奪われたかのように。

　水面に波が立つ。鎧よろいの残ざん骸がいが、下流へと流れていく。

　燃え残りのリビングメイルたちは、次々に同じ運命をたどる。

　じゅっ、じゅ、じゅじゅっ。

「な、なにが起こって……」

「やっぱりこのスキルは、水の量が多いほど疲れるの。よいしょ」

　川岸から、メイド服姿の少女が上がってくる。

「こっちはここまでなの。あとはお願い。ご主人様」

　少女が暗闇に向かってつぶやいた。

　エルフ少女が見ると、そこには金色の獣──いや、金髪の獣人と、黒髪の少年。そして、その少年に服の上からおっぱいを触られて幸せそうな、ちっちゃなダークエルフの少女がいた。

　顔は見えない。特大の『灯り』のせいで、目がまだちかちかしている。

「よくできたね。レベル２の火炎魔法は初めてだろ？」

「ご主人様と『合体』してたからです……ずっとこうしてたいです。えへへ」

　少年の手が動くたびに、ダークエルフの少女が熱っぽい息を吐く。それを獣人の少女が指をくわえて見てる。今も燃えさかる、炎の城壁をバックにした、不思議な影絵。

　ナニコレ。

「あ、あのぉっ！」

　思わず、エルフ少女は口を挟んでいた。

「さっき、おっきなコウモリみたいなのが、屋敷の方へ飛んでいくのを見ました！　リビングメイルのボスかもしれません！　もしかしたら、魔族かも……」

「魔族じゃねぇ！」

　有無を言わせない口調で、少年は言った。

「あれは魔族じゃない。『ちゅうにびょう』の化け物だ」

「あ、はい。すいませんでした」

　思わず頭を下げてしまう。『ちゅうにびょう』ってなんだろう？

「じゃあ行ってくる。あとを頼むね」

　それだけ口にして、少年とダークエルフの少女と金色の獣は、イルガファ領主家の別荘に向かって走り出した。

「ちょっとごめんなさい、なの」

　呆ぼう然ぜんとするエルフ少女の手を、メイド服の少女がつかんだ。

「お願い。ここで見たことはご内密に。そうじゃないと、あとでモップを持ってあなたのところに行かなきゃいけないの」

「あ、はい。わかりました。助けていただいてありがとうございましたぁ！」

　エルフ少女はお辞儀を返す。

　顔を上げると、そこにはもう誰もいない。

　ご内密にって言われても、目がくらんでよく見えなかったんですけどね。

　夢だったのかな。すべては闇の中。影絵のようにあやふやだった。

　今見たもののことは、誰にも言わないようにしよう。

　そしてこの戦いが終わったらパーティを抜けよう。自分は冒険者に向いてない。あんな生き物にはなれない。奴隷になって、ご主人様に胸を触れられながら大魔法を使うなんて……。




　……ぞくん。




　あれ？　なんか背筋がぞわぞわしたよ？

　とにかく、これが終わったら故郷に帰ろう。なんか考えたらだめな気がする。

　あんな人たちのことは知らない。

　奴隷になって、支配されて。ご主人様の元ですごい力を振るうなんて……。




　ぞくん、ぞくぞくん。




　だから、あたしはそういうものじゃないんだってば！

　とにかく、二度とあの人たちには会わない。忘れる。

　イルガファ経由で故郷に帰るんだ。

　そう自分に言い聞かせて、エルフ少女は背後を見た。

　さっきのパーティの姿が、ほんの少しでも見えないかなって、そんなことを思いながら。










今回使用した魔法


『古代語魔法　炎の壁フレイムウオール』

『古代語魔法』で強化された炎の壁。

　通常はドアくらいの大きさと厚みしかない炎の壁を、城壁のように強化したもの。

　温度も上がっていて、下手に近づくと火炎にからめとられる。

　魔力をばか食いするものの、まきこめば軍勢ひとつを倒せる極大魔法になってしまった。











第11話「発動！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』（取り扱い注意）」








　イリスが見ている前で、護衛の兵士が倒れた。

　ここは別荘の応接間。昨日、ナギたちと会っていた場所だ。

　昨日はあんなに楽しかったのに……今は、床が血に染まっている。

　イリスは悲鳴をこらえるために、唇をかみしめた。

　正規兵たちは必死で戦ってくれている。

　イリスが彼らを動揺させるわけにはいかない。

「新しい防具の予算が通っていれば……こんなことには……！」

　ちゃんと仕事をしてくれている正規兵には、いい装備を。父にはそう訴え続けてきた。３世代前の中古の鎧ではなく、攻撃を逸そらしやすいように湾曲構造をした、関節の可動域が広いものの見積もりを出して、提出したのは２年前。いまだに鎧を手配するどころか、予算さえ下りていない。

　権限がないというのはこういうことだ。

　戦ってくれる兵士たちに、イリスは報いることもできない……。

「貴様が、『黒い鎧リビングメイル』を操っていた者か!?」

　イリスは「敵」に向かって叫んだ。

　つい数十分前に、「敵」は窓を破って飛び込んできた。

　奴は身体からだを黒いマントで覆っている。見えるのは顔と手足だけ。

　背中からはコウモリの翼が生えている。耳の後ろからは、ねじれた角。

　こんな姿をしているもののことを、イリスは知らない。

「我は、魔族である」

　ぎりり、と、大きく裂けた口を開いて、敵は言った。

「お前たちの知らない力を持ち、世界を新たな姿に導く者だ」

　魔族の短剣が、正規兵の鎧の隙間に突き刺さる。

　脇腹を切り裂かれた兵士が、床に倒れる。

　兵士たちの動きがおかしかった。

　敵に近づくと、まるで水の中に入り込んだように、動きが遅くなる。

　あれは奴の特殊能力なのだろうか。

「ならば魔族に問いましょう。あなたの目的は!?」

　イリスは声を張り上げた。

「我が望むのは、海竜の巫み女この血」

　魔族は手のひらで兵士の血をすくい、なめた。

　その味が気にいらなかったのか、ぺっ、と吐き出す。

「海竜の巫女は、『海竜の娘』の直系の子孫と聞いている。イリス＝ハフェウメアこそ、古き神々の血を引くもの。その血は、我々にとって利用価値がある。ゆえに、身体ごといただく」

　魔族は喉のどを反らして、カカカと笑った。

「我は汝なんじの血と肉を利用し、より強力な魔法生物を作り出す」

「……魔法生物を？」

「『黒い鎧』は実験体。様々な人、デミヒューマン、生き物と合成し、多彩なスキルを持たせた。だが、海竜の血を引く者ならばより高等なものができよう」

「そんなものをなんに使うというのです!?」

「汝がそれを知ることはない。が、汝の名は、世界平和に貢献した者として歴史に残るであろう」

　心底不思議そうに、魔族が首をかしげた。

　肩と水平になった首が、からからと笑う。

　動ける正規兵は、あと３人。

　マチルダが叫んでいる。「なにをしているのですか！　今期の査定は月末ですよ！　それまでに成果を上げた者には昇級と休暇が待っているのです」って。

　こんな時なのに笑いそうになる。目の前に死が迫っているのに、来月の休暇だなんて。

　そっか、ここで死ぬんだ。

　ううん。死ぬよりもひどい運命が待っているんだ。

　イリスは目を閉じた。思わずつぶやく。「ソウマさま……」──と。

　生まれてはじめてできた、友だちの名前を。

「覚悟を決めたか、海竜の巫女」

　魔族が、兵士の顎あごをつかみ、壁に叩たたきつけた。

　煉れん瓦が造りの壁に亀裂が走る。兵士の身体が、崩れ落ちる。

「絶望せよ。我は魔族……そう、人を超越したもの。異能により新たな生命を作り出すもの。やがて魔王をも超えて、世界を変革するもの。それが魔族。そう、我は魔族の後継者なのだ！」




「黙れニセモノ──────────っ!!」




　どがん！

　煉瓦の壁が、吹っ飛んだ。

　壁に開いた大穴の向こうに立っていたのは、イリスの恩人の一人。

　名前は──リタ＝メルフェウス。獣人の少女だ。

「な、なん……汝……我を魔族だと知っての所行か!?」

「うるさい！　くらえ！　ご主人様にもらった『建築物強打ＬＶ１』！」

　どがん、どがん、どがががんっ！

　リタは壁を殴り続ける。煉瓦の塊が次々に、魔族に向かって飛んでいく。

　勢いよく飛んでいく煉瓦の塊は、魔族の近くでスピードが低下する。

　魔族はそれをたやすく回避し、リタに向かって走り出す。

「『ふれいむ、あろーっ』」

　次の瞬間、飛んできた炎の矢が、魔族の進路を横切った。

　魔族は反射的に後ろに飛ぶ。

　イリスは思わず声の主を探す──いた。

　煉瓦に当たらないように這はい進んでくる、ちっちゃなダークエルフ。

　きっとこの子が、ソウマさまの仲間の魔法使いだ。

　具合が悪いって言ってたのに、無理してイリスを助けに……。

「『正規職員に馬鹿にされてムカついたので、はらいせに壁を殴りにきました』──これが、ナギさまからのご伝言です」

「……え？」

「『奴隷と一緒にいい気分でくつろいでたのに、そちらの正規職員──じゃなかった兵士のせいで精神的苦痛を受けた。というか、ぶっちゃけ斬られそうになった。メイドも裏で糸を引いていたらしい』──ナギさまからのご伝言は以上です。

　わたしはその件について『くれーむ』を言いにきました。お詫わびの気持ちをこめた『粗品つまらないもの』をいただきたいです。二度と同じことが起きないように、その印しるしとして」

「ソウマさまに危害を!?　マチルダ、あなたはなんてことを！」

　イリスはかたわらのメイドを見た。倒れてた。

　そういえば、リタ＝メルフェウスが飛び込んできたとき、びっくりして気絶したんだっけ。

　イリスは頼りにならないメイドから目を逸らした。

　話はすべてが終わってからだ。今は生き残るためにできることをしよう。

「リタさま！　お気をつけください。魔族は奇妙な結界を張っています！」

「魔族じゃないです」

「え？」

　見ると、ダークエルフの少女が、涙目で唇をかんでいた。

「詳しいことは言えません。でも、ナギさまも同じことをおっしゃるはずです。あれは魔族じゃないんです。ニセモノ──『偽魔族』なんです！」

「わかりました。信じましょう」

　ソウマさまは、イリスの大切な『友だち』だ。

　この危機に仲間をよこしてくれた彼を、疑うなんてありえない！

「リタさま！　その『偽魔族』は空を飛び、翼が武器に変わります！　まわりに怪しい空間を作ります！　ご注意を！」

　イリスは拳こぶしを握りしめ、叫んだ。

「わかってる！　なんなの、この能力!?　近づくと動きが遅くなるって──!?」

　リタの蹴けりが『偽魔族』にかわされた。

　兵士と比べて、リタの動きは数倍速い。

　それでも『偽魔族』に近づくと、動きが遅くなる。

「『歌を捧ささげましょう──』」

　リタの口から、綺き麗れいな声が流れ出──リタが、加速した。

　繰り出す拳、蹴り。その速度が倍加し、『偽魔族』に襲いかかる。

　フードの奥で『偽魔族』が舌打ちをする。

　が、それでもリタの攻撃は当たらない。まだ遅い。『偽魔族』の結界を中和しきれていない。

「あんた、本当は魔族なんかじゃないんでしょ!?　何者よっ！」

　ぎりぎりで『偽魔族』の剣を避よけながら、リタが問う。

「ご主人様が言ってた。そんな『ちゅうにびょう』の魔族はいないって！　そんな恥ずかしい格好するのは人間だって！　そうなんでしょ!?」

「答える必要があるか、獣よ」

『偽魔族』の背中の翼が、変化した。

　コウモリの翼が伸び、二本の鋭利な刃に変わる。

『偽魔族』の短剣を避けたばかりのリタに、異形の刃が襲いかかる。

「ちっ！」

　リタは『神聖力』を宿した両腕をクロスさせて受ける。

　衝撃──細い身体が飛ばされる。

　壁際まで飛んだリタは、空中で一回転してなんとか着地。

　だが、追い詰められた。後ろにはもう、逃げ場はない。

「つまんない芸ね。今度は口から炎でも吐く？　角から雷でも飛ばすの？」

　それでもリタは不敵に笑う。

「魔族を騙かたるなんて、普通じゃないもん。あんたはえらい人に『契約』で縛られてるあやつり人形じゃないの？　この『ちゅうにびょう』！」

　リタの言葉に『偽魔族』が唇をゆがめた。

「我は魔族の後継者だ。我は必要なことをやっている！　中二病などと呼ぶな！」

「ふぅん。ところで『ちゅうにびょう』ってどういう意味？　私もセシルちゃんも、そんな言葉は知らないんだけど」

「──っ!?」

「ご主人様が教えてくれたの。これは違う世界の言葉で、この世界には対応する言葉がない。だから私たちには意味がわからない。つまり、『ちゅうにびょう』の意味を知ってるあんたは──この世界の人間じゃない！」

「我が──だろうと、──だろうと関係ない！　お前に我のなにがわかる!?」

『偽魔族』のセリフが途切れ途切れになる。

　まるで、ある単語を口にできないように『契約』しているかのように。

「我は──に呼ばれ、勇者となった！　が、失敗作として放り出された。我は再び────に認めてもらい、もう一度勇者になるのだ。研究成果を納品すれば──だって我を認めてくれるはず！　それまでの間、ちょっと魔族の名前を借りたところで、誰にも迷惑はかからないはずだ!!」

「ふざけるんじゃないわよっ!!」

　リタは吐き捨てた。

「私たちにも、イリスちゃんにも迷惑かけてるじゃない！　自分勝手な理屈でつまんない力を振りかざすなっ!!」

「我の力は世界を救うためにある！　我が見下されていいはずがないだろう!?　我はもう一度──に認められて勇者に戻る。そのために海竜の血をいただく。この世界のためにも！」

「そういうのいいから。邪魔だから、消えて！」

「追い詰められた者の言うことか。お前が死ね！」

『偽魔族』が剣を振り上げる。

「私は死なないわよ。ご主人様が私を必要とする限り」

　リタは笑う。『偽魔族』の剣をかわし、真横に転がる。

「ご主人様、ご命令の通りに誘導しました。あとはご意思のままに」




「ありがと、リタ」




『偽魔族』の目の前で、壁が砕けた。

「『建築物強打ＬＶ１』からの──」

　ナギの声が、応接間に響き渡る。

　壁に空いた穴から、黒い刃が姿を現す。

「──『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』！」

　黒い刃が、巨大化した。

『偽魔族』が金色の目を見開く。

　壁越しの刺し突とつ。魔剣レギィによる、突き14回分を溜ため込んだ一撃。

　リタの言葉はすべて『偽魔族』をこの位置に誘導するためのもの。『偽魔族』は剣を振り切った体勢。この距離で、巨大化した魔剣レギィを避けるすべはない。

　そして──

「ぐああああああああああっ！」

　漆黒の刃に貫かれ、『偽魔族』の右腕が吹っ飛んだ。










　奇襲成功だ。

『高速分析ＬＶ１』は、近くにいる相手のまわりに、ステータスウィンドウを表示してくれる。

　だから、そのウィンドウを見れば、リタと『偽魔族』の正確な位置がわかる。

　あとはタイミングを計って『遅延闘技ＬＶ１』を解放すればよかった。

　相手がこっちの動きを遅くするなら、避けられないくらいこっちの攻撃範囲を広くすればいい。

　セシルを送り込んだのは、イリスや正規兵たちの位置を確認するためだ。

『遅延闘技ＬＶ１』の効果範囲に、巻き込まないように。




『「偽魔族」

　種族：人間

　固有スキル：「合成」「低速領域スローフイールド」』




「やっぱりこいつは、『来訪者』か」

『高速分析』のウィンドウには、奴のステータスが映ってる。

　種族名は『人間』。

　スキルは『合成』と『低速領域』。

『合成』は死者や死にかけの者を使ってキメラを作ることができるスキルらしい。

『黒い鎧よろい』の中身は『合成』スキルで作ったもの。僕たちが戦ったゴーストたちは、たぶんその素材になった人たちの魂だ。キメラにされて、成仏できなくて漂ってた。

『低速領域』はこいつの周辺、数メートルの範囲内に近づいたものの動きを遅くする。いわば空間にスローをかけるスキルだ。

「『魔族』を騙かたるものよ、正体を明かせ」

　倒れた『偽魔族』に、僕は言った。

　兵士たちも、イリスも、こっちを見てる。

　薄暗くて姿はよく見えなくても、声は聞こえるはずだ。

「お前は他国より送り込まれた諜ちよう報ほう員か、金で雇われた誘拐犯だろう？」

　できるだけはっきりとわかるように、僕は言った。

「偉大なる国王陛下を裏切り、陛下に仕える領主の娘を誘拐しようとは、恥を知るがいい」

「う、裏切ってなど、いない」

『偽魔族』は傷口を押さえながら、うめくように言った。

「わ、我は勇者だ！　──によって召喚された──なのだ！」

「意味がわからないな。諜報員でも誘拐犯でも魔族でもないなら、はっきり言ってみたらどうだ？　まぁ、小さな少女を誘拐するような恥知らずの正体など、知りたくもないがな」

　僕は魔剣レギィを構えた。

「名もないものとして、死ね。この国に仇あだなすものよ──」

「我は！　スパイでも誘拐犯でも魔族でもない！」

　かかった。

「間かん諜ちようでも誘拐犯でも──なんだと？」

「魔族でもない！　我は、魔族などではない!!　殺すな!!」

『偽魔族』はかぶりを振って叫んだ。

　よし、言質取った。

　こいつが魔族じゃないってことを、イリスや兵士たちにわかってもらう必要があった。

　じゃないと、万が一セシルの正体がばれたとき危険だからね。

　ただでさえ魔族は無意味に危険視されてるのに、イリス誘拐の冤えん罪ざいまで負わせたくない。絶対。

「我は偉大なる方に雇われ、この世界に来た。だが、能力と協調性に欠けていたため、勇者のパーティには入れなかった」

　聞かれもしないのに、『偽魔族』は語り続けてる。

　自慢話みたいだ……乗ってみるか。

「はっ。くだらない。魔族の次は勇者か！」

「本当だ。我は魔族ではなく、本当は勇者なのだ！」

「下劣な誘拐犯が、勇者を騙るな」

「騙ってなどいない！　我は間違いなく──だったのだ。あの偉大なる方は言った。『これまでありがとうございました。新天地でのご活躍を期待しております。努力と研けん鑽さんと、ご縁があれば、あなたも再び──の仲間になれるでしょう』と」

「……はぁ」

「だから我を召喚した者の意を察し、迷惑をかけないように、人類の敵である『魔族』の姿を借りて研究を続けてきたのだ──」

　迷惑だった。

　つまりこいつは、勇者のパーティからはじかれて、居場所をなくした。

　でも、能力を高めれば再び勇者の仲間にしてもらえるって言葉を信じた。そのためにイリスを研究材料にするつもりだった。魔族のふりをしてたのは、勇者の仲間だったことがばれないように。人類の敵（誤解です）のふりをしていれば、絶対に勇者だと思われないから──って、そりゃ思わないけどさ。

「あんた、もう働かなくていいよ」

「……我の能力を疑うのか？」

「それだけの能力があるのなら、勇者なんかやめて一般人になればいいんじゃないか、ってことだ」

『黒い鎧』を操れるなら、パーティを組む必要はない。

『低速領域』を使えば、たいていのクエストは余裕でこなせる。

　護衛の仕事をしてもいい。『使い魔』を働かせれば、自分の仕事は限界まで減らせる。

「むしろ働かなくても生きていけるんじゃないか？」

「……我はかつて勇者であった。伝説の英雄を目指していた」

『偽魔族』が、僕をにらんだ。

「再び、同じ高みに……彼らに我が能力を認めさせる！　このままではおかぬ！」

「もういいだろ。あんたの仕事は終わったんだ。休めよ」

「うるさい！　黙れ！　この未開人が！」

『偽魔族』の翼が動いた。

　近くで倒れている兵士の腕を切り落とし、自分の腕にくっつけた。

　傷口が赤黒く光って──再生した。

「ナギっ！」

　だっ。

　飛びついてきたリタに抱えられて、僕は真横に転がる。

　その上を、黒い翼が通り過ぎた。

「あのスキル、自分にも使えるのか」

　恐ろしくチートだな。『偽魔族』のスキルって。

　しかも『低速領域スローフイールド』のせいで、うかつに近づけない。

　セシルが『炎の矢』を、兵士が矢を撃ってるけど、当たってない。奴のまわりで魔法も矢もスローモーションになってる……やっかいだな。

　まともにやりあったら時間がかかりそうだ。

「ソ、ソウマさま」

　声をかけられて横を見ると、イリスが僕に向かって頭を下げてた。

「ご、ご無事ですか」

「大丈夫です。それと、あとでお話があります」

「わかっています。正規兵があなたがたにご迷惑をおかけしたこと、イリス＝ハフェウメアの名において、正式にお詫わびいたします」

　イリスはドレスの胸元を押さえて、僕を見た。

「また、助けていただいたこと、感謝の言葉もありません。海竜の名において、できる限りのことはさせていただきます。『粗品つまらないもの』をご要望とのことですので、このイリス＝ハフェウメアが、ナギさまのご希望に沿うものを用意させていただきます！」

「詳しい話はあとで。今はあの『偽魔族ニセモノ』を片付けるのが先です」

　僕はイリスにうなずいてから、リタの方を見た。

「リタ、こっちに来て」

　僕はリタの手をつかんで、物もの陰かげに連れて行く。

「悪い、リタ。ここでスキルを『再構築』させて」

「あ、はい。ご主人様──って、え、ええええっ!?」

「時間がないんだ。理由を手早く説明するから、聞いて」

『偽魔族』を逃がすわけにはいかない。

　だけど、あいつの『低速領域』は、こっちの動きを極限まで遅くできる。だから攻撃は当たらない。倒せないわけじゃないけど、普通にやったらこっちにも被害が出る。

　だからこの場で『低速領域』を破るスキルを作り出す。

「そ、そんなことできるの？」

「セシルと『魂約エンゲージ』した時、『高速再構築クイツクストラクチヤー』に覚かく醒せいしたんだ。だから、できると思う。空間制御系のスキルは脅威だから、この機会に破れるようにしておきたい。リタの協力が必要なんだ」

「……いいわよ」

　リタは覚悟を決めたみたいに、うなずいた。

「でも、私に恥ずかしいことさせるんだから、お願いを聞いて」

「いいけど、なに？」

「あとで考えるわ。今はさっさと済ませましょう」

「わかった」

　僕はリタにスキルクリスタルを手渡す。

　それをリタがインストールするのを確認して、僕は彼女の胸に手を当てた。

　動いたあとだから、汗ばんでる。あったかくて、やわらかい。

　頭の中がとろけそうになるけど、今は我慢だ。

「起動、『高速再構築クイツクストラクチヤー』！」

　まず僕は、リタのスキルを呼び出す。

　今、渡したばっかりの家事スキル『下ごしらえＬＶ１』──昨日イリスから買い取ったものだ。




『下ごしらえＬＶ１』

『食材』を『素早く』『解体する』スキル




　続いて、自分の中にある、覚醒したてのスキルを呼び出す。




『面接ＬＶ５』

『相手のエリア』で『礼儀正しく』『交渉する』スキル




「いくよ、リタ」

「う……うん」

　リタがうなずく。

　僕の右手には『魔力の糸』がからみついてる。

『高速再構築』はこれを利用するらしい。たぶん、こうするんだろうな。

「……ん、んぁっ」

「ちょっとだけ我慢して、リタ」

　僕はリタの中にある『下ごしらえＬＶ１』の『食材』に糸を絡みつける。

　続いて自分の中にある『面接ＬＶ５』の『相手のエリア』にも同じようにする。

　よし、これでＯＫだ。

「実行！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』！」

「────あ、ああ……って、あれ？」

　リタがきょとん、としてる。

「え？　終わり。これで終わりなの？」

「うん。そうみたい」

　スキルはあっさりと新しくなった。




『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』（ＵＲウルトラレア）




『相手のエリア』を『素早く』『解体する』スキル

　魔法およびスキルによって生まれた空間支配を破壊する。

　破壊できるのは結界、炎の壁、高重力空間グラヴイテイエリアなどの魔法やスキルによって生み出された、一定範囲の空間支配。

　使用者は物理的な攻撃で、空間にかけられた魔法やスキルの効果そのものを破壊できる。

　なお、使用者とその主人は相手の空間支配を目で見ることができる。




　これがリタの中に生まれたスキル。




『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』（ＵＲ）




『食材』で『礼儀正しく』『交渉する』スキル

　食材を通貨の代わりにして、他者とやりとりできるスキル。

　このスキルの発動中は、相手が動物や魔物でも意思を通じ合わせることができる。

　互いの同意があれば、やりとりできる商品に制限はない。




　よしっ。こっちは交渉系のスキルだ。こういうのを待ってたんだ。

　これで「働かない生活」に一歩近づいた。

「……うー、落ち着かない。じんじんする。なんだか、ナギが私の中にいるみたい」

　でも、リタはうらめしそうに僕を見上げてる。

「僕たち、まだ繫つながってるからね……」

　僕とリタの間には『魔力の糸』がある。僕のは右腕に、リタの方は首輪を経由して、胸の中央へと繫がってる。

「糸の長さは──３メートルってところか」

「ちょ、ナギ、引っ張らないで……はぅっ。や、あ、はぅぅっ！」

　リタが真っ赤になって胸を押さえた。

「私たち、ひとつになってるんだから。引っ張ると……その……いつもみたいになっちゃう……」

「ご、ごめん」

「わ、私、この状態で戦わなきゃいけないのね……」

　リタは恥ずかしそうに胸と、お腹なかのあたりを押さえてる。

『魔力の糸』の長さは３メートルくらい。

　切れたりはしないけど、リタはそれ以上僕から離れられない。

　つまり、これが『高速再構築クイツクストラクチヤー』の副作用ってことか。

　ずっとじゃないよな……スキルが安定したら消えるんだよね？

「じゃあ、リタ。頼む」

「もう……わかったからついてきてね、ご主人様！」

　僕とリタは走り出す。

『偽魔族ニセモノ』がこっちを見た。

　奴の『低速領域スローフイールド』の範囲が見える。青白く光ってる。

「おろかな。二度も同じ手は食わぬぞ！」

「それはこっちも同じだよ、中二病の『偽魔族』！」

『偽魔族』の背後で黒い翼がゆらめく。異形の刃になって襲ってくる。

「無駄だ！　あんたの攻略法はもう考えた！」

「発動！　『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』」

　リタが結界に拳こぶしを叩たたき付けた。

　ぱりん、と音がして、自称魔族の『低速領域スローフイールド』が割れた。

「──な!?」

「反応が遅い！」

『遅延闘技』を発動。空振り５回分の剣で、奴の翼を払いのける。

「寝てなさいっ！　迷惑なニセモノめ────っ！」

　そしてリタの蹴けりが、『偽魔族』の身体を天井まで吹き飛ばした。

　ずん！

『偽魔族』の身体が天井でバウンドして、落ちてくる。

　リタはぐいん、と身体をひねってジャンプ。落ちてくる『偽魔族』のどてっぱらに、もう一撃。

　ずどん！

「……がはっ！」

「私のご主人様の手をわずらわせた罪は、地獄で反省しなさい」

　天井にもう一回叩き付けられて、頭から床に落ちて──

　手脚が奇妙な方向にねじまがった『偽魔族』は、完全に意識を失っていた。










『偽魔族』は鎖でぐるぐる巻きにされて、町の牢ろう屋やに入れられることになった。

　結界つきの牢屋だから安心です、ってイリスは言ってた。

　これから『偽魔族』は、正規兵と町の衛兵たちの尋問を受けることになる。

　今回の事件が単独犯なのか、組織的なものなのか。

　誰かに頼まれたのか。なぜ魔族を名乗ったのか。

　奴から聞き出した情報は、僕たちにも教えてくれるって、イリスは言ってくれた。

　でも、もう夜も遅いから、続きは明日あした。

　僕たちのスキルについては、一応また口止めをした。

　というか、メイドさんも執事も正規兵も、誰に助けられたのかなんて意識してなかった。

　髭ひげ面づらの兵士たちは別荘から姿を消してた。今は、激怒した生き残りの正規兵たちが行方を捜してるところだ。主人と同僚がピンチのときに職場放棄したんだから、懲戒免職か牢屋行きだろうな。

　そんなわけで、僕たちが別荘に戻ったのは真夜中過ぎ。

　もう、くたくただった。

　僕はリタと繫がったまま軽い食事を済ませて、リタと繫がったまま身体を──見えてるとこだけ拭いて、着替えは明日にすることにして──リタと繫がったままベッドに入った。

　魔力の糸が消えたのは、僕たちが目を閉じる寸前だった。

　寝る前にスキルを再確認。




『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』（ＵＲ）

『相手のエリア』を『素早く』『解体する』スキル




『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』（ＵＲ）

『食材』で『礼儀正しく』『交渉する』スキル




　よし、書き換えは完了してる。

　……このまま一生繫がったままだったらどうしようかって思ったよ。

　じゃあ安心して、おやすみなさい……。




「……はぅ。あ……あぅ。は、あ。ごしゅじん……さま、ぁ」

　……なんか生暖かい感触がする。

「やだ……だめ……………………とまって……くれない…………やぁ、また……また、きちゃう。あ、んくっ…………やだ、ああんっ！」

「…………リタ？」

　僕は目を開けた。

　リタが、僕の手のひらを舐なめてた。

「…………ごめんなさい…………ナギ…………ごしゅじん、さまぁ」

　リタが大きな胸を押さえて、僕を見た。

　首筋も胸元も汗でびっしょりだった。

　金色の耳と尻しつ尾ぽが、ぴん、と、立ってた。

　リタは涙目で僕を見て、こう言った。




「…………スキルが……私の中で……うごいてるの……じんじんするの。やだ……とめて……こんなの……だめぇ……」




　…………はい？










今回使用したスキル


『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』

「相手のエリア」を「素早く」「解体する」スキル。

　魔法やスキルによって作られた特殊なフィールドを、物理的にぶちこわすことができる、問答無用のチートスキル。

　スローフィールドや、魔法封じの空間、高重力空間などを、ぶんなぐって壊すことができる。

『建築物強打』と組み合わせると大抵の場所に入り込めるので、リタから逃げるのはとても大変。











第12話「リタとスキルの再調整。そして約束」








「発動！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』」

　僕はリタのスキルを、『能力再構築』のウィンドウに表示させた。




『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』

[image: ]

　　　スキル




「……これって」

　スキルの概がい念ねんがゆるみかけてる？

　スキル全体が、小刻みに震えてる。文字が揺れて、ぶつかり合ったり、こすれたり。

　まるで呼吸してるみたいに、概念の間が、閉じたり開いたりしてる。

　書き換えた『相手のエリア』の文字なんか……はずれそうになってる。

「……や、ぁ！　だめっ」

　文字がふれあうたびに、リタの身体からだがびくん、ってなる。

「ナギ……なんとかして。せつない……せつないよぅ」

　リタは、うるんだ目で僕を見つめてる。

　口は半分開いたまま、震える胸を押さえて、ぴくぴくする尻尾を振りながら。

　これが、『高速再構築クイツクストラクチヤー』の副作用だったのか……。

　勘違いしてた。

　副作用は、僕とリタが『魔力の糸』で繫つながるだけじゃなかった。

　通常の『能力再構築スキル・ストラクチヤー』は僕の魔力を注いで、ゆっくりとなじませながらスキルの概念を入れ替えてる。だから書き換えた後も安定してる。

　でも、『高速再構築』はインスタントに再構築する分だけ、安定性が悪いんだ。

　だから文字と文字がゆるみかけてる。注いだ分の魔力が、ほどけて、はじけてる。

　その魔力と、震える文字が、リタの身体の中で暴れてる。

　僕の『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』は安定してる。『能力再構築』持ちの僕には、スキルを安定させる上方修正があるみたいだ。でも、リタにはそれがない。だから──

「ごめん。リタ。すぐにスキルを安定させる」

　僕は指先でリタのスキルに触れて、魔力をゆっくりと送り込んでいく──。

「んくっ！　わぅ！　ん────────────っ！」

「リタ!?」

　リタが僕を抱きしめた。

　そしていつもみたいに、僕の肩をぱくん、と甘がみ。

「んっ、んっ、ん──────っ！　わぅ、わぅぅぅ……」

　びくんっ、びく、びくんっ。

　リタは身体を反らして、硬直して、僕に身体をこすりつける。

　服のボタンは外れかけて、その向こうで胸が、ふにふにと形を変えてる。リタの熱くて、やわらかいところ。どくん、って、心臓の鼓動が伝わって来る。リタは自分で自分が制御できなくなったみたいに、身体をゆさぶり続ける。そして、また──

「や、あ、また。だめ、んっ。んっ。あ、ん──────っ！」

　そしてそのまま、ぱたん、とベッドに倒れた。

「わ、わぅ……ふぁ、ナギ、ナギぃ。だめ、私──こんなの、へん──へんだよぅ」

「触れただけでこうなっちゃうのか……」

　リタの目はうつろで、息も荒い。

　大きな胸を押さえて、せつなそうに膝ひざをこすり合わせてる。

　服がはだけて、汗で透けた下着が見えてるのにも気づいてない。

　リタの心臓はすごい勢いで鼓動してる。触れてて、怖くなるくらいに。

「……リタ、『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』を身体から出して」

　スキルをアンインストールしよう。

　このスキルはもう、だめだ。不安定になりすぎてる。

　なんとなくだけど、わかる。たぶん『結界破壊ＬＶ１』はリタから取りだしたら、そのショックで、概念がばらばらになって壊れる。

　そして、リタの中に入れた状態で安定させるのは負担がかかりすぎる。

　いくら貴重なスキルだって、リタと引き替えにするほどじゃないんだ。

「『結界破壊ＬＶ１』はあきらめよう。そうすればリタも楽になるはずだから」

「……やだ」

「なんで!?」

「だってこれ、ご主人様と一緒に作ったスキル……なんだもん！　私たちの子どもみたいなものなんだもんっ！　それをなくすなんて絶対に嫌だもんっ！」

「だからって、ずっとこの状態のままってわけにはいかないだろ」

「ナギが……し、しずめて。できるでしょ？　私の中であばれてるスキルを……お、おとなしくさせてっ……あんっ」

「リタに負担がかかりすぎるよ。それは」

「……へいきだもん」

　うそつけ。

　首筋から胸元まで汗びっしょりだし、身体なんか溶けそうなくらい熱いし、白い肌も、胸も、尻尾まで一定間隔でぴくん、ぴくん、ってはねてるくせに。

　目はとろん、としてるし、綺き麗れいな金色の髪は汗で肌に張り付いてるし。

　意識してないだろ、僕の手のひらをずっと甘がみしてるの。

「ご主人様として、奴隷にこれ以上の負担をかけるわけにはいかない」

「……が、がまんするもん。頭まっしろになるのも……私の……深いところが……きゅーん、ってなっちゃうのも……ぞくぞくするのも、びくびくするのも…………ナギが、私と……子どもを作りたくなった、ときの…………予行練習だと思えばどうってことないもんっ！」

「予行練習って」

「それに、ナギは『結界破壊ＬＶ１』を作るとき、お願い聞いてくれるってゆったっ！　ゆったもんっ！　だから、このスキルをしずめて……これが私のお願いだもんっ！」

　リタは胸を押さえて、涙目でこっちを見てる。

「私のご主人様は、奴隷との約束を破ったりしないもん……」

　……ふたりで作ったスキルだから、僕たちの子どもって……。

　リタはそんなふうに考えてたのか。

　だったら、リタは絶対にあきらめないだろうな……。

　リタは家族に捨てられたことがあって、自分は同じことはしないって思ってるから。

　…………しょうがないなぁ……。

「わかった。やってみるよ」

　覚悟を決めた。朝までかかってもいいから、リタのスキルを鎮める。

「『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』で『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』を再調整する」

「……うんっ！」

　リタは僕の手を摑つかんだまま、こくこくとうなずいた。

　……で、どうするか。

　たぶん、触れられただけで反応しちゃうのは、リタが僕の魔力に対して敏感になってるからだ。

　だったらセシルと『魂約』した時みたいに、リタと合体すればいい。

　お互いの魔力と神聖力を循環して、ひとつの生き物みたいになる。境界線をなくす。

　うまくいけば、リタが僕の魔力に「なじんで」くれるかもしれない。

「リタ、こっち来て」

　僕はベッドに脚を伸ばして座った。

　リタは僕の脚の間に、腰を下ろした。

　僕の背中に寄りかかるみたいにして、体重をかけてくる。

　僕は後ろから、リタの左胸に左手を当てる。

　大きな胸の間を、汗が流れ落ちてる。下着が肌に張り付いてて、ふくらみと先端のかたちまでわかる。無防備に投げ出された脚は小刻みに震えてて、綺麗な指を開いたり閉じたりしてる。

　僕はリタの前に右腕を差し出す。リタは待ちかねたみたいに、手首と肘ひじのあいだあたりをぱくん、とくわえる。いつもの甘がみだ。

　嚙かんだっていいや。それでリタが楽になるなら。

「いくよ」

　僕はもう一度『能力再構築ＬＶ３』に、リタの『結界破壊ＬＶ１』をセットした。

「…………ごしゅじん、さま」

　リタの桜色の目が、僕を見た。

「…………えんりょ、しないで……したいように、私に……して」

　答える代わりに、僕はリタのスキルに手を伸ばした。

「ん────っ！」

　ぴちゃ。

　リタの唇が、僕の右腕を甘がみする。リタの背中が反り返る。伸ばした足の指が、ぎゅ、と縮こまる。でも、構わない。僕はゆっくりと魔力を送っていく。指は、スキルの文字にぎりぎり触れるか触れないかってところだ。それでもリタはせつなそうに身体を震わせてる。

「やぁ…………ナギ。あつい……の……はいってきた」

　リタがほっぺたを真っ赤に染めて、ぱくぱくと口を開く。

　魔力がリタにしみこんでいくのがわかる。リタからも、魔力に似たものが流れ込んでくる。ちょっと感触の違う、ぴりぴりしたもの。リタの中にある神聖力だ。

「あつぅい……あついよぅ。身体、とけちゃう……じんじん…………もぞもぞ……すごぃ……」

　リタがもじもじするたびに彼女の下着が膝の方にずれていくけど、気にしてる余裕なんかない。

　僕はウィンドウのスキルを見る。

　文字の震えが、少し小さくなったような気がする。

　よし、いけそうだ。

　開いたり閉じたりを繰り返してる文字の隙間に、僕は指をはわせた。

　ちゅく。

「あぅっ！」

　リタが両りよう膝ひざを、きゅ、と閉じる。

「はぅ…………あ、あ」

　文字からも熱が伝わってくる。

　リタの汗が移ってるのか、文字と文字の隙間に触れると、ちゃぷ、と音がする。
















　熱くて、深くて、指が飲み込まれそうになる。

「…………は…………はぁ…………ぁ……はぁ」

　リタは僕の左手に、手のひらを重ねた。

「……ナ、ナギ……私、落ち着いてきた……みたい」

　そして、僕の耳元で、小さな声でささやく。

「スキル……いじって……いいよ。たぶん…………もう……うごかして……も、へいき」

「いいの？」

「うん……かわりに、ナギのにおいを…………ちょうだい」

「におい……？」

「たくさん…………みんなの前でも、私が素直でいられるように…………消えないくらいの……ナギのにおい……ほしいの……」

　すりすり。

　リタが、僕の右腕にほっぺたをこすりつけた。

「これで…………あぅ、んっ。だいじょぶ……だから…………つづけて……ごしゅじんさま」

「わかった」

　ちょっと手が動かしにくいけど、それでリタが落ち着くなら。

　僕はスキルの文字に指を押しつける。

『結界破壊ＬＶ１』は落ち着いてきたけど、まだ完全じゃない。

『相手のエリア』『素早く』『解体する』──全部の文字が、小刻みに震えてる。

　まずは右側の概念からだ。

　僕は開きかけた文字の隙間に指を入れて、『解体する』をつまんだ。

「────は、はぅっ！　んっ」

　ちゃぷ、ちゅ。

　リタが両膝を、ぎゅ、と閉じる。僕の腕を舐なめる。

　僕はそのまま、一番後ろの文字を、左側に動かしていく。

「ん──────っ！　はぅ…………あっ！　ん──────っ!!」

　リタが真っ白な背中を反らす。僕の腕を甘がみしながら、声をおさえてる。

　汗のにおいがする。リタのにおいだ。

　僕が息を吸うたびに、リタは恥ずかしそうに首を振る。気にすることないのに。

「あと少し」

　僕は魔力を循環させながら、『解体する』を『素早く』に押しつける。

　軽く力を入れる。くいっ、と。

「ひぅっ！　あ、あ……ぁ。んっ！」

　ふたつの概念が安定したのを確かめてから、指を離す。

　……よし。これで『素早く』と『解体する』は元の位置に戻った。

　文字の震えも止まってる。

　僕の魔力が、暴れてたスキルを落ち着かせてるんだ。

「……リタ、大丈夫？」

「…………ひゃ…………は、ぁ…………ああぁ…………んっ」

「リタ？　返事して。大丈夫だよな？」

「…………へい……きぃ」

　さっきまで両膝を閉じたり、開いたりを繰り返してたリタは、今は両脚を投げ出してぐったりしてる。寝ぼけてるみたいに、僕の右腕を甘がみして、舌をはわせて──その繰り返し。

「あともうちょっとで終わるから、がんばって」

「…………ナギ」

「うん？」

「………………しゅき。ずっと……そばに…………いて」

「うん。いるよ。大丈夫だ」

「…………りた＝めるふぇうすは、そうま＝なぎと…………ずっといっしょ…………ちかい…………ます。ずっと…………なぎのもので、いたいの……。……だから…………いいの…………ナギをかんじるから…………いいの…………して」

「…………リタがいないと、僕はすぐに死んじゃうかもしれないし」

　聞こえてるかな。

　リタ、目が半分閉じかけてるけど。

　こんな恥ずかしいセリフ、聞こえてないほうがいいんだけど。

「僕はたぶん、生まれ変わっても性格変わらないだろうから、リタがいないと困るんだ」

「…………うれしい……わたし、ごしゅじんさまと……えんげぃじ……するぅ」

「……『魂約エンゲージ』は……もうちょっと余裕がある時に」

　というか、この状態で儀式を成立させるのは無理だろ。

　今は、とにかくリタのスキルを安定させないと。

「じゃあ、これでおしまいにしよう」

「…………んっ。ぁ。ひゃい」

　僕ははずれかけた『相手のエリア』の文字を、指で挟んだ。

「あ、ああああああんっ」

　ぐったりしてたリタが目を見開いた。

　火照った身体が、がくがくと揺れる。僕が押さえてない方の胸が大きくはずんで、汗の滴を散らす。逆に押さえてる方は僕の手のなかで形を変えてる。その感触が響くのか、リタは僕の手を口にふくんで、必死に声を抑えてる。力なく伸ばしてた両脚が、びくん、と跳ねて、落ちて、跳ねて。

「ん────っ！　はう。も、もう……こんなの……だめぇ」

　リタは熱っぽい息を吐き出しながら、膝ひざをこすりあわせる。

　どこかから、ちゅく、って水音がしてる。

「────ごしゅじんさま──すごい──これ──わたし──じんじん──とまんない────とまんないよぅ──ち──ぃぃ──の。わかんない。もうわかんない──や──ああ」

「いくよ、リタ」

「う、うん──きて。して──ください。ふかいとこ、きて。ごしゅじん、さまぁ！」

　これで最後だ。

　僕は鼓動している概念の隙間に『相手のエリア』の文字を────押し込む！

『能力再構築』のウィンドウに『実行』ボタンはない。

『結界破壊ＬＶ１』は再構築したスキルだから。

　だけど代わりに『再調整』の文字が表示されてる。これだ！

「『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』を再調整する！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』」

「わ、わぅ。あ、あああああっ！　んっ、ん──────────っ!!　ナギ、ナギぃっ！」

　リタが真っ白な背中を反らす。びくん、びくん、って、僕に腰を押しつけてくる。

　大きな胸が、僕の手の中でかたちを変える。手のひらの真ん中に、不思議な圧迫感。

　僕の魔力とリタの神聖力が、ふたりの中をぐるぐると回る。

「ナギ……ぎゅっ！　おねがい──ぎゅっ！」

「ぎゅ？」

「はなれてるの……やぁ。ナギと隙間があるの……やだぁ。いっしょ──ずっといっしょ……」

　言われるままに、僕はリタを後ろから抱きしめた。

　その瞬間──




『能力再構築スキル・ストラクチヤー』のウィンドウから、魔力の糸があふれ出した。

　糸が、リタの身体を這はい回る。僕とリタをつないでいく。

　まるで、僕がリタをスキャンしてるみたいに。

　これは……セシルと『魂約エンゲージ』した時と同じ!?

「……あ、あう、ああああああっ。ナギが、はいってくる……あつい……すごい……しあわせ……」

　リタの胸の中心が、光り始める。

　光るものが、そこにいる。

　ちっちゃなリタ──リタの魂が出てこようとしてる。

　なにも着てない、裸の、尻しつ尾ぽと耳をつけた女の子。

　まさか『魂約エンゲージ』の儀式が成立してた？

　……そっか、さっきリタが僕と一緒にいたいって誓って、僕も同じことを言って。

　その後、ふたりとも『魂約エンゲージ』って口にしたから。




『さみしいたましいを抱きしめてくれるひと。あいすべきひと』




　金色の耳と尻尾をつけた手のひらサイズのリタは、よいしょ、よいしょ、って、リタの胸から出てこようとして──

　そのまま、ぺたん、って倒れた。




『儀式が……ふかんぜんなの……』




　あー。

　やっぱりか。

　もともと、これは『魂約エンゲージ』のためにやってるわけじゃないし、誓いの言葉だってあやふやだった。

　というか、むしろあんなので魂を召喚できるリタにびっくりだ。




「ごめん。『魂約エンゲージ』は、リタがもうちょっと調子いいときに」

『そうかんたんに、私が、うけいれるとはおもわないことね！』




　魂になっても、リタはリタだった。

　腕を組んで、胸を反らして、尻尾だけぶんぶん振ってる。




『でも、最後にはぜったい受け入れるから、あきらめないことね！』

「うん。覚悟してるよ」

『私リタは、すなおじゃないから』




　そう言って、リタの魂は、リタの胸に戻っていった。




『あなたがみちびいてあげてね。あいすべきひと』




　最後に声だけが、僕の耳の奥で聞こえた。

　気がつくと、リタは穏やかな顔で眠ってた。

　僕はスキルを呼び出す。




『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』

『相手のエリア』を『素早く』『解体する』スキル




『再調整』したスキルは震えてもいないし、発熱してもいなかった。

　完全に安定してる。

「…………ふぅ」

　僕はぐったりしたリタの髪をなでた。

　よかった。リタも落ち着いてる。呼吸も、鼓動も。

　……目が覚めたら真っ赤になって怒り出しそうな格好になってるけど。

　でも……『高速再構築クイツクストラクチヤー』は封印した方がいいな。

　便利だけど、奴隷のみんなに、負担がかかりすぎる。

「……リタがこわれるんじゃないかって思ったもんなぁ」

「……ううん……いいの」

　リタは眠ってる。

　けど、僕の声が聞こえたみたいに、小さくうなずいた。

「…………ナギにおしおきされてるみたい……うれし……かった……」

「なにを夢見てるんですかリタさん」

「でも……だめ。……だめになっちゃう、から。まっしろで、しあわせになっちゃう……ナギのにおいが、からだじゅうに……ほしく、て…………そとにも…………なかにも…………すぅ」

　……むずむずする。

　この状態は……けっこう、まずいかも。

　でも……僕の体力も限界だった。

　考えてみれば、昨日はリビングメイルと戦って、イリスの屋敷で交渉して、セシルと『魂約』して……今日は『偽魔族』と戦って、リタを『再調整』して────

　かくん。

　最後に伸ばした手が、リタの一番やわらかいところに触れた。

　そして、僕の意識もブラックアウトしたのだった。




　翌朝。

「…………おはよう、ナギ」

「…………おはよ、リタ」

「「………………………………」」

　ぼっ。

　先にギブアップしたのはリタだった。

　全身真っ赤になったリタは「か、身体きれいにしてくる！」って言って部屋を出ようとした。

　最後に、ドアの前で振り返って、

「ぜんぶほんとだから！」

「え？」

「『再調整』の間に言ったのは全部ほんとだから！」

「う、うん」

「でも！　あんな恥ずかしいこと二度と言わないんだからねっ！」

「大丈夫。ひとこと残らず暗記したから」

「な……。わぅ…………もー！　ご主人様のいじわるーっ！」

　って言いながら、リタは飛び出していったのだった。




　そのすぐ後に、イリスからの手紙が届いた。

　届けてくれた正規兵は、こないだとは別人で、礼儀正しかったけど、顔色は真っ青だった。

「『偽魔族』は、死にました」

　使いの正規兵は、それだけ伝えて帰った。

　詳しい内容は、イリスの手紙に書いてあった。




『偽魔族』は結界を張った牢ろう屋やに、鎖で拘束されて閉じ込められた。

　だけど、そこに侵入した者たちがいたのだという。

　それは、僕たちを襲った３人の正規兵だった。

　殴られ、気絶した牢ろう番ばんはあいつらが「魔族にとどめをさせば、その功績で自分たちの失敗は帳消しになるかもしれない」って言ったのを聞いていた。牢番は、いざというときに結界の中に入るための護符を持っていた。髭ひげ面づら正規兵たちはそれを奪ったのだ。

　そして３人の正規兵は『偽魔族』を剣で串くし刺ざしにした。

　だけど、奴らも返り討ちにあった。

『偽魔族』は最後の力で『低速領域スローフイールド』と『合成』を使ったんだろう。

　牢番が気づいたとき、牢屋の中にあったのは、肉と骨の奇妙なオブジェだった。

　角と翼が生えた生き物が、正規兵たちの肉体を取り込みかけた状態で、死んでいた。

　イリスはそれを見せてもらえなかった。

　今後10年くらいは悪夢を見そうな光景だったそうだ。




『申し訳ありません、ソウマさま。イリスたちのミスです……』




　イリスのせいじゃない。こんなこと、予想できるわけがない。

　ほんっとにあの正規兵たちは……最後までろくなことしなかった。

『偽真族』の話から推測すると、あいつは勇者として召喚されて、捨てられたんだろう。

　そして、もう一度勇者として認めてもらうために、合成生物を作っていた。イリスをほしがっていたのは、彼女の中にある『海竜の血』を使いたかったから。僕の世界の悪魔っぽい格好をしてたのは、正体を隠すためか。

　あいつが死んじゃった以上、もう、確かめようもないことだけど。




『ただひとつの情報として、奴を数日前に町で見かけたという、目撃証言がありました。

　もしかしたら、あの者は前もってこの町に隠れていて、準備をしていたのかもしれません』




　イリスの手紙のおしまいには、そんなことが書いてあった。




『もしもよろしければ、ソウマさまに、調査をお願いできないでしょうか。

　もちろん、報酬はお支払いいたします。あなた方の秘密も、守ります。

　また、調査に対する便宜は図らせていただきます。

　本当に……ぶしつけなお願いですが、冒険者の方々は怪け我がをしており、正規兵は戦いの後片付けで手一杯で、お願いできる方がいないのです。イリスへの監視がゆるんだ今しかないのです。

　無理にとは言いません。

　この町に滞在している間でいいです。どうか──』




「『お願いできないでしょうか』──か」

　なんだか、文字がぼやけて見えた。

　なんだか、眠い。ちょっとうとうとしてる。

　ここに来て、旅の疲れが出たみたいだ……。

「……受けるかどうかは、少し休んでから……」

　考えてみたら、昨日はリタを再調整してたから、ほとんど寝てなかったな。

『偽魔族』の隠れ家の捜索は──必要なことだけど──少し休んでから。

　せっかく自由になったのに、自主的ブラック労働してたら意味ないよな。

　ころん。

　手紙を机の上に置いて、ベッドに転がって、目を閉じる。

「……そうだ。今日はみんな、自由行動で……いいから」

　ちょっとだけ……寝たら……起きよう…………。










今回使用したスキル


『高速再構築クイツクストラクチヤー』

セシルとの『魂約』によって生まれた『能力再構築ＬＶ３』の派生スキル。

奴隷との間でＵＲウルトラレアスキルを、すぐにその場で生み出すことができる代わりに、お互いが数時間『魔力の糸』で繫つながることになる。

　また、作り出したスキルは非常に不安定になるので『能力再構築』で調整する必要がある。











第13話「ご主人様の休息と、奴隷少女たちの調査隊」








「……ナギさま、眠ってらっしゃいます」

　ナギの部屋をのぞいたセシルは言った。

　起こさないようにゆっくりとドアを閉めて、廊下にいるリタとアイネに向き直る。

「私のこと『再調整』したあと、イリスちゃんの手紙を読んで考え事してたもん」

「なぁくん、働きすぎなの」

　奴隷少女たちは３人そろってため息をついた。

　彼女たちのご主人様は働き者だ。本人は絶対に認めようとしないけど。

　元の世界で『ぶらっくばいと？』してたくせが、まだ抜けてないんだろう。

『働かなくても生きられるようになるまでは働く』が口癖だけど、たまには休んで欲しいと思う。

「ナギさまは、奴隷のことを考えてくださるご主人様ですから」

「今日も、『偽魔族』の隠れてたところを探しに行かないとって言ってたもんね」

「他の冒険者が怪け我がしちゃったからってことで、イリスさんにお願いされたみたいなの」

　ナギは、敵が魔族って名乗っていたことを気にしている。

　セシルの種族が誤解されるのが嫌だって、言ってくれた。

　そんなご主人様のことを考えると、セシルは胸がせつなくなる。

　この間、魂がつながったばかりだけど、まだ足りない。もっとくっつきたい。

　だけど、今日はなによりも、大事なご主人様に休んで欲しいから──

「わたしは、ナギさまのお仕事が、少しでも楽になるようにしてあげたいです」

　ぽつり、と、セシルは言った。

「リタさん、アイネさん、手伝ってくれますか？」

「もっちろん」

「なぁくんの健康のためなら、なんでもするの」

　ふたりの答えが返ってくる。

　でも、奴隷の自分たちが勝手なことをするわけにはいかない。

　一応、許可は取らないと。

　そんなわけで、セシルはもう一度、ナギの部屋のドアをノックした。

「……ナギさまナギさま」

「…………んー……なにー？」

　呼びかけると、半分眠ったような声が返ってくる。

「イリスさんのお仕事ですけど、わたしたちが代わりにやってもいいですか……」

「…………うん……いいよ……」

　ベッドの上で、ナギが、ごろん、と寝返りを打った。

　大好きなひとが、目をこすりながらこっちを見た。

「…………ただし……隠れ家をつきとめる……だけなー……それいじょうは……あとで……」

「は、はい」
















　さすがナギさま。奴隷の考えなんかお見通しだ。

「わ、わかりました。ご指示に従います」

「…………隠れ家の場所は……アイネの意見を聞いて……アイネなら…………ギルドマスター見習いとして…………商人ギルドともつきあい……あったから…………ごろつきのいそうなばしょは…………」

「は、はいっ」

「……罠わなが、あるかもしれないから……はいるな……よ」

「わ、わかりました」

「……セシル……『偽魔族』の魔力の感じを…………おぼえてたら、それを、たよりに…………」

「す、すごいです。ナギさま……」

「……リタも、においをおぼえてるだろうから……それで……………………………………」

「わかりました。わかりましたから寝ててくださいぃ！」

　ぱたん。

　セシルは後ろ手に、ナギの部屋のドアを閉めた。

「あらためて、ナギさまのすごさを思い知らされました」

　まだまだ知らないことがいっぱいです。

　わたしがナギさまのすべてを知るのは、いつのことになるんでしょう……いえ、もちろん、ナギさまにはわたしのことも知って欲しいですけど……ぜんぶ……いつか……。

　思わず真っ赤になった顔を両手でこすって、セシルはリタとアイネの方を向いた。

「と、いうわけです。アイネさん。ごろつきさんの住すみ処かになりそうな場所って、わかりますか？」

「わかるの。リビングに町の地図があったから、それで教えてあげる。リタさんは？」

「私も、あいつのにおいは覚えてるもん」

「わたしも、あのひとの魔力は覚えてます」

　手早く役割を決める。セシルとリタは実働隊。アイネの指示した場所に行って、『偽魔族』の残留魔力とにおいを探す。アイネは、残ってナギの護衛をする。

　３人は顔を見合わせて、うなずきあう。

　そして、セシルが小さな手を、みんなの前に差し出す。

「ナギさまのために」

「私たちの、優しいご主人様のために」

　その手に、リタが自分の手を重ねる。

「なぁくんの穏やかな生活のために」

　アイネも同じようにする。

「そうじゃな。我らで力を尽くそう！」

　人型レギィの真っ白な手が、横から伸びてくる。

「すいません。レギィさんはナギさまを見ていてください」

　けれど、セシルは申し訳なさそうに、その手を押し戻した。

「まぁ、そう言うじゃろうと思っておったが……」

「これは、レギィさんにしかできないお仕事です。なにかあったらナギさまを起こして『遅延闘技デイレイアーツ』で天井を吹っ飛ばしてください。すぐに駆けつけますから」

「お主もたいがい過激じゃな。魔族娘よ」

「ナギさまの安全のためなら、わたしは手段を選びません」

　いざという時は、この町を灼やき尽くす覚悟だ。

　セシルの体内魔力は『古代語魔法　火球フアイアボール』を撃ったらなくなるけれど、動けなくなってもリタさんが運んでくれる。あとは任せておけば大丈夫。仲間がいるって素晴らしいです。ぜんぶ、ナギさまのおかげ。だから、ナギさまのためならなんでもできる。たとえ、自分の命がかかってたって。

「いいですかー、本当に、お願いしましたからねー」

「……笑顔が怖いわい」

　青ざめて震えるレギィ。

　彼女とアイネに留守番を任せて、セシルとリタは、『偽魔族』の隠れ家探しに出かけたのだった。










　温泉街リヒェルダは、まだ混乱していた。

『黒い鎧リビングメイル』の残ざん骸がいと、ヴァンパイアバットの死体は片付けられたが、戦いがあった場所には人が集まっている。

　町を襲ったのが『魔族に化けた何者か』だということは、イリス＝ハフェウメアの名前で発表されている。それと、町を騒がせたお詫わびについても。

　それでも人は現場にやってくる。

　今は、衛兵とイルガファ領主家の正規兵が、それを押さえている状態だ。

「これじゃ正規兵も、あいつの隠れ家を探す余裕なんてないわよね」

「みなさん、今日はぺこぺこしてますね」

「威張ってた正規兵は、死んじゃったもんね」

　もしも『偽魔族』が町に潜んでいたとしても、こんな大通りにはいないはず。

　アイネの意見を採り入れて、セシルたちはもっと人気のない、さびれたあたりを探すことにした。




　セシルの『魔力探知』。

　リタの、優れた嗅きゆう覚かく。

　アイネの、職場経験による直観。

　その結果──




「本当に、見つけちゃいましたね……」

　古ぼけた小屋の前に、セシルたちは立っていた。

　別荘地帯からは相当離れた、町の一角だ。人気もあまりない、いわゆる下町の、ごちゃごちゃしたあたりだ。観光地とはいっても、こういう場所も存在する。

　念のため、まわりにいた子供に話を聞いてみたけど、ここに住んでいた人の情報はなかった。

「リタさん。中に人の気配はありますか？」

「ないわ。においも、息づかいも感じない」

「感じる魔力も、残留魔力だけです」

　それも、ぼんやりしていて今にも消えそう。

　ここが『偽魔族』に関係する場所だということは、ほぼ間違いない。

　あとは、帰ってナギに報告するだけ──




「しっかし、あの『偽魔族』ってどこに潜んでたんだろうな？」

「この町のどこかじゃねぇの？　衛兵の俺等らにも、探索命令出てるしよぅ」




　ふたりの後ろを通り過ぎる、町の衛兵の声が聞こえた。

　その足音が消えるのを待って、セシルは、

「そういえば『偽魔族』さんって、ナギさまと同じ『来訪者』でしたよね？」

「確か、そのはずね」

「もしかして、遺留品の中に、ナギさまが『偽魔族』と同じ世界の人だってわかってしまうものがあったら……」

「────!?」

　セシルの言葉に、リタが絶句する。

「そ、そ、そんなことになったら……」

　リタの身体からだが震え出す。

　セシルだって、頭の中が真っ白になりそうだった。

　ご主人様が、『偽魔族』の仲間だって誤解されたら？

　そのせいで、セシルたちと引き離されることになったら？

　考えただけで、身体中を寒気が走る。

「……もしもですよ。リタさん」

「う、うん」

「衛兵さんたちがこの場所に気づく前に、わたしたちが『偽魔族』の遺留品を見つけたら、ナギさまにほめてもらえるかもしれません」

「やろう！　セシルちゃん！」

「でも、命令を聞かない奴隷はきらい、って言われるかもしれません」

「やめよう！　セシルちゃん！」

　セシルとリタは、動けない。

『偽魔族』の隠れ家を見つけても勝手に入るな、ってナギさまが言ったのは、罠を警戒しているから。相手は同じ世界から来た『来訪者』だ。どんなアイテムを持っているかわからない。けれど、ぐずぐずしていて、衛兵に先を越されるのも危険だ。

　──わたしが、こわいのは。

　──ナギさまと、離ればなれになることだけです。

　セシルは深呼吸して、拳こぶしを握りしめた。

「いちにのさん、で決めましょう。リタさん」

「わ、わかったわ」

　目を閉じて、ふたりで数を数え始める。

「いちにの──」

「さんっ！」

　ぴたっ。

　踏み出しかけた足が止まる。

「「……どうしよう」」

　──やっぱり、ナギさまがいないと。

　強力な『ちぃときゃら』にしてもらったけれど、それだけじゃ駄目なんだ。

　ナギさまが側そばにいないだけで、誰もいないはずの『偽魔族』の隠れ家が、怖くてたまらない。

　でも、このまま放っておくのも、やっぱり心配。

「……どうしたらいいんでしょう。ナギさま」

「とりあえず、罠がないか確認してみようよ」

　動けないセシルの肩を、あったかい手が押さえていた。

　セシルは銀色の髪を揺らして、振り返る。

「…………あ、あの。その、ナギさま」

「お疲れさま。セシル、リタ」

　あ、全部、ばれちゃってます。

　そこにいたナギの顔を見たら、わかった。

　セシルとリタが迷っていたことも。

　でも、ナギはいつもの──セシルが大好きな優しい顔で、

「突入するのは準備をしてからだ。セシルもリタも、アイネも、スキルを用意して」

　震えるセシルの頭をなでて、笑ってくれたのだった。




「……やっぱり寝不足ってよくないよな」

　睡眠不足だと、仕事もうまくいかないってわかってるんだけど、無理しすぎたか。

　そのせいで、セシルとリタには無茶させちゃったな。

　でも、さすがチートキャラだ。ちゃんと奴のアジトは見つけてくれた。

　その２人を見つけたのはアイネと、僕の『高速分析』スキルだけど。

「さて、と。これが『偽魔族』のアジトか」

　ぼろぼろの、煉れん瓦が造りの家だった。小屋、って言ったほうがいいか。

　正面には丈夫そうな木製のドア。路地に向いた方には、木製の格子がついた窓がある。

「……ご、ごめんなさい。ナギさま」

「ん？　なにが？」

「ナギさまは、中に入るなっておっしゃったのに、わたし……」

「セシルは、ちゃんと僕の指示を守ってただろ？」

　迷ってたみたいだけど。

　セシル、僕を見て泣きそうな顔になってる。

「わ、わたし、ナギさまが『偽魔族』さんと同じ世界の人だって、みんなに知られるのが怖くて──それで──それで──」

「ありがと」

　僕は、くしゃ、と、セシルの銀色の髪を撫なでた。

　指示は的確にしないといけなかったな。僕も同じことを考えて、対策も練っといたのに。

「じゃあ、都合の悪い遺留品がないか確かめてみるか。セシルは、『魔力探知』でドアの罠わなを確認して。それと、あの窓から入れるかどうかも」

　白昼堂々と『建築物強打』で壁を吹っ飛ばすわけにはいかない。

「わかりました。発動──『魔力探知』」

　セシルが僕の腕の中で目を閉じた。

　同時に、リタは『気配察知』を使ってる。

　僕とアイネは、集中してるふたりの護衛役だ。

「ドアの向こうになにか魔力をかすかに感じます。罠か……魔力的な結界だと思います」

「わかった。リタの方は？」

「中に生物はいないわ。少なくとも、動いて息をしてる奴は」

　リタは目を開けてうなずいた。

「アイネ。元ギルドマスター見習いとしての意見を聞かせて。破壊工作を企たくらむ悪人の隠れ家を見つけました。敵はおそらく見られたら困るものを隠してる。侵入者避よけに、どんなものを仕掛けてると思う？」

「ドアを開けると毒針。あるいは魔物が来るの。リタさんの『気配察知』に反応がないなら、毒針かその他のトラップがあるかも」

　アイネは少し考えてから、教えてくれた。

「わかった。どっちみち、ドアを破ると人目につくから、あの窓から入った方がいいな。リタは『結界破壊エリア・ブレイカー』で、魔力的な結界や罠がないか見て。それと、窓の格子を壊して入れる？」

「問題なし。行ってくるね！」

　路地に入ったリタが、地面を蹴けった。

　助走なし、身長の倍の高さへの垂直跳び。リタはそのまま窓にとりつき、手刀を振るう。

　木製の格子があっさりと断ち切られた。

　リタはその隙間に、獣めいた動きで身体を滑り込ませ、小屋の中へと消えた。

「……なにこれ。鍵かぎ、内側に毒針って……あーもうっ！」

　ぱきんっ。

　再び、固いものが割れる音。

　しばらくして、蝶ちよう番つがいをきしませながら、ドアが開いた。

「いいわよ。入って」

「罠はあった？」

「ドアを開けると毒針が飛び出すようになってたわ。それと、侵入者に麻ま痺ひ効果を与える結界が張ってあった。どっちも壊しといたわ」

「お見事、リタ」

　僕たちは小屋へと侵入した。




「『灯りライト』」

　セシルの指先から、小さな光の玉が生まれた。

　灯りの魔法に照らされた小屋の床には、魔物の死体が転がっていた。

　角を切り取られた、ガーゴイルの残ざん骸がい。

　翼をもぎ取られた、ヴァンパイアバットの胴体。

　そのほかにも、死んだスライムや、ゴーレムの腕のようなものもある。

「たぶん……あの『偽魔族』と『黒い鎧リビングメイル』の中身の材料なの」

　アイネは口を押さえた。

　他にも、黒くてぶよぶよする生き物が詰まった壺つぼなんかも転がっている。

　すべて、ぴくりとも動かない。

　あの『偽魔族』が死んだから、合成生物たちも死んじゃったのか。

「黒い鎧よろいは……ないな」

「あれはたぶん、外に埋めておいたと思うの」

「どうしてそんな手間を？」

「大量の武器を持ち込んだら目立つの。時が来たら動くようにして、『偽魔族』の人が内側から門を開ける、という作戦だったの、きっと。そういう神話があるの」

「僕の世界にもよくあるパターンだな。それは」

　それにしても、においがすごいな。

　血のにおいと、腐った肉のにおいがする。

　耐えられなくなったリタは、ずっと鼻を押さえてる。

「宝箱はなし。あっても１００％トラップだろうけど。あとは合成生物の素材だけか」

　あいつの背後関係がわかるものが欲しかったんだけど。

　ここにあるのは、研究材料だけ。

　このままイリスに報告して、調査を正規兵に任せてもいいかな。

「セシル、もう一回『魔力探知』を」

「はい」

「あいつの残留魔力を探って。かすかでもいい」

「わかりました」

　セシルはもう一度スキルを起動。

　目を閉じて、『偽魔族』の残留魔力を探る。その腕が伸びて、まっすぐに床を指さした。

「……見つけました」

　小屋の床は四角い石が敷き詰められている。

　そのひとつをセシルが爪先でつっついた。

　石と石の間に隙間がある。明らかに、そこだけはがせるようになっている。

「この下に、なにかあるみたいです」

「『結界破壊』には反応なし。魔法的な罠はないみたいね」

「物理的な罠に注意して。毒矢とか、毒針が仕込まれてる可能性もあるの」

　セシル、リタ、アイネが教えてくれる。

　僕は指示を出す。

　セシルは『堕だ力りよくの矢』を準備。床下に照準を合わせる。

　リタは『神聖力掌握』を両手に集中。防御力を上げて、床の石を引っ張りあげる。

　アイネは魔物が潜んでたときのために『魔物一掃』を準備。爆発物があったら障壁を生み出すスキル、『虹にじ色いろ防壁』で防ぐ。あれは魔力消費が激しいから、僕と合体して起動する。

　家全体が崩壊するようなら、僕とリタの『建築物強打』で穴を開けて脱出、と。

　よし、対策はこんなもんかな。

「じゃあいくわよ。てやー」

　リタが床の石を引っ張りあげた。

　同時に、ぶつ、となにかが切れる音がした。

「罠があるの！　矢が来るの！」

「てい」

　トラップ作動。毒矢が飛んできた。

　リタは毒矢を払いのけた。

「『気配察知』に反応！　『きゅうみん毒ガエル』がいるわ。光に反応して動くやつよ！」




『きゅうみん毒ガエル。

　猛毒を持つカエルの一種。

　暗くて冷えた場所では、休眠状態になる性質を持つ。

　そのため、宝箱やベッドの下に隠して、暗殺に使われることが多い』




「発動。『魔物一掃ＬＶ１』なの！」

　しゅーん、べちゃ。

　アイネのモップが『毒ガエル』を吹っ飛ばした。

『毒ガエル』は壁に当たって、潰つぶれた。

「その下になんか怪しいオーブがあるから、とりあえずセシル『堕力の矢』をよろしく」

「『堕力の矢』！　『堕力の矢』！　『だりょくの──や──っ』!!」

　ぺちぺち、ぺちん。

　黒い矢が、床下に埋め込まれていた黒いオーブを打ち据える。

「発動します。『鑑定ＬＶ２』」

　セシルが床下のオーブに『鑑定スキル』を発動する。

「……わかりました。これは、周囲の魔力を吸い取って魔法を発動する、魔導具です」

　セシルがそう言った瞬間、床下のオーブから声がした。




『ぷりーずいんぷっとぱすわーど。おあせきゅりてぃあうぇーく』




　……パスワードを入れてください？




『かうんとだうん。すたーと。てーん……………………ない…………ん』




「追加です。『堕力の矢』！　『だりょくのやー』！」

　再び、セシルの矢が黒いオーブを叩たたくと、カウントダウンが遅くなる。

　どうもこれは、外に出ると周囲の魔力を吸い取って、攻撃魔法を発動させるトラップらしい。

　オーブの横には、油が入った壺がある。これに引火させるタイプか。

　小屋にあった魔物の死体は、油のにおいを消すためだ。

　意外と考えてるな。

『パスワード』を知らない人間がここを開けると、毒矢と毒ガエルで足止め。最後に魔法を発動させて、焼き殺すってトラップだ。合理的だな。

「逃げて、ナギ。なにか危険な感じがする！」

「大丈夫。『パスワード』を入れれば止まるみたいだ」

「『ぱすわーど』？　暗号のこと？　そんなのわかるわけないじゃない！」

「……たぶん、あれかな？」

　僕は床下のくぼみを指さした。

　そこには、数枚の羊皮紙が置いてある。トラップの真下に。

　たぶん『偽魔族』が隠そうとしたのはこれだ。

「……『日頃より、我がギルドをご利用いただき』って、なにこれ！　どれが『ぱすわーど』!?　わかんないよ。それに、読めない文字が──」




「トラップを停止しろ。パスワードは『WHITE GUILD』だ！」




『ぱすわーどあくせぷと。しすてむ、しゃっとだうん……』




　カウントダウンが止まった。

　そして、ぺきん、と、音がして、黒いオーブがくだけちった。










「このオーブは、発動すると低レベルの火炎魔法を発生させるものだったみたいです。この床石がはずれると発動するんですね」

　ったく、ブービートラップにしてはたちが悪すぎる。

　隠れ家を探ろうとしたら、侵入者ごと遺留品を焼き尽くすって。

　しかも、隠してたものはこれだし。

「それで……ナギさまは、どうやってこれを止められたんですか？」

「これには停止用の『パスワード』があったんだ」

「『ぱすわーど』ですか」

「たぶん、仲間が遺品を回収にきたときか、自分が間違って開けたときのために、安全装置をかけてたんだろう。しっかり、羊皮紙に書いてあったよ」

　たまにいるよな。パソコンの脇に、パスワード書いておく奴。

　もっとも、これは起動したら大被害もたらすトラップだから、無理もないか。

「この羊皮紙に書いてあるのは……解雇通知かな」

　内容は次の通り。




『日頃より、我がギルドをご利用いただき、ありがとうございます。

　まことに恐れ入りますが、あなたとの「雇用契約」を解除させていただきたく思います。

　理由は以下の通りです。

　能力の不足。協調性の欠如。命令への質問。

　今後行動する場合は、当ギルドと無関係であるようにしてください。

　これまでありがとうございました。

　欠点を克服し、ご縁がありましたらまたお会いしましょう』




　差出人の名前はない。ただ、ギルド名が書いてある。

　ここだけ英語──僕が元いた世界の言葉だ。




『─WHITE GUILD─』




　そして、この文字の脇に『ＰＡＳＳ』の書き込みがある。だから予想がついた。

「でも、ホワイトギルドって……」

　ツッコミ待ちかよ。

　それと、２枚目の羊皮紙には短い文章があった。




『次の実績を上げた場合、速やかにご連絡ください。

　再度選考の対象となります。

「竜殺し（または捕獲）」「古き血の遺産の排除」』




　これが、イリスが狙われた理由か。

「みんな、『古き血』ってなにかわかる？」

「……聞いたことないです」

「なにかの暗号じゃない？」

「ギルドか、パーティの名前かもしれないの」

　セシル、リタ、アイネがそろって首を横に振った。

『古き血』か。イルガファに着いたら調べてみよう。もしかしたら、重要な単語かもしれない。

　ギルド名が僕の世界の言葉なのも気になる。

『来訪者』が作ったのか、それとも、言葉だけが残ったのか──。

　とりあえず、この名前のギルドを見かけたら、近づかないようにしよう。

「お疲れさま。僕たちの仕事はここまでだ」

　僕はセシル、リタ、アイネに告げた。

「イリスには報告しておくよ。それに、みんなに報酬がもらえるように交渉してみる」

「報酬、ですか？」

「働いたのはセシルたちなんだから、僕が受け取るわけにはいかないだろ？」

　そのへんはきっちりしておかないと。

　みんなは気にしないかもしれないけど、こっちがブラックな気分になるからね。

「でも、わたしたちだけじゃ、遺留品を手に入れることはできませんでした」

「最後に解決してくれたのは、ナギだもん」

「アイネたちだけじゃ駄目だったの」

「じゃあ山分けにしようか。残りは生活費用のお財布に入れとこう」

　あとは、今日のごはんを豪華にするくらいかな。

　……それにしても、『偽魔族』は、なにを望んでたんだろうな。

　こんな即死トラップを仕掛けて。

　自分が、かつて勇者だった証明書みたいに『解雇のお知らせ』をとっといて。

　そんなにまでして勇者をやりたい気持ちは、わからない。

　勇者でいると、なにか特別な名誉とか報酬があったのか？　栄光とか？

「……いや、逆かな？」

　勇者でなくなることが、怖かったのかもしれない。

　僕だって『ブラックバイト』をやめるときは、結構怖かった。自分の居場所がなくなるような気がしてたから。

　気にならなくなったのは、やめる経験を何度もしてからだ。

　──お疲れさま、名前も知らない『偽魔族』。

　僕は最後に、『偽魔族』の隠れ家を見た。

　──あんたの仕事は終わったよ。残業はない。眠ってくれ。

　声には出さなかったけど。




　その後、僕たちはみんなでイリスに報告に行った。

　そして報酬と、ついでにこの町の『温泉施設無料入浴券』をもらったのだった。









第14話「『選ばれし者』の憂ゆう鬱うつ」








　次の日。

　旅の準備とか、片付けとか、買い出しを済ませて、夕方。

　僕が温泉施設の脱衣所の扉を開けると、全裸のエルフ少女がいた。

「「え……？」」

　時間が止まったみたいに、僕たちは見つめ合う。

　おかしいな。

　ここ、イリスから入浴券をもらった温泉施設だよな？

　で、入り口で案内されて、貸し切り風ぶ呂ろってとこに来たはずだけど……。

「え？　えっ、えええっ？」

　エルフ少女は、呆ぼう然ぜんとこっちを見てる。

　彼女は身にまとった最後の一枚を膝ひざまで下げた状態で硬直してる。髪はふわふわしたピンク色。青みがかった目でこっちを見てる。肌はどこも真っ白で、それが耳のさきっぽから徐々に真っ赤になっていく。僕の視線をまっすぐ受け止めたまま、身体からだを隠すことも忘れて、エルフ少女はふるふると震えてる。

　あれ？　僕が入る場所を間違えたのか？

　でもここって、受付の人に「ここです」って案内された場所のはず。

　なのに女の子がいるということは──

　もしかしたら、異世界の温泉は混浴が基本なのか？

　だったら、ここは礼儀正しく。

「あ、どうも。いいお天気ですね」

「え？　あれ？　は、はい。絶好の温泉日和です」

「これからお風呂ですか？」

「そ、そ、そうです」

「僕もそうなんです。知り合いに入浴券をもらったので」

「え、えとえと……あ、はい、じゃあご一緒に…………って、違います！」

　真っ赤になったエルフ少女はあわてて、持ってた布で身体を覆った。

　混浴じゃなかったらしい。

「どうして男の人が入ってくるんですかぁ!?　へ、へ、へんたいですか──っ！」

「変態じゃねぇ！」

「あ、はいっ！　ごめんなさいですぅ！」

　思わず突っ込むと、エルフ少女は、びく、びくん、と身体を震わせて、そのまま頭を下げた。

　なんだこの既視感デジヤビユ。

　前にも同じようなことがあったような……？

「すいません。思わず大声を出しちゃって」

「いえいえこちらこそ変態なんて言ってごめんなさい……」

　お辞儀合戦。

　このままじゃまずいから、僕は後ろを向いた。

　背後でしゅる、と、服を着る気配。

「あの、僕は──ある人に招待されてここに来たんです。変態じゃないです本当です」

「あ、あたしは、お仕事の関係で。その、よく働いてくれたから温泉に入って休んでくださいって言われて……」




「すいませーん間違えましたーっ。ラフィリア＝グレイスさーん。冒険者の方はこちらの大浴場にお願いしまーす」




　脱衣所の外で、施設の店員の声がした。

「…………ついてないなぁ」

　がっくり、って感じで、エルフ少女がつぶやくのが聞こえた。

　冒険者のひとだったのか。

　さっき感じた既視感はそのせいか。もしかしたらどこかで会ってるかもしれないな。

「うぅ……ごめんなさい。間違ってるのはあたしでした」

　身支度を調えたエルフ少女が僕の前にやってきて、頭を下げた。

「お見苦しいものを見せてしまってすいません。忘れてください」

「いえ、こちらこそ失礼しました」

　再びのお辞儀合戦。

　エルフ少女はふらふらと、脱衣所を出て行った。

　……なんか幸さち薄うすそうな女の子だったな。




「ふ─────っ」

　僕は浴槽の中で手脚を伸ばした。

　温泉に入ったのなんか生まれてはじめてかもしれない。

　しかも貸し切りだ。すごいよな。

　浴室の広さは、学校の教室くらい。床は滑らかな石でつくられていて、脱衣所とは反対側の壁の上の方に、換気と明かり取りの窓が開いてる。浴槽は円形で、真ん中に天井まで続く柱がある。そこから、ぬるめの温泉が流れ出てる。

「みんなも来ればよかったのに」

　みんなは旅の準備と、借りてた別荘の掃除で手一杯。魔剣を抱えて温泉に入るわけにはいかないからレギィは留守番──ってことで、結局、僕ひとりになってしまった。

　事件解決のお祝いに、って思ったんだけどな。

『偽魔族』の遺留品もちゃんとイリスに届けたし、すべてのクエストは完了済み──。

「……『偽魔族』、か」

　あいつが、あれほど勇者にこだわってた理由は、僕にはわからない。

『社しや畜ちく』ならぬ『勇ゆう者しや畜ちく』って感じだ。

　あんなのが暴れ回ってるとしたら、魔物よりたち悪い。

　イリスもショックだろうな。

　自分が狙われたことで、町ひとつを巻き込んじゃったんだから。

　見た目はセシルより幼いくらいなのに「イリスが責任者ですから」って、冒険者のひとたちに謝って回ってた。補償もちゃんとするって。

「……『粗品』は……くれって言えなくなっちゃったか」

　まぁ、いいや。

　代わりに温泉の入浴券をもらったからね。

「……のんびりできただけで十分かな。あとは……」

　あとは『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』でなにができるか。働かないで生きるのが無理なら、限界まで働く時間と量を減らして生きることができるか、考えよう。

「…………あれ？」

　脱衣所の方で、足音がした。

　確か、この風呂はイリスが借りてるはず。

　……ってことは、入って来たのは正規兵か。イルガファから来た兵団の人か。

　………………よし。あがろう。

　名もない冒険者としては、あんまり顔を合わせたくない。

「…………失礼します」

　湯気の向こうに、小さな影が見える。

　こっちは気づかれないように迂う回かいして、脱衣所に──

「ソウマさま。いらっしゃるのでしょう……？」

　まるでどこかの王宮とか宮殿とか、そういうところを歩いているように、優雅に。

　すらりとした身体に、湯ゆ浴あみ用の布を巻いただけの格好で。

　不安そうに左右を見回しながら、緑の髪の少女が、浴室に入ってきた。

　イリスだった。

「あ、ソウマさま、いらっしゃったのですね。よかった」

　イリスは僕を見つけて、安心したように笑った。

「……どうしてイリスがここに？」

「ソウマさまと、ふたりきりでお話がしたかったのです」

　イリスはそう言って、湯船の縁に腰かける。

　恥ずかしそうに胸を押さえて、柱のこっち側にいる僕を見てる。

「襲しゆう撃げきを心配されているのでしたら、大丈夫です。今、この温泉施設はイルガファから到着した兵団が取り囲んでいます。虫の這はいでる隙間もありません」

　かえって心配だった。

「……巫み女この仕事は大丈夫なの？　イリス」

　貸し切りの風ふ呂ろ場ばには、僕とイリスだけ。

　他に人の気配はしない。ただ、お湯が流れる音だけが聞こえる。

「メイドのマチルダが逃げてしまいましたから……ちょっとだけ、イリスを管理する網がゆるくなっているのです」

　すらりとした身体に、濡ぬれた布を巻き付けただけの、イリス。

「祭りの義務を果たすには、精神の安定が必要──という口実で、ここに連れてきてもらいました」

「……そうなんだ」

「これも、ソウマさまのおかげです。お友だちっていいものですね」

　湯船の縁に座って、まっすぐな脚を伸ばしたイリスは、はじめてみるくつろいだ顔をしてる。

　イリスには、部下を選ぶ自由も、仕事を選ぶ自由もないんだっけ。

　たまらないよな。そんな状態で、命まで狙われたら。

　僕には……今のところ、なにもできないけど。

　こうして、友だちが落ち着いていられるなら、よかった。

「そういえば、イリスにイルガファのことを聞こうと思ってたんだ」

　なんだか間が持たなかったから、言ってみた。

「僕たちはこれから定住することになるから、そのための手続きとか、町の構造とか、あとは治安……かな。そういうことをイリスに教えて欲しいんだ」

「そうですね。長く住むなら住民登録はしておいた方がいいと思います。町の構造は、図でないと説明しづらいですね。治安はいいと思いますよ。商人ギルド同士の対立はありますけど、基本的にはイルガファ領主家には逆らえませんから」

　すらすらと答えが返ってくる。

　さすが『海竜の巫女』、ちっちゃいけど優秀だ。

「逆らえない、ってのは『海竜』と契約する権利を持ってるから？」

「そうです。それができるのは領主家だけですから」

「そんな町に、僕たちみたいな余よ所そ者ものが住み着いても大丈夫なのかな」

「海運の町ですからね。海を越えてやってくる人たちもいますし、普通に冒険者ギルドもあります。イリスが住民登録の推薦人になってさしあげます。ご質問についての詳しい資料は、あとでソウマさまのところにお届けしますよ」

「もうひとつ質問。魔王って本当にいるのか？」

　ずっと気になってた。

　王様は魔王がいると言った。だから僕たちは召喚された。

　でも、ここまでの旅の間で、魔王がいるって信じられるものを、僕たちはなにひとつ見ていない。魔物はいるけど、暴れてるのは貴族や、捨てられた『来訪者』とかの方だ。

　僕には魔王の脅威ってのが、いまいちよくわからない。

「……いる、と思います。イルガファからは海路で支援物資を送ってますから。物資は海の向こうにある港で陸揚げされて、そこから魔王軍と戦ってる辺境の砦とりでへと運ばれてるはずです」

「はず、ってことは、港から先のことはわかってないんだよな」

「はい。辺境までは国王陛下の直属の兵士たちが輸送にあたりますから……でも……」

「ごめん。ただの思いつきだから」

　いくらなんでもありえないか。

　魔王がいないとしたら、王様は魔王討伐を口実に別の目的のために勇者を召喚してることになる。

　そんなの、どう考えても妄想だよな……。

「気になるのでしたら、辺境あての物資の担当者に話を聞いておきますけれど」

「そこまでしてくれなくてもいいよ。もうひとつ、質問、いいかな」

「はい」

「『古き血』って言葉に心当たりは？」

「あの羊皮紙に書いてあった言葉ですね」

　お風ふ呂ろの縁に腰掛けたまま、イリスは首を横に振った。

「具体的にはわかりません。ただ、それが古い生き物という意味なら、竜や、その他デミヒューマン、色々なものが入りますね」

「それだと範囲が広すぎるか」

「イルガファに戻ったら、伝承に詳しいものに聞いてみます」

「悪いな。頼める？」

「もちろんです」

　イリスは手のひらで首筋の汗をぬぐってから、はっきりとうなずいた。

「ソウマさまには、返しきれないほどのご恩があります。『嵐の時に助け合った者は生涯の家族になれる』イルガファのことわざです」

「家族……って。友だちを助けるのは当たり前だろ」

『偽魔族』の正体を知りたかったってのもあるけど。

　でも、身分違いの僕たちを『友だち』扱いしてくれたイリスを助けたかったってのは本当だ。そうじゃなかったら、チートスキルを使って戦闘に介入したりなんかしなかった。

「はい。ソウマさまたちとイリスは、お友だちです」

　そう言ってイリスは笑った。

　こうしてると、普通の小さな女の子って感じだ。

「イリスと……ソウマさまは、お友だちです？」

「う、うん」

　なんでそんな心配そうな顔で確認するの？

「お友だちなら、一緒にお風呂に入るくらい当たり前ですよね？　隠し事はしないですよね？」

「お風呂に入るのはその地方の風習によって違うし、隠し事はあってもいいと思うよ」

「じゃあ、イリスの風習ではお友だちは一緒にお風呂に入って、隠し事をしない、ということでよろしいですね？」

　一瞬でこっちのロジックが逆手に取られた。

　イリスの交渉スキルって、どれくらい高レベルなんだろう。

「対等のお友だちって、あこがれだったんです」

　イリスは夢見るみたいに目をきらきらさせて、つぶやいた。

「夢や、好きな人のことを語り合うのが『友だちＬＶ１』、お泊まり会や交換日記をするのが『ＬＶ２』、そして、一緒に死線をくぐって、なにも隠し事をしないのが『ＬＶ９』、ですよね？」

「イリスの友だちってスキル扱いなの……？」

「……イリスの友だち観って、おかしいのでしょうか？　そ、それではソウマさまにとって、友だちとはどういうものなのですか？」

「……僕にとっての友だち……？」

　あれ？　そういえば元の世界で友だちがいた記憶がないよ？

　バイト仲間はいたけど、仕事以外で仲良く話したことはないし、スマホもバイト探しと連絡専用だったし……あれ？　もしかして僕には友だち観を語るスキルがないんじゃ……？

「だ、だまっていられると不安になります。ソウマさまぁ……」

　イリスはがっくりと肩を落として、落ち込んだ顔に。

　表情がくるくる変わる。敵や兵士の前だと、大人びて見えるのに。

　これはイリスが僕の前で安心してるってことなのか。

　じゃあ高レベルの友だちってことでいいのかな。

「うん。間違ってないよ。イリスと僕は、大事な友だちだ」

「よかったぁ……」

　イリスは薄い布に包まれた胸を、ほっ、となでおろした。

「やはり、ソウマさまとイリスは一緒に死線をくぐってますから、『友だちＬＶ９』です。もしも……ソウマさまにとってのイリスが、もう少し低レベルでも、イリスにとっては最高で唯一の友だちなんです……。だから、イリスはソウマさまにすべてを知っていただきたいのです」

　そう言ってイリスは、風呂場においてあった手て桶おけを取り、お湯をすくった。

　それをそのまま、自分の肩から、ぱしゃ、とかける。

　……湯気のせいか？

　イリスの肌に、なにか緑色のものが浮かびあがってるように見えた。

「これが、『偽魔族』が欲した『海竜の血』を引くものの証あかしです」

　イリスは僕に背中を向けて、布を腰まで落とした。

　つるん、とした背中。

　その肩のあたりを、緑色の鱗うろこが覆っていた。

　高い、明かり取りの窓から差し込む、真っ赤な夕ゆう陽ひ。

　それを映してイリスの鱗は、ぼんやりと輝いている。

「……海竜の鱗？」

「はい」

　ゲームとかでもよくあるよな。半人半竜。

　イリスの場合はご先祖さまである『海竜の娘』の遺伝子が、こうやってあらわれるってことか。

「水に濡れると、海竜の鱗があらわれるのです。このことは家族と……身の回りの世話をする者しか知りません」

「なるほど。で、この鱗に防御力ってあるの？」

「ぼ、ぼうぎょりょく、ですか？」

「うん。竜の鱗といえば不可侵の防御力の象徴でもあるし」

「さ、さぁ。考えたこともないです。ぶつけてもあんまり痛くはないですけれど」

「だよね。竜だもんなぁ。かっこいいよな」

　おっと。あんまりじろじろ見たら失礼だな。

　そうだよなぁ。

　ファンタジー世界だから、竜も竜の血を引く少女もいるよな。

「……はじめてです」

「え？」

「イリスの鱗を、かっこいいって言ってくれた方は」

「……ファンタジー──じゃなかった、ここは剣と魔法の世界なんだから、鱗くらい当たり前じゃないのか？」

「いいえ。昔は『海竜の血』を引く娘は、生まれるとすぐに幽閉されて、『海竜の祭り』の時以外は外に出ることもなかったと聞きます。時代も進んで、イリスはこうやって普通に外に出歩けますけど……やっぱり気持ち悪いって言われることもあります」

　イリスはぽつり、ぽつりとつぶやいた。

「イリスの世話をしてくれるメイドを見つけるのは本当に大変でした。この鱗を見ても気にしなかったのは、メイドのマチルダくらい……」

　あの性格でイリスの側近をやってたのは、そういう理由があったのか。

　誰にでもいいところってあるものなんだね。

「『海竜の巫女』なんて言われてますけど、イリスは本当はつまらないものなんです。イルガファに戻れば、『海竜の祭り』と、父の仕事の手伝いくらいしかすることはないのですから。本当は、兵士たちが身を捨てて守るほどの価値なんか、イリス自身にはないんです。大事なのは『海竜の血』なんですから……」

　イリスは布を身体に巻き直して、こっちを向いた。

　そしてさみしそうに笑った。

「人間とデミヒューマンがいる世界だから、鱗とか細かいことは誰も気にしないって思ってた」

「そういう世界だからこそ、人か魔物かわからない者は嫌われるのですよ」

「でも、イリスは優秀なんだよね？」

「得体の知れない者が、自分より仕事ができたら嫌な気分になるでしょう？」

　……あるよな、そういうの。

　立場は下だけど、自分より仕事ができる人。うとんではいるけど、いないと困る人。そういう相手への風当たりって結構強いからなぁ。

「イルガファのために働くのは領主家に生まれたもののつとめです。それはいいんですけど……『海竜の血』が原因で命まで狙われると、さすがに、イリスも」

「へこむよな」

「へこむ……はい、その表現はぴったりですね。イリス、へこみます」

　イリスは布に包まれた胸を押さえて、笑った。

「そこで、ソウマさまに人生の先輩として、相談に乗っていただきたいのです。こっそり」

「人生の先輩って。そんなに長生きしてるわけじゃないけど」

「でも、奴隷を３人も連れてらっしゃるじゃないですか。しかもみなさん、ソウマさまを慕ってらっしゃいます。なのに全員が仲良しです。そんなことできるソウマさまは、人生の酸いも甘いもきわめていらっしゃるに違いありません！」

「そうかなぁ」

　僕の奴隷たちが仲良しなのは、単純な話、セシルは他のみんなを家族みたいに思ってて、リタはセシル大好きでアイネも友だちだと思ってるから。アイネはご奉仕が大好きで、みんなのために働くのを楽しんでる。

　魔剣のレギィはそんなみんなを見ながら「さすが我の見込んだ主ぬしさまじゃ。さあこやつらと子どもを作ろう」ってこと言ってるけど、それはそれ。

「で、相談って？」

「はい、これはみんなには秘密なんですけど……くちゅん！」

　ちいさなくしゃみ。

　イリスが口を押さえる。彼女は僕に背中を向けて、身体に巻いていた布をほどいた。

　僕が後ろを向くと、ちゃぷん、と、小さな身体がお湯に沈む音。

　振り返ると、肩まで温泉に浸つかったイリスが、僕を手招きしていた。

「……大きな声を出すと、外の兵士に聞こえるかもしれません。おそばに」

「えっと」

「悪巧み、です。こっそりお話ししましょう。ソウマさま」

　僕に背中を向けたまま、イリスはいたずらっぽく笑う。

　……まぁ、いいか。

　僕はイリスに近づいて、彼女に背中を向けて座った。

　ことん、と、細い背中が、僕の背中によりかかる。

　肌はほんのり桜色。でも肩のあたりは、緑色の鱗が浮かび上がっている。背中に、つるんとした感触が伝わってくる。別に気持ち悪いとかおかしいとかは感じない。ただ、ここは異世界なんだってことを改めて実感するくらい。

「イリスは、悪い子になったみたいなんです」

　僕に背中を預けて、イリスは言った。

「『海竜の巫み女こ』であることを、重荷に感じるようになってしまいました」

「うん、僕がイリスだったらとっくに逃げ出してると思う」

　実際のところ『海竜の巫女』の使命って、聞いてるだけでも重すぎる。年に一度の祭りのために自由に外に出ることもできなくて、やっと外に出たと思ったら命を狙われて。しかも部下は言うことを聞かない。

　重要人物だけど、権利はない。いつ上司から仕事がくるかわからないから、常に待機状態。

　領主と部下の間に挟まれて仕事をするだけの、中間管理職。

　気を許せるのは、利害関係のない冒険者の僕たちだけ。

『海竜の祭り』を口実に、１年３６５日拘束されてるようなもんだよな。

「一時的になら、巫女の立場から離れてみてもいいんじゃないかな」

　僕はイリスの『友だち』で、イルガファ領主家には恩も借りもない。

　だからここは、無責任なこと言わせてもらおう。

「『海竜の祭り』は年に１回だけなんだよね。だったら空いた日に、変装して気晴らしに外出するくらい、許してもらえるんじゃないか？　もちろん、今回の事件が完全に片付いてからってことになるだろうけど。護衛が必要なら、僕たちが手伝ってもいいから」

「……前に、同じようなことをお父様にお願いしたことがあります。でも、駄目でした」

「どうして？」

「もしなにかあって、祭りの日までに戻れなかったらどうするんだ……って」

　イリスはしょんぼりとつぶやいた。

「今回は母の５度目の命日ということで、やっと旅を許してもらえたんです。それがこんなことになったから、たぶん、しばらくは外に出してもらえないでしょうね」

　巫女の宿命か。

　ゲームや小説なんかだと『選ばれし者』ってのは憧あこがれだけど、考えてみればワンオフな人材なんだから、行動の自由なんかないよな。

　イリスの場合、彼女がいなくなったら海竜の加護を失う。ってことは、彼女の存在に、イルガファの海運すべてがかかってる。だから、移動する自由はない。仕事を選ぶ自由もない。そしてその血にむらがってくる奴らによって、まわりに被害が出る……。

　そっか。

『選ばれし者』って仕事と人生が一体化した、ある意味ブラック労働者だったんだね……。

「イリスなしで『海竜ケルカトル』との契約を更新する方法は？」

「ふたつだけあります」

「ひとつ目は？」
















「イリスが子どもを作ることです」

　背中越しに、小さな身体がもじもじするのがわかった。

「子どもを作って、その子どもに『海竜の血』が移れば、イリスは巫女の仕事から解放されます。ですけど……」

「それは子どもにイリスと同じ運命を背負わせることだから、やりたくない？」

「……です。それに、イリスは初恋もまだですから」

　それはちょっとぶっちゃけすぎじゃないかな、イリス。

「ふたつ目の方法は？」

「海竜の勇者と一緒に儀式を行えば、イリスが生きている間は祭りの必要がなくなります。いわば、原初の儀式の再演ですね」

「再演……『海竜の娘』と人間の少年の『結魂』の儀式をもう一度やるってこと？」

「はい。『結魂』でなくてもいいです。とにかく『海竜の娘』の血を引くイリスと、勇者のしるしを持つ少年が結びつけば、それで海竜は認めてくれます。そうすれば、イリスとその少年が生きている間は祭りの必要がなくなります」

「つまり海竜の勇者を見つけ出せば、イリスは巫女の役目から解放される」

「はい。勇者と触れ合うと、イリスの鱗は真珠色に輝くので、わかるんです」

　海竜の勇者がいれば、イリスは巫女の儀式から解放される。

　そしてその勇者と触れ合えば、鱗が真珠色に輝くのでわかる、ってことか。

　……条件がきびしすぎだろ。

「……難しいですよね。勇者になるには海竜の天敵を倒す必要があります。その天敵の鱗が勇者のしるしなんです。でも、そんな巨大な魔物を倒せる人なんて……いるわけないんです。今は伝説の時代じゃないんですから……」

　イリス、泣いてる？

　僕の背中に寄りかかって、小さな身体が震えてた。

　イリスは港町イルガファの命運を背負ってる。そしてイリス自身も、町と深く結びついてる。僕がむりやり連れ出すことはできるかもしれないけど、それでイルガファになにかあったら、イリスはずっと気にし続ける、きっと。

『選ばれし者』って……大変だよな。

　イリスも、勇者も。

　なんで、王様とか伯爵とか、あの『偽魔族』も、そんなものになりたがるんだろう。

「僕たちはしばらくイルガファに定住するつもりだから」

「…………ソウマ……さま？」

「イリスが巫女をやるのに疲れたら、うちに遊びに来ればいいんじゃないかな。特別扱いはできないけど。着替えもお風ふ呂ろも僕の奴隷と一緒になっちゃうけど、それでいいなら」

　もちろん、来るならこっそりと。お忍びでってことになるけど。

　イルガファに着いたら、それを可能にするスキルが作れないか、考えとこう。

　この世界で２人目の『友だち』のためだ。それくらい、いいよな。

「は、はいっ！　ありがとうございます……ナギさま……あり……がとう」

　イリスが、ちゃぷ、と両手で顔を押さえてた。

　振り返って見ても、イリスの鱗うろこは緑色。まぁ、当たり前か。

　海竜の天敵ってことは、そいつは伝説級の魔物のはず。僕たちが出会うことはないと思うけど……もしも出会ったら、セシルの古代語魔法で鱗の一枚くらいはがせないか試してみよう。

「さ、先にあがりますね。なんだか、のぼせちゃいました」

　イリスがつぶやき、水音とともに立ち上がる。

　僕は慌てて前を向いた。

「ソウマさまはゆっくりしていってください。ご出立まで、この施設は何度もご利用できますので、よろしければ、お仲間とも……それでは！」

　ドアが開いて、閉じた。

『選ばれし者』を救う方法か。

　それってもしかしたら、魔王を倒すくらい難しいのかもしれないな。




「……イリスはとてもはずかしいことをしてしまいました」

　脱衣所で、イリスは濡ぬれた身体を拭ふいていた。

　起伏のほとんどない自分の姿。もうちょっと、大人だったらよかったのに。

　ソウマさまがどう思っただろうって、考えただけでも真っ赤になってしまう。

　でも、やっぱりソウマ＝ナギさまは『お友だち』だった。

　はしたないとわかってても、にやにや笑いを止められない。

　裸のまま、思わずぴょんぴょんと飛び跳ねてしまう。

　イリスに友だちができた。ずっとじゃないかもしれないけど、同じ町にいてくれる。

　いつでも遊びにおいでって言ってくれた。

　それだけでもう、なんにもいらない。別の自分になんかならなくていい。

「なにをして遊びましょう。やっぱりソウマさまが興味がありそうな『海竜の伝説についての考察』を語り合いましょうか。たまにはなにも考えず、枕を並べて世間話もいいでしょう」

　夢見る口調でつぶやきながら、イリスは下着を身につけた。

　その時、気づいた。

　一瞬のことだった。それは現れて、すぐに消えた。

「……目の錯覚……でしょうか」

　胸の高鳴りが止まらない。

「まさか、ソウマさまが『海竜の天敵』──大怪魚レヴィアタンを──？」

　イリスは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。




　さっき、一瞬だけ、

　イリスの鱗が、真珠色に輝いていたように見えたから。









第15話「粗品の目録と、イルガファへの短い旅路」








　温泉に入った次の日、僕たちはリヒェルダの町を出発した。

　港町イルガファからやってきた兵団は、十数人の騎士と、１００人近くの歩兵から構成されていた。半径１００メートル以内には近づきたくない迫力と威圧感で、港町イルガファ領主の財力と権力ってのが、これ以上ないってくらいにわかった。

　でも、僕たちが兵団の後ろをこっそりついていくって話はちゃんと通ってたみたいで、出発前に伝令の兵士があいさつに来てくれた。

　伝令の兵士は僕と同じくらいの年頃で、これからの予定を教えてくれたあと、「行列の後ろをちょっと離れてついてくるように。みんなイリスさま襲撃事件でぴりぴりしてるからねっ」って忠告してくれた。

　イルガファの兵士にも、親切な人はいるみたいだ。

　伝令の兵士は僕たちに一礼して、それから、なにかを思い出したように、

「忘れるところでした。イリスさまからソウマ＝ナギさまへのお手紙を預かっております」

「手紙？」

「よくわかりませんが、『そしなのもくろく』とのことでした」

　……『粗そ品しなの目もく録ろく』？

　あ、『偽魔族』と戦った時に、僕が要求したやつだ。

　律儀だな、イリスって。

『粗品』ってのは正規兵に非があるってことを公式に認めてもらうためのもので、あいつらが『偽魔族』と一緒に死んじゃった今では、あまり必要がないものなんだけど。

　でも、ここで断るのも失礼だよね。

「ありがたくお受けします、と、イリスさまにお伝えください」

　僕は兵士が差し出した『目録』を受けとった。

『目録』は羊皮紙を筒状にしたもので、蠟ろうで封がしてあった。封のところには蛇っぽい竜のかたちをした紋章が押してある。

　兵士が帰ったあと、僕は『目録』を開いてみた。

　最初に目に入ったのは、紙の一番上に書いてあるイリスの署名。

　その下にあったのは、こんな文章だった。







『ソウマ＝ナギさまへ。

　イリス＝ハフェウメアが所有する、もっともつまらないものを譲じよう渡といたします。

　粗品目録







　イリス＝ハフェウメア』







　……あれ？

　なにをくれるのか書いてない。最後にイリスの署名が、もうひとつあるだけだ。

　一番下には、受け取りのサインを書く欄がある。たぶん、粗品を受け取ったあとに僕のサインを入れるんだろう。でも、なにをくれるのか書いてないってことは……書き忘れ？

　あのイリスがそんなミスをするとは思えないけど。

　それとも、別の意味があるのか？　僕もこの世界の書類とかには慣れてないからな。

　確認するのは……いまは無理だ。イリスのまわりは兵団にがっちりと固められてる。近づくのは大変そうだし、出発前に時間を割いてもらうわけにもいかない。

　まぁ、いいか。イルガファについたら、会うチャンスもあるだろ。

「じゃあみんな、準備はいい？」

　僕は目録を閉じた。

　振り返ると、別荘の前でみんなが荷物をまとめてるところだった。

「はいナギさま。戸締まりはちゃんとしました！」

「みんなのにおいがついたものが残ってないか、確認したもん」

「火の元もたしかめたの。安心なの」

　セシル、リタ、アイネがそれぞれうなずいた。

　荷物はチェック済み。戸締まりはＯＫ。建物の鍵かぎは伝令の兵士に返した。

「それじゃ、出発しよう」

　さようなら温泉の町リヒェルダ。

　僕たちは別荘を出発した。

　町の大通りを銀色の行列が練り歩いてる。僕たちは少し離れてついていく。

　他にも一緒に出発する冒険者はいるみたいだ。こないだの戦闘で怪け我がをした人たちや、どこかで見たようなピンク髪のエルフ少女もいる。みんな列の後ろに並んでる。僕たちは無名のパーティでもあるし、冒険者たちの一番後ろについた。

　空は真っ青。風が気持ちいい。

　港町イルガファまでは、徒歩で１日弱。さすがにもうなにも起きない……と思う。

　というか、これだけの兵団で処理できないトラブルだったら、僕たちは逃げるしかできないわけだし、その辺は気楽にいこう。

　温泉街の門を抜ける。街道を出て、早めのペースで歩き出す。

　そうして僕たちは、港町イルガファまでの短い旅路についたのだった。







　歩きながら僕たちは、いつものようにスキルの確認をすることにした。

　メテカルを出るまでに手に入れたスキルは名前だけ、温泉の町リヒェルダで増えたスキルは効果も含めて、お互いにきっちり把握しておこうってことになったんだ。




　まずは僕のスキルから。って、それはいいんだけど……。

　……………………あのさ、みんな。

　スキルの確認をするだけなんだから、全員でそんなにくっつかなくてもいいよね？

　兵団も冒険者たちも距離があるから、僕たちがなに言ってるかなんて聞こえないと思うんだけど…………はい？　油断してはいけません？　獣人の聴覚をなめたらだめ？　ご主人様の言葉を聞き漏らすわけにはいかないの？　そうですか。

　じゃあ改めて、僕のスキルから。







　ソウマ＝ナギ

　種族：人間

　職業：スキル・ストラクチャー

　レベル：２




　固有スキル『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』




　通常スキル『贈与剣術ＬＶ１』『建築物強打ＬＶ１』『高速分析ＬＶ１』『異世界会話ＬＶ５』『超越感覚ＬＶ１』『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』




　僕が温泉街の戦いで身につけたスキルは３つ。




『柔じゆう水すい剣術ＬＶ１』

　敵が剣で与えてくるダメージを、水のように受け流すことができる。

　ただし、受け流せるのは剣だけ。これは気をつけないと。

　かっこよく使って、斧おのでまっぷたつにされたら笑えないからね。




『高速再構築クイツクストラクチヤー』

　高速でスキルを再構築できる。ただし、安定性が悪い。

　再構築した相手としばらく繫つながってなきゃいけない上に、その後じっくり時間をかけてスキルを安定させなきゃいけない。

　本当に緊急時専用ってことにして、普段は封印しておこう。




『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』

　食材で誰かと交渉することができる。その間は、動物や魔物とも意思を通じ合わせることができる。

　これは交渉スキルっていうよりも、魔物相手のコミュニケーションスキルって思った方がいいな。そういう意味では、かなりのチートスキルだ。







　次はセシル。

　セシルは僕の『魂約者』になった。




　セシル＝ファロット

　種族：魔族（表向きはダークエルフ）

　職業：妹系天然無防備魔法使いにして奴隷婚約者フオーチユン・スレイブ。

　レベル：２




　固有スキル『魔法適性ＬＶ３』




　通常スキル『古代語詠唱ＬＶ１』『古代語通訳ＬＶ３』『魔法耐性ＬＶ１』『魔力探知ＬＶ１』『鑑定ＬＶ２』『動物共感ＬＶ３』




特殊魔法『堕だ力りよくの矢ＬＶ１』




習得魔法

『火炎魔法ＬＶ１』：『灯りライト』『炎の矢フレイムアロー』『火球フアイアボール』

『火炎魔法ＬＶ２』：『炎の壁フレイムウオール』




　セシルの追加スキルはひとつだけ。

　僕と『魂約エンゲージ』したときに生まれたスキルだ。




『二重詠唱ダブルキヤスト』

　同時にふたつの呪文を詠唱できる。魔力消費量は変わらないので、注意が必要。







　そしてリタ。温泉街ではリタが一番大変だったよね。




　リタ＝メルフェウス

　種族：獣人

　職業：わんこ系さびしんぼ神聖格闘家。

　レベル：３




　固有スキル『格闘適性ＬＶ５』




　ロックスキル『神聖力掌握ＬＶ１』




　通常スキル『神聖格闘ＬＶ５』『神聖加護ＬＶ４』『歌唱ＬＶ４』『気配察知ＬＶ４』『無刀格闘ＬＶ１』『無む類るい歌唱ＬＶ１』




　リタの追加スキルはふたつ。

　ひとつは僕があげた『建築物強打ＬＶ１』で、もうひとつが──




『結界破壊エリア・ブレイカーＬＶ１』

　魔法やスキルによって生まれた空間支配を破壊する。

　ぶんなぐって停止空間や結界を破壊できる文字通りのチートスキルだ。

　作ったあとで……かなりえらいことになったけどね……。







　最後に、お姉ちゃんメイドのアイネ。

　なんだか最近、僕と目が合うたびに自分の胸を気にしてるみたいなんだけど、なんなんだろう。聞いても教えてくれないし……大丈夫かな。







　アイネ＝クルネット

　種族：人間

　職業：ご奉仕系メイドでみんなのお姉ちゃん。

　レベル：４




　通常スキル『虹にじ色いろ防壁ＬＶ６』『料理ＬＶ９』『掃除ＬＶ９』『棒術ＬＶ２』『魔物一掃ＬＶ１』『記憶一掃ＬＶ１』




　アイネの追加スキルも、ひとつだけだ。




『汚水増加ＬＶ１』

　掃除道具で、汚れた水を増加させることができる。増加率は10％＋ＬＶ×10％。

　増加分の水分は、まわりから強制的に吸収する。土でも植物でも人間でも。

　場所を選ぶけど、数人を一気に相手にできるマップ兵器になってしまった。

　おかしいなぁ。掃除道具で汚水を増やすだけのスキルなのに。







　ついでに、魔剣レギィのスキルも。

　彼女は今回、変化なし。というか魔剣のスキルって増やせるの？







　魔剣レギィ

　種族：異界の魔剣

　レベル不明




　ロックスキル『溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１』『自己再生ＬＶ８』







　以上。







　兵団の後をついていきながら、旅はのんびりと続いていく。

　みんなまとまっていろいろ話しているうちに、時は過ぎて、だんだんと景色が開けてきて、波の音が少しずつ聞こえるようになって──










「……着いた…………」

　野営を一日挟んで、次の日。

　城壁をくぐると、潮のにおいがした。

　目の前に広がっているのは、この世界はじめての海だった。

　ここが僕たちの目的地、港町イルガファ。

　大きな半島に沿って作られていて、海沿いには背の低い堤防が続いてる。その向こうにはたくさんの桟橋と、船。白い帆をつけた船の群れ。

　町には煉れん瓦が造りの家が並んでいて、町の中心に『契約の神様』の神殿がある。

　神殿の近くには巨大なお屋敷があって、銀色の兵団はそっちに向かって進んでいく。ってことは、あれがイルガファ領主の屋敷なのか……でかい。というか、ひとまわり小さな王宮って感じなんですが。

　旅先だから普通に付き合ってたけど、イリスってやっぱり違う世界の少女なのか……。

「着きましたね、ナギさま」

　ちょこん、と触れたセシルの手を、僕は握り返した。ちっちゃな指が、同じように返してくる。

　商業都市メテカルを出てから、10日足らず。

　僕たちは港町イルガファにたどりついた。

　元の世界では手に入らなかった『居場所』がある町だ。




　ついに僕たちは定住するための、『家』を手に入れたのだった。









番外編「奴隷少女たちと、ご主人様との距離」








「そういえば、皆様の中で、ナギさんと一番距離が近いのは誰ですの？」

　ナギとセシルが『魂約』した翌日──

　レティシアはメテカルの町に帰る直前、奴隷少女たちに爆弾を投げ込んでいった。




「ごめんねなの。レティシアは、なんとなく気になっただけだと思うの」

「大丈夫ですよ、アイネさん」

「レティシアさまはナギの友だちだもんね。そういうことって気になるよね」

　その日のアイネ、セシル、リタの３人は、リビングで洗濯物を畳んでいた。

　ナギとレティシア、それと魔剣のレギィが出かけたあとの、昼下がり。

　空はよく晴れて、窓からは午後の日差しが差し込んでくる。

　親友が残していった最後のセリフに、アイネはおろおろしながら、みんなの服を片付けている。

　セシルは自分の寝間着を抱きしめて、昨日のことを思い出しているようで。

　リタは洗ったばかりの神官服を手に、じーっと考え込んでいた。

「やっぱり、いつもおそばで戦ってるリタさんが、一番ナギさまとの距離が近いですよね」

　やがてセシルが、ぽつり、とつぶやいた。

「わたし、後ろで守られてばっかりです。ナギさまだって、リタさんを信頼してます。なにげない距離とか、声をかけるときの表情とか……見ればわかります。リタさんが相手だと、すごくくつろいだ顔をされてます」

「な、な、な、な、なにゆってるのセシルちゃんっ！」

「わたし、リタさんみたいになりたいです」

　ぺたり、と、セシルは成体になってもまったく変化のない胸をなでた。

「ち、ちがうもん！」

　真っ赤な顔で、リタが反論する。

「一番距離が近いのはセシルちゃんだもん！　だってセシルちゃんはナギの『魂約者』でしょ!?」

「リタさんだっていつかナギさまとするからおんなじじゃないですか」

「そ、そんなこと」

「しませんか？」「しないの？」

　２対１。

　セシルとアイネの温かい視線にさらされて、リタは思わず固まってしまう。

　獣耳はふるふる震えて、尻しつ尾ぽはぴん、と立って。

　助けを求めるみたいに左右を見回すけれど、ナギは外出中。魔剣のレギィはそれに同行してる。もっとも後の方は、いてもまぜっかえすに決まってるのだけど。

「アイネは、お姉ちゃん！」

　苦し紛れにリタは、びしり、とアイネを指さした。

「……うん。お姉ちゃんなの」

「家族！」

「……うん。家族」

「お姉ちゃん。ナギ。家族。近い。血縁みたい。アイネ！　距離！」

「えっと……」

　なぜかカタコトになったリタに、アイネは首をかしげた。

「アイネはなぁくんの『お姉ちゃん』で血縁みたいなものだから、一番距離が近い、ってこと？」

「そう。うらやましい。すごい。なかよし！」

「リタさん、混乱するとカタコトになるんですね……」

　椅子に座り、自分より背の高い奴隷仲間の頭をなでながらつぶやくセシル。

『お姉ちゃん』それは魔法の言葉だった。

　その一言だけで、ご主人様との距離が一気に縮まったと感じさせてしまう。

　それはアイネもわかったようで、思わず彼女は、ナギのシャツで顔を隠した。

「……お姉ちゃんが、それ以上に距離を縮めるには、準備がいるの」

「準備ですか？」「なにそれ」

「ないしょ。セシルちゃんとリタさんが、もっともーっとなぁくんとなかよしになってから……」

　照れくさそうなアイネの言葉に、セシルとリタが首をかしげる。

　意味はわからないけれど、すごいことを言われてるような気がした。

　洗濯物を片付ける手を止めて、３人はたがいを見つめ合う。

　空気が、ぴん、と張り詰めていた。

　いつの間にか彼女たちは洗濯物に手を伸ばす。無意識に引き寄せているのは、ナギのシャツ、上着、ズボン──下着には手を出さない。これはご主人様が自分で片付けることになっているから。主従契約を結んだご主人様でも、そのあたりは抵抗があるみたい。

　ご主人様の衣服を手にした３人の動きが止まる。

　セシルは広げたシャツを宙にかざして、見えないナギと見つめ合っているよう。

　リタは上着をつかんだまま、ふるふると震えている。顔をうずめるのを我慢しているようだ。

　アイネはズボンを淡々と畳んでいるように見えて、広げたり閉じたりの繰り返し。

「あの、みなさん。わたし、思うんですけど」

　緊張に耐えられなくなったように、セシルが口を開いた。

「こういうことはナギさまが決めることで、奴隷のわたしたちがとやかく言うことじゃないと思うんです」

「セシルちゃん！」

　とうとうナギの上着を、ぎゅ、と抱きしめたリタが、声をあげた。

「そうよね！　ナギはみんなのご主人様だもん。距離とか、どうでもいいもんね！」

「さすがセシルちゃんなの。なぁくんは素晴らしい『魂約者』に出会ったの」

　ほー、っとため息をつく３人。

　そうだった。

　自分はナギ──ご主人様の奴隷で、パーティのメンバー。

　距離なんかどうでもいいことだったのだ。

　目的はナギの願いを叶かなえること。『働かなくてもいい生活』を見つけること。

　全力でご主人様とともにあること。

　それだけで十分。今がいちばん。

　納得した３人は──ナギの服に触れるときだけは、ちょっとだけ時間をかけて──洗濯物を片付け終えた。

　それからは別荘のお掃除。

　ご主人様の部屋は念入りに。枕を叩たたいて、シーツも変えて。

　リタが本能的にベッドにダイブしそうになるのを引き止めて。

　そろそろナギが戻ってくる時間になったら、夕飯の準備。まずはお湯を沸かすところから。

　大切な友だち──レティシアと別れて、ちょっとだけさみしくなってるかもしれないナギのために、甘いミルクを温めておこう。砂糖は、別荘に買い置きがあったから、遠慮なく。

　ことこととお湯が沸く音を聞きながら、３人はリビングで耳を澄ませる。

　やがて、ご主人様が帰ってくる。

　もちろん、最初に足音に気づいたのは、獣人のリタ。

　玄関に駆け出そうとして──自分の反応に恥ずかしくなって、ソファにちょこん、と座った彼女に、アイネはお茶を淹いれてあげる。そしてうずうずしてるセシルにふたりで「どうぞ」って手を振る。そうしてお迎えに出て、ご主人様と、ついでに魔剣のレギィと一緒に戻ってきたセシル。最初にみんながかける言葉は、せーの、で、

「「「おかえりなさーい」」」

「うん。ただいま」

　そうして穏やかな時間が始まるのだった。










「ところで、今日は３人でなにを話しておったのじゃ？」

　ナギがお風ふ呂ろに入ったあと、人型のレギィがたずねた。

「ほぅほぅ。主ぬしさまとの距離が一番近い者、とな？　『魂約者』『前線で守る者』『お姉ちゃん』……まったく、なにをたわけたことで悩んでおるのじゃろうな、お主らは」

　３人の話を聞いた人型レギィは、まったいらな胸を張って──




「主さまと一番距離が近いのは、常に密着しておる魔剣の我に決まっておるじゃろ！」




「「「………………………」」」




「よいか、我は常に主さまの背中にくっついていて、その体温を感じておるのじゃぞ？　いわば一心同体と言ってもよいじゃろう。我と主さまの間に、距離などないわ。まったく、そんなことで悩むとは、お前たちはしょうがないのぅ……」




「「「………………………」」」




「──な、なんじゃ、その怖い顔は？　ちびっこ魔族に獣人娘、お姉ちゃんメイドよ……どうして３人で我を取り囲んでおるのじゃ？　待て。鎖を出してどうする？　え？　魔剣のレギィさんにもお休みが必要？　待て、放せ、いや、話せばわかる。な、にゃ────っ！」




　そして、ナギがお風呂からあがったあと──




「ナギさま。お背中にほこりがついてます。拭ふいて差し上げますね」

「ありがとセシル」

「わー、あしがすべりましたー」

　ぎゅっ。

「……あの、セシル」

「つまずきましたー。たおれましたー。しがみついてごめんなさい、ナギさま」




「ナギ。服の襟がほつれて──わーつまずいたー」

「ちょっと待てリタ」

「さっきお掃除で廊下をみがきあげたからねー」

　ぎゅっ、ぎゅーっ。

「……獣人のリタが転ぶ廊下って、僕だと滑って歩けないんじゃ……」

「じゃあ、ナギの平衡感覚をもらえるように、えーい」

「調子が悪いなら早めに寝て──って、だからどうして抱きついてくるの？」




「なぁくん。肩幅を測らせて欲しいの──って、あれー、足がすべったのー」

「だからどうしてみんな僕の背後をつけねらうんだよ!?」




　そして──奴隷少女による『ご主人様の背中争奪戦』は、夕食の時間まで続いたのだった。








あとがき






　こんにちは、千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』の３巻を手にとっていただき、ありがとうございます。

　読者のみなさまのおかげで、このお話もついに３冊目となりました。




　今回の舞台は、温泉街です。

　海竜の巫女、イリスが登場して、お話はますますにぎやかになります。

　ナギたちは「働かない生活」を目指して、チート旅を継続中。

　新しい儀式やスキルの情報を得たら、とりあえずは試してみて──

　触れ合って、結び合って、魂を繫いで──

　奴隷少女たちはさらなるチートキャラへと進化していきます。

　そして、書籍版では、ＷＥＢ版では描ききれなかったお話と、一部ルート変更も加えてあります。

　相変わらずいちゃらぶしながら冒険していく物語を、楽しんでいただけたらうれしいです。




　お知らせです。

　なんと、ただいま『チート嫁』コミカライズ計画が進行中です。

　コミカライズを担当してくださるのはカタセミナミさま。ドラゴンエイジにて、この夏から連載がはじまる予定になっています。キャラデザを（作者の役得で）拝見しましたが、セシルもリタも、とても魅力的で、今からとてもわくわくしています。

　チートスキルや『再構築』シーンが、どんなふうに描かれるのか──ご期待ください。

　小説版とあわせて、コミカライズ版『チート嫁』も、よろしくお願いします。




　それでは最後に謝辞を。

『チート嫁』の書籍版を読んでいただいている読者のみなさん。ＷＥＢ版を読んでいただいているみなさん、いつも本当にありがとうございます。みなさんのおかげで、ここまで続けることができました。これからも、よろしくお願いします。

　東とう西ざいさま、いつも素敵なイラストをありがとうございます。今回も登場キャラが多くてすいません。ヒロイン全員集合の温泉シーンの絵は、家宝にしたいと思います。担当のＫさま。いつも素早いレスポンスに感謝しています。ありがとうございます。

　最後に、この本を手にとっていただいた皆さまに、最大級の感謝を！




　もしもこのお話を気に入っていただけたのなら、またお会いしましょう。





千月　さかき










千月さかき

SAKAKI SENGETSU

北陸のあたりにある、冬は寒くて雪がたっぷり降る地方在住のものかき。主な著作は「絶滅危惧種の左眼竜王レッドデータ・ドラゴンロード」（ＨＪ文庫）。静かな時は、だいたい何か読んでいるか、なにか書いているいきものです。
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